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冷徹弁護士の独占欲にママとベビーは抗えない【極上悪魔なスパダリシリーズ】










プロローグ




　六月の花嫁は幸せになれる。

　いわゆる〝ジューンブライド〟は、ヨーロッパの言い伝えなのだそうだ。

　今日は、梅雨の合間の奇跡の晴天。それだけで、やっぱり幸せと頬が緩む私、新にい見み七なな緒おは浮かれているのかもしれない。

　森の中にたたずむかわいらしい教会『ローズパレス』の祭壇の前で、私の隣に立つのは、夫となる八や木ぎ沢さわ彬あきらさん三十三歳。

　私より頭ひとつ分大きな彼は、スポーツはなんでもこなすというだけあり、華奢に見えるが筋肉質。

　ゆるいパーマがかかっている黒髪は清潔感が漂い、黒目がちな目は凛々しく、鼻筋も通っている。

　何度かモデル事務所にスカウトされた経験があるという彼は、実は弁護士というお堅い職業に就いている。

「新郎、八木沢彬は新見七緒を妻とし、健やかなるときも、病めるときも、喜びのときも、悲しみのときも――」

　牧師さまの問いかけに、彬さんは少し低めの張りのある声で「誓います」と答える。そして緊張で息が止まりそうな私も、同じように「誓います」と口にした。

　すると、隣に立つ彬さんが一瞬私を見たような気がする。

「それでは指輪の交換を」

　ビスチェタイプのドレスに合わせたロンググローブを外そうとしたが、焦っているせいかうまくいかない。

「ゆっくりでいい」

「は、はい」

　彬さんが声をかけてくれたおかげで、落ち着けた。

　無事にグローブを介添えのスタッフに渡して彬さんと向き合う。彼に左手を握られるだけで大きく心臓が跳ねるのは、これが電撃的な結婚だからだ。

　無事に指輪をはめてもらうと、今度は私。関節に引っかかりうまく入れられなかったが、彼はじっと待ってくれた。

「誓いのキスを」

　いよいよこのときが来た。

　彬さんの手でベールが上げられ、彼との間に遮るものがなくなると、緊張がピークに達する。

　きっと顔がこわばっていたのだろう。彼は少しおかしそうに微笑んだあと、私を引き寄せて唇を重ねた。

　――こんな私たちの出会いは、三カ月ほど前にさかのぼる。










敏腕弁護士は脅しもお得意？




　インテリア関係の会社『フォレスアート』に勤める私は、入社四年目の二十七歳。大学を卒業後、金融系の会社で働いていたが退職し、興味を持ったインテリアコーディネーターの仕事に就いている。

　大学は経済学部で、インテリアについての知識はまったくなかった。しかし、一旦面白そうだと思ったらのめり込み、慣れない製図に四苦八苦しながらもインテリアコーディネーターの資格を取り今に至る。

　インテリア部に所属する私は、マンションや一軒家のリノベーションをいくつか担当していて、てんてこ舞いだ。まだ一年目の後輩、尾お崎ざき智とも代よさんの教育を任されているため、彼女と一緒に行動している時間が長い。

　今日はその尾崎さんに関する件で、会社近くの『LaラmerメールTOKYOトーキョー』という商業ビルに入っているカフェ『プレジール』に赴いている。そして窓際の席で上司である園その田だ部長との話し合いの真っ最中だ。

　園田部長は昨年、営業部からインテリア部に異動になった五十代前半の男性で、部長として部を引っ張っている。

　彼をわざわざ社外に呼び出したのは、尾崎さんのプライバシーを守るため。聞き耳を立てられて社内にあらぬ噂が飛んでは困るからだ。

「ですから、彼女は嫌がっているんです。どうかわかってください」

「嫌がってなんていないさ。新見くんの思い違いだよ。尾崎くんは常々俺に、『尊敬しています』とこぼすんだ」

「それは……。そう言わなければ部長が放してくださらないからで」

「は？」

　事実を述べただけなのに、鋭い眼光でにらまれた。

「尾崎さんにはお付き合いしている男性がいます。過剰に体に触れたり、休日に頻繁にメッセージを送ったりするのはご遠慮いただけませんか」

　園田部長からのセクシャルハラスメントに困っている尾崎さんに相談されて、それとなく何度もやめてほしいと伝えてきた。でもまったく改善が見られず、こうして面と向かって対峙することにしたのだ。

「過剰に体に触れる？　なんのことだ。そりゃあ〝頑張れ〟という意味で肩をポンと叩いたりはするが、それが過剰なのか？　休日のメッセージだって、仕事がうまくいかないと悩んでいた尾崎くんの相談に乗っていただけだ。本来なら、君がやるべきだぞ」

　園田部長は不愉快を隠そうとはせず険しい表情で、反省するどころか私まで攻撃してくる。

「肩をポンだけでしょうか。突然腰を抱いたりもされていますよね」

　これは昨日、私自身が目撃した。尾崎さんが顔をゆがめたので、とっさに彼女を呼んで部長から引き離したのだ。

「そんなの、ただのコミュニケーションだろ」

「違います」

　少しも恥じる様子がないのは、それらがセクハラだという認識がないからだろうか。女性側からしたら、ただの上司に腰を抱かれるなんて、恐怖でしかないのだけれど。

「先日の部の飲み会のときも、二次会には行かずに帰ると言う尾崎さんの肩を抱いて、しつこく引き止めていらっしゃいましたよね」

　あのときは近くにいた男性社員が見かねて引き離してくれたから助かった。けれど、あまりに強引だったため、尾崎さんが涙目になったのは覚えている。

「酒の席の話だ」

「お酒が入っているからなにをしてもいいなんて、おかしいです」

　そんなこと、わかっているでしょう？

　ヒートアップしてきて声が大きくなってしまったので、口を押さえた。

　そもそも彼はかなり威圧的な態度をとることで有名で、特に女性社員への風当たりが強い。〝女は家で家庭を守るべし〟というような時代錯誤の考え方の持ち主なのだ。

　だから女性がバリバリ働くのが気に入らないらしく、半年ほど前に産休を申請した社員にネチネチ文句をつけ、結局その女性は退職するという事件もあったくらいだ。

「君も偉くなったもんだね」

「えっ？」

「この先もインテリアコーディネーターとして働きたいのなら、黙っておいたほうがいいんじゃないのか？」

　それは別の部署に飛ばすという意味？

　たしかに園田部長は、インテリア部の人事に関して口を挟める立場にいる。

「ですが、このままでは尾崎さんは会社を辞めてしまいます」

「辞めればいいじゃないか。どうせ女は腰かけ気分なんだろ？　ろくに仕事もできないくせして、産休だの育休だの、権利ばかり主張して」

　ろくに仕事ができないのはあなたでしょう？

　そう言い返したかったがぐっとこらえた。

　営業畑を歩いてきた彼は、クライアント対応はうまいが製図したりリノベーションについてプレゼンしたりはまったくしない。少し勉強してほしいところだけれど『俺は管理職だから、部を円滑に回せばいい。製図なんてできなくていいんだ』の一点張りなのだ。

　一理あるが、インテリア部にいるのに各部員の提案の良し悪しを判断できない上司というのもどうかと思う。部で会議をしても、司会進行をするだけで自分の意見などない。

「腰かけと言われるのは心外です。そりゃあ女性は出産という大きな仕事がありますから、必要な休暇を申請しますが、いい加減な気持ちで働いているわけではありません」

　悔しくて唇を噛みしめる。

　インテリアコーディネーターの試験の勉強もかなりの時間を費やした。睡眠時間をぎりぎりまで削り、休む間もなく勉強漬け。大学受験でもするかのように没頭してようやく得た資格なのだ。だからこそ、それを生かせる職場に就職できたときはうれしくて、毎日のように先輩に教えを乞い、ようやくひとり立ちできた。

　それなのに腰かけだなんて。

　たしかに、結婚相手を見つけるために入社して、結婚したら辞めるという女性社員を何人も見てきた。特に最初に就職した金融関係の会社では、いかに年収の高い男性を捕まえて結婚するかに全エネルギーを使っているような人もいた。

　ただ、そんな女性ばかりではない。もちろん私もそうだ。

「あぁ、君は結婚できないから関係ないか」

「えっ？」

「こんなに気が強くて、しおらしさのかけらもないような女、誰ももらってくれないだろう？」

　ニヤニヤ笑う部長は、コーヒーに手を伸ばして余裕の顔。してやったりと思っているのだろうか。

「私の結婚は、尾崎さんの件とは関係ありません」

「新見くんも、尾崎くんのようにかわいらしければねぇ。うちの部に、君みたいな生意気な女は必要ないんだよ。私が気に入らないのなら辞めたらどうかね」

「そんな」

　私は今の仕事が好きだし、やりがいを感じている。辞めたくなんてない。

「文句だけは一人前の役立たずが」

　捨て台詞を吐いた部長は、私をにらみつけてからカフェを出ていった。

「ひどい……」

　尾崎さんを放っておけなくて抗議に至ったが、浴びせられた言葉に顔が険しくなる。

　私は役立たずなの？　着実に売り上げを伸ばしているのに？

　園田部長の発言が、彼の痛いところをついた私への反撃だとわかっている。しかし、退職まで勧められて動揺で混乱していた。

「あの、大丈夫ですか？」

　しばらく放心していると、スーツ姿の背の高い男性に話しかけられて我に返った。

「あ……。すみません、大丈夫です」

　なにが大丈夫なのかさっぱりわからないが、とっさにそう返す。

「少しお話が聞こえてしまったもので。元気を出してください」

「ありがとうございます」

　まったく知らない人に親切にされて、涙腺が緩みそうになる。

　私だって、好き好んで園田部長に苦言を呈しているのではない。できれば穏便に済ませてストレスのない毎日を過ごしたい。でも、目の前でセクハラされている後輩を見て見ぬふりなんてできない。

　小さく頭を下げると、男性は出ていった。

「親切な人……」

　思いきりへこんでいたのに少し元気が出た。面倒ごとには首を突っ込まない人が多そうなのに、見ず知らずの私に声をかけてくれるなんてよほど優しい人に違いない。

　でも、どうしたら……。

　このまま園田部長のやりたい放題を放置できないし、もちろん私も仕事を辞めるつもりはない。

　一度同じインテリア部の男性の先輩、丹たん下げさんに尾崎さんへのセクハラについて漏らしたことがあった。

　しかし、ことを荒立てては自分の立場が危ういとわかっているのだろう。飲み会のときに絡まれていた尾崎さんを助けてはくれたが、特に表立って抗議をするようなことはない。

　その気持ちはわかる。園田部長にたてついたら、退職勧告とまではいかなくても仕事がやりにくくなるからだ。

　でも、尾崎さんの苦しみが痛いほどわかる私はなんとかしたい。

　しかもセクハラだけでなく、女性蔑視の発言の数々。そんなふうに思われているのかとかなりがっかりした。

　それに悪事を指摘されたからといって、上司という立場を利用して左遷をほのめかしたり退職を促したりするなんてやはり間違っている。

　負けたくない。私はそう強く感じた。




　翌日から私に仕事が振られなくなった。園田部長が阻止しているのだ。

　ほかの人の手伝いも禁止、会議にも出席させてもらえないというあからさまな嫌がらせが始まり、唖然とするばかりだ。

　すでに手がけているいくつかのリノベーション案件はさすがに取り上げられなかったので、それだけをこなす毎日になった。

「新見。お前、園田部長となんかあったの？　最近会議に入ってないじゃん」

　丹下さんが、会議から戻ってきて私に尋ねる。

「まあ、ちょっと……」

　丹下さんのあとに尾崎さんが戻ってきたのを見て、曖昧に濁す。

　園田部長に直談判するとは彼女に話していないし、それで会議に出られなくなったと知れば、おそらく責任を感じるだろう。だから、尾崎さんには聞かれたくなかったのだ。

「あのおっさん、やりたい放題だからなぁ。どうしたらいいのか……」

　ため息をつく丹下さんが積極的に園田部長に意見しなくても味方なのだとわかり、少しホッとした。

「新見さん、園田部長とやり合ったんですか？」

　丹下さんの声が耳に届いたらしい尾崎さんが、顔を真っ青にする。

「あー、えっと……。クライアントへの提案について話していたら否定されちゃって、ちょっとね」

　なんて適当にごまかしたけれど、信じてもらえただろうか。

　そもそもリノベーションの知識がない園田部長に相談なんてしないので、無理があったかも。とはいえ、とっさにほかの嘘を思いつかなかった。

「そうなんですか。私、新見さんの案、好きですよ。新見さんと一緒に働いてると勉強になります」

「うれしいことを言ってくれるのね。ありがと」

　かわいい後輩だ。やっぱり守らなければ。

「集まってなにを話しているのかね」

　園田部長の声がしたので顔が引きつる。

　歩み寄ってきた彼は、丹下さんを通り越して尾崎さんの隣に行き、さりげなく両肩に手を置いた。

　あきらかに人を選んで触れている……。

　園田部長が苦手な尾崎さんは、眉をひそめて肩をすぼめる。けれど、強く反発もできないようで、ただひたすら耐えている様子だった。

「なんでもありません。尾崎さん、打ち合わせだったね。とりあえず資料を渡すね、こっち」

　私は部長から引き離すために、尾崎さんを連れて部署を出た。

「すみません」

　廊下に出た瞬間、尾崎さんが謝ってくる。打ち合わせが口実だとわかっているのだ。

「尾崎さんが謝る必要はないよ。ごめんね、なんとかするから」

　と伝えたものの、どうしたらいいのかさっぱりわからない。苦言を呈したら嫌みをぶつけられ、『辞めたらどうかね』とまで言われてしまった私も、彼女のように畏縮気味なのだ。

　好きな仕事でなければ辞める覚悟でぶつかれるのに……。

　この仕事を始めてから、それなりにリノベーションの数をこなし、クライアントからもお褒めの言葉の数々をいただいてはいる。でも、特に賞を取ったわけでもない私が、フォレスアートを退職したあと、またインテリアコーディネーターの仕事に就ける保証はない。

　必死に取った資格を生かせる仕事に携われているのに、それを手放したくないという気持ちが強くて腰が引けるのだ。

　もちろん、園田部長の〝俺の意見がすべてだ〟というような無謀で横柄なやり方が許されるものではないとわかっている。しかし、理不尽がまかり通るケースがしばしばあるのが社会というものだとも知っていた。

「私、辞めたほうがいいのかな」

　目を伏せる彼女がそう口にするので首を横に振る。

「この仕事、嫌い？」

「いえ。私、最近インテリアコーディネーターの資格試験の勉強を始めたんです。なくてもできるのはわかっているんですけど、新見さんみたいに堂々と胸を張ってプレゼンできるようになりたくて」

　尾崎さんは私のようにインテリアコーディネーターを目指して入社したわけではなく、たまたまインテリア部に配属されただけ。それも事務職のつもりだったらしいが、いつの間にか私のアシスタントをしている。最初は戸惑いもあったようだけど、資格を取ろうとするほどやる気になってくれてうれしい。

「そう。堂々としてるかどうかわからないけど、やっぱり勉強したバックボーンがあるのは違うかも。頑張ろうね」

　笑顔で伝えると、ようやく元気を取り戻した彼女は「はい」とうなずき部署に戻っていった。

　とはいえ、好きでもない上司に毎日あんなふうに触れられたら苦痛に違いない。肩をつかまれるくらいはまだいいほうで、いやらしい目で胸のあたりをじろじろ見られたり、たいした用もないのにほかの人の目が届かない場所に呼び出されたり……。セクハラのオンパレードだもの。

　はぁ、と大きなため息が出るのは、実は私もセクハラの被害に遭った経験があるからだ。だから、「やめてください」と大声で拒否するのがどれだけ勇気のいることなのかもわかっている。

　セクハラされている最中は、気持ちが悪いのと同時に恐怖で体がガチガチになってしまう。しかも、園田部長のように人事権を持つような上司だったら、なおさら反抗できない。

　女性から男性へのセクシャルハラスメントというものも存在するようだけど、やはり女性が被害に遭うケースが多い。おそらく女性の立場が低く見られていた時代が長く続いた名残なのだろう。これだけ男女の平等が叫ばれるようになった今でも、園田部長のように男性というだけで優位になった気になり、女は男に従えばいいんだという雰囲気が出ている人もまだいる。

「リノベーションの能力に、男女の差は関係ないでしょ？」

　思わずつぶやく。

　もちろん、体の構造の違いから、力仕事を男性に頼らざるを得ないときもある。けれど、リノベーションについては、キッチンをよく使う女性のほうが動線をよく理解していて、クライアントにありがたがられることも多い。実際、キッチンについては丹下さんからも相談を受けるし。

　まあ、キッチンに立つ機会が多いのが女性というのも、不公平と言えば不公平なのだけど。

　その日は、すでに進行している案件の製図をひたすらしているうちに業務時間が終了した。

　会議にも入れてもらえず新しい仕事の相談もなくなっては、この仕事が終わったあとどうなるんだろうという不安がよぎる。

　園田部長は私を別の部署に飛ばすつもりかもしれない。大きな失敗をしたわけでもなく、業務態度が怠慢だというわけでもないはずなのに、到底受け入れがたい。

　もし本当に異動の話が持ち上がったらどうしよう。

　そんなことで頭がいっぱいになりながら、会社を出た。




　そのまま家に帰ろうかとも思ったけれど、気分が滅入って復活できそうになかったのでプレジールに寄ることにした。

　このカフェは会社から近いこともあり、入社以来のお気に入り。コーヒーがおいしいだけでなく、名物のアボカドサンドは毎日でも食べたくなるほど病みつきになる。

　ただ今日は食欲がなく、窓際の席でカフェオレを口にした。

　ビルの二階にあるプレジールの大きな窓からは、大通りを行き交う人たちがよく見える。

　楽しそうに頬を緩ませて会話をしながら足を進める大学生らしき女性ふたり。アタッシュケース片手に颯爽と歩いているのは、若いビジネスマンだ。きりりと引き締まった表情をしている。これから商談にでも行くのだろうか。

　そんな人間観察をしているうちに、自分の立場がぐらついているのがたまらなく怖くなった。

「どうして、こんなことに……」

　せっかく得た仕事なのに。

　カップをテーブルに戻そうとすると、見覚えのある男性がこのビルに入ってくる様子が見えた。

　誰だっけ。クライアント？

　違う。先日園田部長に暴言を吐かれたときに慰めてくれた人だ。

　このビルにある会社に勤めているのかもしれない。

『元気を出してください』と言われたのに、あのときよりずっと気分が落ちている。

　尾崎さんを助けるんだという強い想いで園田部長を呼び出したが、あっさり逆襲されて窮地に立たされている自分が情けない。

　でも、雇われの身でなんの権力も持たない私には武器がなく、どうしたらいいのかさっぱりわからないのだ。

　負けたくないけど、無理なのかな……。

　そんな弱気が顔を出し、眉をひそめた。

　再びカフェオレを口にしていると、先ほどの男性が店に入ってきたのでなんとなく背筋が伸びる。

　彼はカウンターで注文を済ませて、私の席のほうに歩いてきた。

「あ……」

　そして短い声を発する。

　もしかして覚えていたの？

「その節は、ありがとうございました」

「いやいや、俺はなにもしてないですし」

　立ち上がってお礼を言うと、彼は人懐こい笑顔で首を振る。

　物腰柔らかな人だな。園田部長とは大違いだ。なんて考えてしまう。

「大丈夫でしたか？」

「そう、ですね。大丈夫です」

　私が思いきり嘘をついたのは、これ以上巻き込むわけにはいかないからだ。

「大丈夫が好きな方ですね」

「え？　……すみません」

　前回もそう言っただろうか。

「いえ。失礼します」

　クスッと笑った彼は、少し離れた席に座り、バッグからなにやら厚い本を取り出して、ページをめくり始めた。

　なんだろう、あれ。

　気になるものの、もちろん聞けない。

　どんよりした気分が彼のおかげで少し持ち直してきた。

　私にも心配してくれる人がいる。なんて、声をかけてもらえただけで大げさだけど、都合よく解釈してカフェをあとにした。




　翌日の木曜日。十六時からの会議の前に園田部長をつかまえた。

「私も会議に出席させてください」

　このまま引き下がるわけにはいかないと勇気を出したのに、彼は素知らぬ顔で行ってしまう。

「待ってください」

　前に立ちふさがると、迷惑そうな視線を向けられた。

「君が出席する必要がどこにある？」

「どこにって……。私にも仕事をさせてください」

　今日の会議では、営業が取ってきた案件の担当者を決定する。前部長は建築に精通していたため、より力を発揮できると見込んだ部員に部長が振り分けていた。しかし園田部長には知識がないことから、皆が条件を聞いて手を挙げる方式をとっている。

　それぞれ得意とする分野が異なるので、苦手なものを振られるよりずっと効率的なのだ。その上で勉強したい案件は、担当になった部員のアシスタントをさせてもらうケースが多い。

　この会議に出席できないと、次の仕事を請け負えないのだ。

「君はいつも忙しそうにしてるから、少しは休憩を挟んだほうがいいよ。尾崎くんは別の者のアシスタントにするから、心配いらない。ぐちぐち文句を言わない有能な男のね」

　今は掛け持ちしているのでたしかに忙しい。でも、ほかの人たちもそうだし、もうすぐ終わる案件もあるのに。

　園田部長は休憩なんて言い方をするけれど、完全に私から仕事を取り上げる気なのだ。

　仕事が回ってこないなら、尾崎さんは別の先輩の下で学んだほうがいい。けれども、園田部長は私と彼女を引き離したいだけだ。私が見ていないところでまた尾崎さんに接触するつもりに違いない。

　それに、『ぐちぐち文句を言わない有能な男』という発言にはため息が出そうになる。これは一種のセクハラなのではないだろうか。

「あぁ、暇なら会議室にお茶。お茶くみは女の仕事だと昔から決まってるからね。それじゃ、よろしく」

　部長は結局、私の会議出席を認めてくれなかった。それだけでなくお茶を要求されて拳を震わせる。

　お茶くみが嫌なわけじゃない。後輩ができたあとでも、手が空いていればお茶を淹れるのもしばしばだったし、やらされているという感覚はまったくなかった。しかし、〝お茶くみは女の仕事〟という古めかしい固定観念はさすがにどうかと思う。それに、過剰なまでに私が〝女〟というだけで下に見られているのは腹が立つ。

　どうしたらいいのだろう。

　このままでは本当にお茶くみしかさせてもらえない。

　私は頭を抱えたまま、仕方なく給湯室に向かった。

　会議室にお茶を持っていくと、丹下さんが目を丸くして私を見ていた。尾崎さんも眉間に深いしわを寄せたものの、「それでは会議を始める」という園田部長の言葉で部員たちの視線が私から逸れた。

　お茶出しをしたあと、部署に戻って黙々と製図を始める。クライアントと建築士が話し合い、建築士が作製した設計図を見ながら、内装や収納について提案するのが私たちの仕事だ。

「この部屋は狭いから、圧迫感のある高い家具はやめたほうがいいかな……」

　ひとりでぶつぶつ言いながら作業をするのは、声を出して気持ちを奮い立たせていないと、とてもじゃないけど筆が進まないからだ。

　ただ、気分が乗らないせいかいいものが描けない。クライアントへのプレゼンは来週の火曜なのに、これではまずい。

　何度も描いてはボツにして、そのうち定時の十七時半を迎えた。

　会議は長引いているようで、まだ誰も戻ってくる気配がない。

「ダメだ」

　いつもなら何案も用意してクライアントとの面談に挑むのに、納得いくものが描けなくてため息をつく。もちろん、インテリアコーディネートの基本は押さえてあるものの、個性もなければ工夫もない。こんな提案にお金をいただくなんて、フォレスアートの実績に泥を塗ることになる。斬新かつ洗練されたアイデアが注目を浴びて、こだわりのある顧客がつくようになったのに。

　場所を変えよう。

　ここにいると園田部長の顔がチラついてしまう。

　私は退社して、プレジールに向かった。




　食欲がなくて昼食をパスしていた私は、コーヒーとアボカドサンドを注文していつもの窓際の席に向かった。しかし、先客がいる。あの男性がコーヒー片手にパソコンを操っていたのだ。

　やはりこのビル内のどこかの会社に勤めているのかもしれない。

　でも、それなら会社で仕事をすればいいのに。

「八木沢」

　少し離れた席に座ると、もうひとり背の高い男性が入ってきて、彼の向かいに腰を下ろした。

　彼は八木沢さんっていうんだ。

　私は素知らぬ顔をして聞き耳を立て始めた。

「彼女、帰ったぞ」

「悪いな、九く条じょう」

「少々面倒なことになったな」

　もうひとりの九条さんという名の人が、小さなため息をつく。

「業務に支障が出るのはまずい」

　八木沢さんも浮かない顔をしている。

「お前、きっぱり断ってるよな」

「当然。拒否を示すのは基本中の基本だ」

　なんの話？

「それでも止まらないって、疑似恋愛型のセクハラってやつだろうな」

　九条さんが腕を組みながら言う。

　セクハラ？　男性の八木沢さんがされているの？　それに、〝疑似恋愛型〟ってなに？

　ここで製図をしようと思っていたのに、完全にふたりの話に心が持っていかれてしまった。

「彼女に割く時間がもったいない。今はのらりくらりと逃げておくのがベストじゃないか。そのうちあきらめるだろ」

「疑似恋愛型は厄介だと八木沢もよく知ってるはずだ。そんなに甘くないぞ。ま、どうしても困ったら相談に乗る。相談料は一時間一万で」

　頼もしい友人なんだと思った瞬間、お金の話。友人の相談に乗るのに一時間一万は高いな。冗談だろうけど。

「相談は結構だ。仕事増やして悪かったな」

「五十嵐いがらしがとろくて、まだかかりそうなんだ。暇つぶしになったさ」

「暇なら手伝ってやれよ」

「アイツのためにならないじゃないか」

　五十嵐さんというのは、九条さんのアシスタントかしら。

「お前、彼女狙ってるだろ。好きな女にはイジワルしたくなるタイプだもんな」

　九条さんは八木沢さんの言葉にキョロッと目を動かしただけでなにも答えない。

　八木沢さんの発言が図星だったのだろう。

「俺はきりのいいところまでやってから戻る」

「それじゃ、お先」

　九条さんはコーヒーも飲まず、そそくさと出ていった。

　ふたりを観察している場合ではない。製図を済ませないと。

　再び仕事を始めた様子の八木沢さんから視線を外し、イメージを絵にし始めた。

　けれども、ちっとも手が動かない。今後仕事を取り上げられてしまい、この作品が私のインテリアコーディネーターとしての最後の仕事になるのではないかという不安と、園田部長に直談判したのに尾崎さんを救えていないという自分の無力さに打ちひしがれて、イメージが湧いてこないのだ。

　気分を変えるためにアボカドサンドをひと口頬張ってはみたけれど、いつものようにおいしく感じられなかった。

「大丈夫じゃないみたいですね」

「えっ？　……あっ」

　気がつくと目の前に八木沢さんがいて驚いた。彼は「ここ、いいですか？」と私に声をかけてから正面の席に座る。

「ご自分が泣いているのに、気づいていらっしゃいます？」

「泣いて？」

　そっとハンカチを差し出されて、慌てて頬を手で拭った。

　私、泣いていたんだ。そんなことがわからないなんてどうかしている。

「いいから使ってください」

「ありがとうございます」

　申し訳なくて手で拭ったのだが、今度はハンカチを握らされて素直に目頭を押さえた。

「余計なおせっかいでしたらすみません。答えたくなければ答えなくてもいいですが……先日の男性は、あなたの上司ですか？」

「はい」

「やっぱり。パワハラを受けているんですね。いや、セクハラもか」

　どこまで聞こえていたのだろうか。目の前であの光景を見ていた彼に嘘をつく必要もなく、こくんとうなずく。

「あっ。でも、正確には私ではなくて……」

「と言うと？」

「私の後輩がセクハラを受けていて、やめてほしいとお願いしたんです」

「そうでしたか」

　彼は驚いた様子で二度うなずいている。

「それで、どうしてあなたが泣いているんですか？」

　それもそうだ。

　私は先日ここで園田部長と対峙してから圧力をかけられていることを話した。

「それであなたがパワハラまで……。災難ですね」

「そう、ですね」

　尾崎さんのセクハラを解決しなければと焦っていたけれど、その前に私が今の部署から追い出されそうだ。

「失礼ですが、ろくでもない上司ですね。会社の人事あたりにコンプライアンス部門はありませんか？」

「コンプライアンス……ってなんでしたっけ」

　よく耳にはするけれど、具体的にどういうことなのかわかっていない。

「別の言い方をすると法令遵守です。企業が法律や社会的な倫理観を守りながら活動を行うことですね。最近では企業コンプライアンスの重要性についてよく議論されています」

「はぁ……」

　言葉は難しいが、ようは法律を守れているかや、人の道に逸れていないかをチェックするということかしら。

「たとえば、商品の性能の偽装とか、違法残業で従業員を過労死させてしまったケースなども、コンプラ違反になります」

「過労死……」

　恐ろしい言葉が飛び出してぞっとする。

「そうしたことが起こらないように監視する部門を作っている会社が増えているんです」

　そういえば、最近不祥事で謝罪する会社のニュースをよく見るような気がする。それもコンプライアンスについて真剣に向き合いだした結果なのかな。

「労働施策の総合的な推進並びに労働者の雇用の安定及び職業生活の充実等に関する法律」

「はいっ？」

　八木沢さんの口からすらすらと言葉が出てきたけれど、『労働施策』までしか頭に入ってこなかった。

「それが改正されて、パワハラに関する条文が追加されました。事業主はパワハラ防止のための措置を義務づけられたのです。そのため、通称パワハラ防止法と呼ばれています」

　彼は何者なの？

　目をぱちくりしてまじまじと見つめてしまう。

「失礼ですが、会社は大きいですか？」

「いえ、いわゆる中小企業かと」

「そうですか。中小企業の場合、義務化されるのは二〇二二年四月からです。ですが、事業主によって適切な措置が取られておらず改善も見られない場合、企業名が公表されますので、もう対策が始まっていてもおかしくはありません。あなたが知らないだけで、コンプラに関する部署があるのではないでしょうか？」

　淀みなく次々と飛び出してくる言葉に圧倒されて、返事ができない。

「あっ、すみません。私……」

　八木沢さんはジャケットの内ポケットから名刺を取り出して私の前に置いた。

「弁護士さん？」

「はい。ここの上に事務所を構えております『朝あさ日ひ法律事務所』で弁護士をしております。企業法規に関する案件を主に扱っていますので、少し気になってしまいまして」

　だから、労働施策のなんたらというものも知っているんだ。

「そうでしたか」

「会社のそうした部門に相談されるのがよいかと思います。私たち弁護士も相談を承りますが――」

「本当ですか？」

　渡りに船だと身を乗り出すと、彼は苦笑している。

「本当ですけど、相談料がかかります」

「あ……。当然ですよね」

　彼らは仕事なのだ。私が尾崎さんの話を聞くのとはわけが違う。

「ちなみに、おいくらくらいで……」

　少々懐を痛めても解決してもらえるならと尋ねる。仕事を失いたくないし、尾崎さんも助けたい。

「私は一時間一万円ほどで請け負って――」

「い、一万円!?」

　衝撃で大きな声が出てしまい、慌てて口を押さえた。

　だからさっき、九条さんも一万と言ったんだ。

「はい。これは相談料ですので、正式に仕事を請け負いますと、パワハラの場合三十万ほどの着手金。交通費は実費で。裁判などで慰謝料や賠償金が得られた場合、その二十パーセント程度を成功報酬としていただきます」

　これまたスラスラと出てくるのは、何度も説明しているからなのかもしれない。

「訴訟となると、それなりのお金がかかります。ですから私たち弁護士も、パワハラされたなら訴えましょうとなるわけではないんです」

　そうなんだ……。

　私は簡単に訴えられるものではないのを知ってしまった。

「そう、ですか……」

「お手伝いできることがあればこちらに連絡してください。それでは失礼します」

　彼は名刺の電話番号を指さしてカフェを出ていった。

「これ以上は料金がかかりますよってことね」

　相談に乗ってもらいたかったところだけれど、彼はそれを仕事としているのだから料金が発生するのは当然だろう。

　ただ、親切な人だと感動していたが、意外にも淡々としていて割り切った性格なんだと感じた。

　私なら友人のリフォームやリノベーションの相談なら、ある程度は無償で請け負ってしまうもの。

　いや、彼とはここで会っただけの赤の他人で、私が勝手に身近に感じていただけだし、そもそも報酬額がけた違いか。

「八木沢彬さん、か」

　コンプライアンスについて教えてもらえただけでも、ラッキーなんだろうな。

　彼の名刺をじっと見つめてそんなことを考えていた。




　それから一時間ほどでなんとか平面図は完成した。

　八木沢さんと話したことで気分が変わり、今の仕事は完璧にしようと気合が入ったのだ。

　仕事の不出来を部署の異動の理由にされては困る。

「続きは明日」

　平面図は部屋を上から見たときの家具などの配置だが、イメージしにくいこともあるので、斜め上から見下ろした立体図〝アイソメ図〟や、遠近法を使って描いた〝パース〟でクライアントに話をするケースが多い。

　会社にあるＣＧソフトを使えば写真のような仕上がりにもできるが、私は温かみのある手描きが気に入っていて、今回もそうするつもりだ。

　今回はほかにパースを提出する予定なので、明日会社でそれを完成させれば、来週の面談に十分間に合う。

　喜んでもらえるかな……。

　クライアントの奥さまに、以前別の案件で描いたパースをいくつか見せたら、目を輝かせてくれた。そして『あなたに全部任せる』と言ってもらえたので、私の理想をつぎ込んだ。

　これなら大丈夫と思える平面図を描けたおかげか、奥さまの笑顔が頭に浮かぶ。

　私はやっぱりこの仕事が好きだ。園田部長のパワハラに負けて仕事を手放したくない。

　気持ちを新たにした私は、食べかけだったアボカドサンドを全部胃に入れてからプレジールをあとにした。




　翌朝は自分を奮い立たせて出勤した。今日一日乗り切ればお休みだ。

　気が滅入っている私はいつも以上に疲れていて、朝、鏡を見たら目の下にクマができていた。化粧でごまかしてはきたけれど、体がちっともシャキッとしない。ビタミン剤を飲んでみたものの即効性があるわけでもなく、肩のあたりが重い。

　それでも黙々とパースを描いていると、隣の席の尾崎さんが覗き込んできた。

「素敵ですね」

「そう？　ありがと」

　気持ちの落ち込みのせいでしばらく筆が進まず、いくつもボツにしたあとなのでホッとする。

「私、新見さんの作品好きなんです。丹下さんみたいにシャープで洗練されたイメージのものもかっこいいと思うんですけど、新見さんの描くパースやアイソメ図はひだまりのような優しさがあるんですよね。家族で団らんしている光景が目に浮かぶんです」

　それは最大の褒め言葉だ。

　私も依頼されればシックで都会的な部屋を作ることもあるが、任せてもらえたときは必ず〝一家団らん〟を意識した家具をチョイスして配置していく。それは外で闘ってきた住民が心を休められる場所であってほしいからだ。

　会社でも学校でも、楽しいことはあっても全部思い通りにいくわけではないし、ときには今の私のようにストレスフルになるケースもある。そんなとき、帰ったらホッとできる空間を作りたいと考えている。

　自分の部屋はそうしていて、一時はつらい現実から逃げるための場所でもあった。

　――あの頃のつらさに比べれば……。

　ふと過去の出来事を思い出して打ち消し、笑顔を作る。

「うれしいな。尾崎さんも随分うまくなってきたよ」

　勉強中の彼女にも、パースや平面図などを含む提案書を制作させてきた。それを丹下さんたちにも見てもらい、改善点を話し合って練り直し、クライアントに採用されたこともある。

　ただ、まだ私を含む先輩たちのアドバイスは必須で、成長途中なのだ。

「私……ずっと新見さんに指導してもらいたかった」

　難しい顔をしてボソッと漏らす彼女は、少し離れた席でいつも通りパソコンの画面を眺めている園田部長をちらりと視界に入れている。

　園田部長のセクハラとパワハラがなければ、今まで通りふたりでタッグを組んで仕事ができたのに。

「なんで外されてるんですか？　丹下さんに聞いてもわからないとおっしゃっていて……」

　思いきって切り出したという感じの尾崎さんは、私に詰め寄る。

「うーん。私が気に入らないんじゃない？　なんでかはよくわからないわ」

　尾崎さんへのセクハラを抗議したとは、とても彼女には言えない。

　彼女は園田部長の指示で丹下さんに指導を仰ぐことになったけれど、いつか私のところに戻してもらえるのだろうか。いや、私はインテリア部にいられる？

　考えないようにしていた不安がぶり返してきて、ため息が出そうになりこらえる。

　すべては園田部長のセクハラが元凶だ。

「尾崎さん、丹下さんも勉強になるでしょう？　いつか尾崎さんの個性を生かした部屋を作るためにも、いろんなコーディネーターのもとで経験を積むのは悪くないよ。私のいいところと丹下さんのいいところを盗んで羽ばたいちゃって！」

　私はわざとおどけて明るく振る舞う。すると彼女も「そうですね。盗ませていただきます」と笑顔を取り戻した。




「新見くん、ちょっと会議室」

　午後になりパースが完成した頃、園田部長に呼ばれた。嫌な予感がするけれど上司命令には逆らえない。

　尾崎さんが心配げに私の顔を見るので「行ってくるね」と明るい声を出す。尾崎さんを助けようとしてこんな事態に陥っているのは事実だが、彼女に悪いところなどひとつもないので責任を感じてほしくなかった。

　園田部長に続いて会議室に入ると、今までにこやかだった彼の顔が一変。冷たい表情になり、立ったまま口を開いた。

「急で悪いけど、月曜から経理に異動だ」

「え……」

　衝撃に耐えきれず、声が漏れてしまった。

　そんな……。インテリア部から追放されるのでは？と戦々恐々としていたけれど、いきなり、それもまったく畑違いの経理に異動だなんてあんまりだ。

　しかも、口では悪いと言いながら頬が緩んだのは気のせいだろうか。

「月曜って。火曜にクライアントと面談があるんです」

　それだけではない。ほかにも仕事を抱えていていくつか進行中だ。

「その仕事、どこまでできた？」

「平面図とパースを描き終えましたが――」

「それじゃあ、あとは尾崎くんに引き継いで」

　部長は私の話を最後まで聞こうとせず即決する。

「クライアントは、私を信頼して任せると言ってくださってるんです！　無理です」

　あきらかに不当な人事異動だ。こんなの呑めない。

「君が発案者だということは尾崎くんから話させる。急な人事異動で仕方なくと電話を一本入れておけ。それとも、尾崎くんでは力不足だと？」

　にやりと笑う彼は、私が尾崎さんの努力を認めているのをわかっているのだ。

「いえ。ですが、他にも進行中の仕事があります、それははどうするんですか？　それに、私はインテリアコーディネーターとしてこの会社に採用されたはずです。経理だなんて……」

　私は必死に食い下がった。

「ほかの仕事も尾崎くんに引き継ぎたまえ。異動はどの会社でもあることだよ。誰もが携わりたい職種に就けるわけではない」

「ですが！」

「私はね、君の几帳面な一面を評価して経理に推したんだよ。それに、我がインテリア部には生意気な女はいらない」

　なにが『評価して』よ。後半が本音でしょう？

「園田部長は女性を毛嫌いされますけど、私は男性の先輩方と同じ仕事をこなしています。男か女かなんて関係ないと思います。大きな失敗をしたわけでも、業務が怠慢だったわけでもないはずです。この異動は不当です」

　女性であることを理由に、これはできないなんて言ったことはない。

　ただ、クライアントが男性ひとりの場合は、面談のときにふたりきりになるのはまずいと、丹下さんたち男性社員が気を利かせて引き受けてくれる。もちろん嫌がっているわけではなく、リスクを回避する手段なのだ。

「そういうところだよ」

「は？」

「上司に文句ばかり。女は黙って従ってりゃいいんだよ」

　時代錯誤も甚だしい思考を堂々と主張することを、おかしいと思わないのだろうか。

「これは文句ではありません。当然の権利を主張しているだけです」

「うるさいんだよ。経理にいられるだけでもありがたいと思え。会社から追い出すぞ！」

　こんなの脅しだ。上司という優越的な立場を利用したパワハラだ。

「これはパワハラです」

「はぁっ？　俺は生意気な君に指導してやってるだけだ」

　部長はあからさまに眉をつり上げた。

「企業にはコンプライアンスの遵守が求められています。園田部長がされているのはそれに反します」

　怒りに震えながら、八木沢さんに聞いたばかりの話を思い出しながら言い返す。

「最近の若い者はなんでもカタカナだ。日本語をしゃべれ！　とにかく月曜から経理だ」

　そう言い捨てた部長は、怒りの形相を浮かべたまま会議室を出ていった。

「そんな……」

　経理の仕事を軽んじているわけでは決してないが、私はこの会社にインテリアコーディネーターとして採用された。だからここに就職を決めたのに、その専門職から外されるなんて。

　しかも、どう考えても尾崎さんのセクハラの件で物申したのを根に持った報復だ。

　でも、どうしたらいいの？

　そのとき『あなたが知らないだけで、コンプラに関する部署があるのではないでしょうか？』という八木沢さんの言葉が頭に浮かんだ。

　そこで不当な異動を訴えれば撤回してもらえるかも。

　どこに赴いたらいいのかわからなかったけれど、とにかく人事に行ってみようと一階上のフロアに向かった。

　人事部の隣は経理部だ。来週からここで働く自分のイメージなんてとてもできず、なんとか異動を撤回してもらいたいとノックをしてドアを開ける。

「失礼します。異動の件でお話が……」

　近くにいた若い男性に声をかけると「異動というとインテリア部の？」と反応された。四月に入ってからならまだしも、三月中旬のこんな時期に異動があるのが珍しいのだ。

「はい。新見七緒と申します。先ほど、園田部長から経理への異動についてお聞きしたのですが、あの……」

　なんと言ったらいいのだろう。言葉に詰まると、奥の席からもう少し年上の男性が歩み寄ってきた。彼はたしか、部長の下しも川かわさんだ。

「インテリア部から経理部への異動は初めてだけど、きちんと指導してもらうように伝えておくから」

　もしかして、仕事がきちんとできるか不安で訪ねてきたと思ってる？

「あっ、いえ。あの……うちの会社にコンプライアンスについて扱う部署はありますか？」

「コンプラ？　それも人事が請け負ってるよ」

　すぐに見つかってよかった。

　これで異動を回避できると胸を撫で下ろす。

「聞いていただきたいお話があるんです」

「そう……。それじゃあ、あっちのブースで」

　下川部長は人事部の隅のパーティションで区切られているだけの場所を指さす。

　話がほかの人に筒抜けじゃない……。

　尾崎さんへのセクハラについても訴えようと思っていた私は、「どこか個室でお願いできませんか？」と尋ねた。

　すると、一瞬顔をしかめた彼は面倒そうに「それじゃあこっち」と言いつつ部署を出て、応接室に向かった。

「コンプラについてと言うと？」

　ソファに座った部長は、私を対面の席に誘導しながら尋ねてくる。

「はい、経理への異動の件も含めてなのですが――」

　私は今回の異動が、園田部長の尾崎さんへのセクハラに端を発していると訴えた。

　その間、彼は何度も相槌を打ちながら聞いてくれたが、ふぅ、と小さなため息を落として口を開く。

「最近の女性はすぐにセクハラと言うけど、親しみを込めて肩を叩いたりなんてことよくあるよね」

「えっ、違います」

　園田部長はちょっと触れるという感じではない。しっかり握ってしばらく放さないのだから。

「それに今回の異動も、パワハラは言いすぎだ。園田部長は新見さんがインテリア部より経理部に向いていそうだとおっしゃっていた。今までの実績などを鑑かんがみて決められたと思うけどね」

　まるで私がインテリア部では使えなくて異動させたというような口ぶりに、怒りが募る。

「まだまだ先輩方には敵わないところはもちろんありますけど、ここ数カ月で担当した案件数はインテリア部で一番多かったはずです」

　園田部長だって知っている。

「担当数でしょ？　仕事には大きい小さいがあるからね」

　バカにするような言い方をされて、拳を固く握る。

「おっしゃる通りですが、どの物件もご満足いただけています。リノベーション後のアンケートだって――」

「あなたが優秀なのはわかりました。経理部でもその能力を生かしてくださいね」

　まるで聞く耳を持たない下川部長に唖然として言葉が出てこなくなった。

「人事異動は希望が通るとは限らないんだよ。それではこれで」

　八木沢さんはコンプラを扱う部署に相談すればいいと話していたけれど、まるで埒らちが明かない。

　味方になってくれるどころか、私が悪いと決めつけられたかのような話の流れが悔しくて唇を噛みしめた。

　どうしたらいい？　経理に行くしかないの？

　肩を落としたまま部署に戻ると、丹下さんがちょうど出てきた。

「おぉ。新見、今日の飲み会行くだろ？　もう皆出たぞ」

「飲み会？」

「園田部長から連絡来ただろ？」

　それを聞いてぞっとした。私だけ連絡されていないのだ。

　しかも丹下さんは私の異動を知っているような素振りはない。おそらく月曜にいきなり発表して終わりにするつもりなのだろう。

「いえ……」

「あれっ、部長忘れたのか？　まあいいや、行くだろ？」

「私は遠慮します」

　忘れたのではなく意図的に拒絶されているのだから。

「急じゃ無理か」

「あのっ……」

　経理に異動させられそうだと相談しようかと思ったけれど、丹下さんを巻き込むべきではないかもしれないと、とどまった。

　園田部長のことだ。丹下さんが食ってかかったら、彼までインテリアコーディネーターの仕事を外されるかもしれない。

「どうした？」

「尾崎さんのこと……」

「あぁ、園田部長ね。了解。気をつけておく」

　尾崎さんも飲み会なんて行きたくないはずだ。けれども、園田部長の機嫌を損ねたらそれこそなにをされるかわからない。

「お願いします」

「うん。早めに帰れよ。お疲れ」

「お疲れさまでした」

　私はなんとか泣かずに丹下さんを見送った。

　もちろん仕事をする気になんてなれず、すぐに会社を飛び出して駅までの道のりを歩き始める。

　引継ぎもなにもないじゃない。

　園田部長は私の仕事を尾崎さんに担当させると言っていたけれど、彼女と話す時間すらくれなかった。

「クライアントに失礼よ」

　思わず声に出る。

　私に任せてくれた奥さまに、なんとお詫わびをしたらいいのかわからない。こんな適当すぎる担当交代では、フォレスアートの評判も落ちてしまう。

　なんでこんなことに……。セクハラをやめてあげてほしいと言っただけじゃない。

　人として間違ったことをした記憶はない。道徳に反しているのは、園田部長だ。

　――ピピピーッ。

　そのとき、けたたましいクラクションの音が耳に飛び込んできた。我に返った瞬間、強く腕を引かれて道路に倒れ込む。

「バカ野郎！　死にたいのか！」

　乗用車の窓を開けて怒鳴られ、ハッとする。大通りの歩行者信号が赤だったのだ。

「すみません」

　私の代わりに謝ったのは、腕を引いて助けてくれた男性だ。

「なにやってんだ」

「あ……」

　私を叱ったのが八木沢さんだったので、驚きで声が漏れる。まさか彼に助けられるとは。

「ごめんなさい」

　彼の顔を見た瞬間、我慢していた涙があふれてきた。

「本当にごめんな……」

　嗚咽が止まらなくなり話せなくなると、彼は私を立たせてくれる。

「とりあえず、うちの事務所に行くぞ」

　八木沢さんは私の返事を聞くことなく、手を引いた。

　彼が勤める朝日法律事務所は、La mer TOKYO の三十階にあった。ついていっては迷惑なのではないだろうかと思いながらも、弁護士の彼ならあの異動を阻止してくれるかもしれないという気持ちもあり、初めて法律事務所に足を踏み入れた。

「五十嵐、救急箱持ってきて」

　八木沢さんは受付付近にいた目の大きなかわいらしい女性に声をかける。

　五十嵐って、たしかあの九条という弁護士さんとの会話で出てきた女性だ。

「どうされたんですか？　お客さまですか？」

「いや、違う。ちょっと拾った」

　拾ったって……。

　プレジールで話したときとは言葉遣いがまるで違う八木沢さんに驚きつつも、膝をすりむいているのにようやく気づいた。足より心が痛くてそれどころではなかったのだ。

「そう、ですか……」

　五十嵐さんは首を傾げつつ、「取ってきます」と奥に入っていく。一方八木沢さんは私を近くの個室に入れた。

「そこ、座って」

　応接室のようなそこは、クライアントと話をするためにあるのかもしれない。

　イスを勧められて素直に腰かけたが、座るという動作ですらしんどくて眉間にしわが寄る。

「赤信号に気づかないほどぼーっとして、どうした。なにがあった？」

「私……。インテリアコーディネーターができなくなって――」

　一旦は止まっていた涙が再びあふれてきて声が続かない。

「仕事を外されたのか？」

「いきなり経理への異動を命じられました」

「は？」

　彼はあきれ声を出して私を見つめる。

　ノックの音がして救急箱を抱えた五十嵐さんが入ってきた。

「サンキュ。五十嵐、九条に会議をパスすると伝えておいてくれ」

「承知しました」

　彼女は軽く会釈してから出ていった。

「消毒するから破るぞ」

「えっ？」

　まともに返事をしていないのに、八木沢さんは私のストッキングを思いきり引き裂いた。派手に伝線していたので問題はないのだけれど、まさかのひと言だ。

「な、慣れてるんですね」

「は？　まあ嫌いじゃないが」

　驚きすぎてとんでもない言葉を発すると、彼はにやりと笑う。

　印象が違いすぎて、戸惑いを隠せない。

「話し方が……」

　消毒液を手にした彼に指摘すると、「クライアントじゃないだろ」と返事が来た。

「そうですけど、先日もクライアントではなかったですし」

「外でこんな口の利き方をしたら、うちの事務所の悪評が広がる」

　外面を飾っていたわけか。

　話している間に、かなり乱暴に処置をされて絆創膏を貼られた。もちろん、親切でしてくれているのだから文句は言わない。

「これでよし。ストッキングは……」

「替えがあります」

「そう」

　彼はてきぱきと救急箱を片づけて、デスクを挟んだ向かいの席に座った。

「先日、絵のようなものを描いてたな。あれがインテリアコーディネーターの仕事？」

「はい。先日描いていたのは平面図ですが、仕上がりをイメージしやすいように立体的な図にもします」

「へぇー。立体的に描けるんだ」

　おそらくどこかで見たことがあるだろうけど、彼はしきりに感心している。

「それで、経理に飛ばされたと？」

「……今、一万円も持ってなくて。カードでいいですか？」

　一時間一万円だったと思い出して慌てる。

「律儀だな。乗りかかった船だ。今日はただで聞いてやる。無料なりのアドバイスしかできないけどな」

　優しいと感動したのもつかの間、なかなかシビアだ。でも、頭脳で稼いでいるのだから仕方がない。

「ありがとうございます」

「うん、それで？」

「しばらく会議にも呼んでもらえず、今の仕事の引継ぎすらまともにさせてもらえないまま、来週からいきなり経理に行けと。そんなの、私を信頼して任せてくれたクライアントに失礼だし、納得できなくて」

　彼は黙ったまま何度もうなずいている。

「八木沢さんがおっしゃっていたコンプライアンスに関する部署が人事だとわかって、後輩へのセクハラからの経緯を話したのですが、まともに取り合ってもらえませんでした。それどころか、私が大げさだというような言い方をされて……」

　気がつけば必死に訴えていた。藁にもすがりたい状態なのだ。

「これは、弁護士云々は置いておいて個人的にだけど……最悪な会社だな」

「そう、ですね」

　同意してもらえたのがうれしい反面、園田さんが部長になるまでは仕事が楽しくて、やりがいを見出していたので複雑だ。

　もっと経験を積んで、「新見さんにお願いしたい」と指名してもらえるインテリアコーディネーターになりたかった。

　その道を着実に進んでいたはずなのに、経理に行ったらもう戻れないかもしれない。でも、会社命令の異動を突っぱねることもできない。

「どうした？」

「いえっ……」

「言いたいことは言え」

　彼に促されたけれど、この先の不安で押しつぶされそうなこの気持ちをどう伝えたらいいのかわからない。

　どこで歯車が狂ったのだろう。尾崎さんを助けようとせず、見て見ぬふりをすればよかった？

　ううん、そんなことはできない。だって私は……。

「後輩を助けたのを後悔してるのか？」

「違います」

「だけど、それが発端で自分の立場が危ういんだろ？　他ひ人とのことなんて放っておけばよかったじゃないか」

　それは事実だけれど、過去に戻ったとしても同じような行動をとっていると思う。

「セクハラがどんなにつらくて怖いか知らないから、そんなことが言えるんです！　どれだけ自衛しても、上司の立場を利用してふたりだけの出張を組まれたり、同僚もいると聞いて行った飲み会に上司しかいなかったり……」

　じわりと視界が曇ってきたけれど、涙をこらえて続ける。

「周囲に相談しても、あなたに隙がある。媚を売ったんじゃないかと責められて……。私が悪いの!?」

　胸のうちをぶつけると、彼は目を丸くしている。

「私が？」

　あっ……。感情が高ぶりすぎて余計なことまで話してしまった。

「……私、前の会社をセクハラで辞めてるんです」

　直属の上司に付き合おうと迫られて、何度も危うい雰囲気になった。彼は既婚者だったのにもかかわらずだ。

　その都度なんとか逃げ出したけれど、限界がきて退職届を出した。

　いきなり無職になってしまい、貯金を取り崩しながら必死にインテリアコーディネーターになるための勉強をしたのだ。

「そうだったのか。無神経なことを、すまない」

「いえ」

　彼の意見は間違っていない。自分を守るためには、知らないふりをすればよかった。でも、自分がセクハラを経験して職まで失っているので、尾崎さんに感情移入して耐えられなかったのだ。

　その結果、今度はパワハラでやっと得た仕事を手放さなければならなくなっているのが皮肉だ。

「そうか……。名前、聞いてなかったな」

「新見七緒と言います」

「新見さんね。ちょっと待ってて」

　彼は私を置いて部屋を出ていき、なにやら厚いファイルを持って戻ってきた。そしてそのファイルをめくり、中から一枚のレジュメを取り出してデスクに置く。

「俺は企業法規を得意としている。だからセクハラもパワハラも嫌と言うほど扱ってきた」

「はい」

「本当は料金が発生する説明だが、貧乏くじ引きすぎで見ていられないから……」

　その言い方はひどいんじゃ……と思ったけれど、たしかに貧乏くじしか引いていない。

「まず、後輩に対するセクハラに関しては、その後輩自身が訴え出る必要がある。だから、一旦置いておく。新見さんが受けているパワハラに関してなんだが」

　彼はレジュメを指さして続ける。

「パワハラには、厚生労働省が定めた六つの類型がある。今回の異動は、その中の〝過小な要求〟というところに入るだろう。気に入らない従業員に、能力に見合った仕事を与えないというようなものを指す。会議に出席させてもらえないのは、〝人間関係からの切り離し〟に入るだろうな」

「あ、飲み会に誘われないとかもそうですか？」

　ついさっき衝撃だった出来事を思い出して付け足した。

「そんなことがあったのか？」

「はい、飲みに行きたいわけではないのでいいですが、今日も私だけ連絡されてなかったんです」

　幸い、園田部長以外の人たちは私を無視したりしない。けれども、園田部長の対応があからさますぎる。

「それもパワハラだ。あと、たしか『君は結婚できない』と侮辱されてたな」

「はい」

　よく覚えてるんだな。

「それはセクハラだと言っていい。あまりにひどい場合、刑法二百三十一条の侮辱罪が成立する可能性もある」

「刑法？」

「そうだ。ただ、そこまで行くのはまれだ。あきらかにセクハラだと思われる案件でも、証拠不十分で敗訴するケースもある。セクハラやパワハラの審判は難しくて、裁判所の判断も揺れるんだ」

　証拠が整わないと判断も難しいのだろう。

　でも、被害者側の心境としては、セクハラやパワハラをされているときに証拠集めをする精神的余裕なんてないのにと思う。

「例えばとあるわいせつ案件だが、高裁ではコンビニの店員だった被害者が客の加害者に腕を絡められても笑顔だったことから、渋々であっても身体的接触は同意していたと判断された」

「そんな……」

　きっと怖かったからに違いない。

　私が声を漏らすと、八木沢さんは小さくうなずいてから続ける。

「ところが最高裁では、店員が笑顔で抵抗しなかったとしても、客とのトラブルを避けるためだったとした」

「当然です！」

　興奮して声が大きくなる。

「被害者側からしたら当然だと思うことも、そう判断されない場合もある。いろんな理不尽と闘いながら裁判に持ち込んで世間の目にさらされる羽目になっても、慰謝料が認められないケースも珍しくはない」

　裁判を甘く見ていたかもしれない。

　悪い者は罰せられるのが当然だが、冤罪を生んではならない。難しいところなのだろう。

　うなずくと、彼はため息をつく。

「セクハラの場合の慰謝料は、程度によるが三十万から百万ほどになる案件が多い」

　三十万って。弁護料もかかるのに、正直、たったそれだけ？と思ってしまった。

「少ないだろ？」

「……はい」

「だから、なんでもかんでも訴えろと弁護士は言わない」

　納得できないけれど、それが現実なのか。

「話を戻す。新見さんの上司、相当古い考えの持ち主だな」

「はい。女性が仕事で活躍するのが気に入らないようで、よく『女は製図よりお茶くみでもしておけばいい』と言われますし、産休を取ろうとした先輩に文句を言い続けて退職に追い込みました」

「頭、カチカチ」

　第一印象とは違い、なかなか毒舌の彼はあきれ顔をしている。

「ひと昔前は男尊女卑が当然というような風潮だった。いまだにその考えから抜け出せない者が、性差別的なセクハラを無意識にしているケースもある。本人はなにがいけないのか気づいていなくて、反省の素振りすらないのが痛い」

　多分、園田部長はそういうタイプだ。

「どうしたらいいんでしょう」

「会社のコンプラ部門も機能してないとなると……。そんな会社辞めれば？」

「は？」

　彼の返答が衝撃すぎて、間が抜けた声が出てしまった。

　なにかいい策を伝授してくれると思いきや、退職の勧め？

「相談料を払ってないからですか？」

　だから、そんなアドバイス？

　真剣に尋ねたのに、彼は含み笑いをしている。

「一万円もらってても、まずはそう言う。新見さん、ひとつ目の会社をセクハラで辞めたって言ってたよな。俺はそれをよい判断だったと思う」

「どうしてですか？　私は逃げてしまいましたけど、あの上司は今でもなに食わぬ顔をして働いているんですよ」

　会社に行くのが苦痛で仕方なくて、いよいよ追いつめられた私は退職を選んだ。でも、被害者の自分が職を手放さなければならなかったのには納得していない。

「もちろん悔しいのはわかってる。だが、逃げるが勝ちになることも多いんだ」

　彼は苦々しい顔で言う。

「セクハラであれば、社内のコンプライアンスを管理する部署に相談するのが手っ取り早い。でも、新見さんの会社はとても体制が整っているとは言い難い」

　整っていないどころか、訴えたら攻撃されたという印象だ。

「そこがダメなら、各都道府県の労働局に設置されている雇用機会均等室で相談になる」

　そんなところがあるとは知らなかった。知らなければ相談のしようがないのに。

「俺たち弁護士も、もちろん依頼されれば動く。労働審判や民事訴訟。ときには刑事訴訟まで行くことも」

「よくわからないのですが、いろいろ方法はあるということですか？」

　初めて耳にする単語もあり、すべてを理解するのはとても無理そうだ。

「そう。手はいろいろある。ただ……訴訟となると時間がかかる。前に話したように弁護士費用もそれなりにね。たとえ勝訴してわずかな慰謝料や賠償金を手にしても、その会社で働き続けるのは――」

「そっか」

　私は話の途中で遮った。彼が会社を辞めたのをよい判断だったと言った理由がわかった気がしたのだ。

　それだけお金や時間を費やして相手に非を認めさせて勝訴したとしても、その会社で働き続けるなんて、よほど肝が据わっていないときっと難しい。もちろん味方もいるだろうけど〝訴訟を起こした人〟という好奇の目でずっと見られ続け、腫れ物扱いされる可能性だってある。

「まあ、そういうことだ。長い間訴訟で神経をすり減らすなら、心機一転新しいスタートを切るのも悪くない。そうしたことをわかった上で、どうしても相手を許せない。訴えたいということであれば、俺たちは動く」

　八木沢さんの目が鋭くなった。

　まだ彼のことをよく知らないけれど、弁護士として法廷に立つときはこんな表情をしている気がする。

「でも、今の仕事が好きなんです。退職したら、またインテリアコーディネーターとして働けるかどうかわかりません。できれば今のまま働き続けたい」

　素直な気持ちをぶつけると、彼は眉をひそめる。

「さっき、なんで信号が赤なのに渡ろうとした？」

「……どうしてこんな目に遭わなくちゃいけないんだろうとか、この先の不安で頭がいっぱいで、信号が赤なのに気づきませんでした」

「大げさでなく、新見さんは命を落としていたかもしれない」

　彼の険しい表情に緊張が走る。

　でも、その通りだ。八木沢さんが腕を引いてくれなければ、車にひかれていた。

「すみません」

　首こうべを垂れると、彼は首を横に振る。

「謝ってほしいわけじゃない。好きな仕事を手放したくない気持ちはわかる。でも、会社のために命を落としても後悔しないか？」

「え……」

「セクハラやパワハラに耐え続けた結果、心を病んで自殺してしまう人もいる。俺は新見さんを死なせたくない」

　彼の強い言葉に驚き、しかし同時に胸に温かいものが流れ込んできた。彼に心配してもらえるのがとてもありがたかったのだ。

「まあ、俺が決めることでもないし。新見さんの人生に責任も持てないからね」

「はい。ありがとうございます」

　八木沢さんだって、加害者に制裁を加えられないのは悔しいのではないだろうか。

『そんな会社辞めれば？』と軽い言い方だったが、悲惨な現実があると知っているからこそ口から出てきた言葉なんだろうなと感じた。

「助けていただいた上、お時間まで割いていただいてすみませんでした。ちょっと足りないですけど、持っているだけお支払いします」

　彼の話をすべて理解したかと言えば怪しいけれど、知らないことだらけで勉強になった。それに、どうしたら今の仕事にしがみつけるかだけを考えていたが、辞めるという選択肢があることも示唆してくれた。

　今はまだ退職する気持ちにはなれないものの、いろんな可能性を考えたい。

　私は財布を出して千円札を六枚取り出した。

「これしかなくて……ごめんなさい」

　職を失う可能性があるのだから、六千円でも痛い。でも、専門の知識を授けてもらったのだから支払わなくては。

　差し出すと、八木沢さんは怪け訝げんな顔をしながら受け取った。

「これっぽっちじゃ、いつものフレンチは食えないな。俺は無理だけど、新見さんはこれで好きなもの食え」

　私、もしかして思いきり見下されてる？

　いやでも、弁護士先生が通うようなお高いフレンチレストランだったら六千円では足りないだろうし、私は六千円あれば何日も暮らせる。

　見下されたのではなくて、事実だわ……。

「あとは破ったストッキング代。病みつきになりそうだ」

「え？」

　ストッキングを破るのが？

　ニッと笑う彼は、私にお札をすべて返してくる。

「でも」

「まだ仕事を依頼されてない。俺はおせっかいを焼いただけだ。正式に依頼されて報酬をお支払いいただければ、丁寧な言葉遣いでご説明させていただきます」

　後半は、外面のいい彼に戻った。

　オンオフのはっきりした人だ。

　八木沢さんに仕事を依頼する日が来るのかまだわからないけれど、心強い味方ができた気分だった。

　報酬を支払えるかどうかは別として――。

「それではお言葉に甘えます。本当にありがとうございました」

　立ち上がって深々とお礼をしたあとドアのほうに向かうと、「待て」と引き止められて振り返る。

「セクハラされている後輩に、その都度嫌だという意思表示をすることと、いつなにをされてどういう対処をしたか記録しておくようにアドバイスして」

「……はい」

「新見さんが会社に行き続けるなら、新見さんも記録を。ときには会話を録音しておくのも手だ」

「録音？」

　そんなことをして大丈夫なの？

「パワハラをやめさせるための手段であれば、不法行為にはならないから。とにかく、闘えるだけの証拠集めをするのが第一歩。闘うのであればね」

　彼は念を押すように話す。

　私を心配して身を引いたほうがいいような口ぶりだったのに、闘うなら手を貸すと言ってくれているかのようだ。

「ありがとうございます。後輩に伝えますし、私も気をつけます」

「あぁ」

「それでは失礼します」

　もう一度頭を下げた私は、今度こそ朝日法律事務所をあとにした。




　家に帰ってひとりになれば、どうしても顔が険しくなる。できあがったばかりのパースを手に取り、ため息をついた。

「辞めても、また道は開ける？」

　前の会社を辞めたときもボロボロで、もう二度と立ち上がれないのではと落ち込んだ。でも、もともと興味があったインテリア関係の仕事にチャレンジしたいと思い始めて必死に勉強を積んだら、今の仕事にたどり着いた。

　またやり直せるだろうか。

　園田部長さえいなければ、今の職場は最高の環境だったのに。

　前部長はちょっと冒険した提案もやってみろと背中を押してくれたし、それでクライアントが難色を示せば自分のことのように残念がり、新たな案を一緒に考えてくれたりもした。

　丹下さんたち先輩との関係も良好で、時々あった部の飲み会は楽しくて、皆笑顔だったのに。

　その優秀な前部長は、独立して事務所を構えている。

「独立か……。いやいや、無理」

　ふと考えたものの、即座に打ち消した。

　前部長とは違いたいした能力もない私が、独立なんて夢のような話だ。もちろん、起業する資金もない。

　でも月曜になったら、パースではなく数字ばかりを見ることになるのだ。

　八木沢さんと話をして少し冷静さを取り戻したつもりになっていたけれど、頭の中は混乱したままだった。




　眠れぬ夜を過ごした翌日。

　食欲がなくてコーヒーだけ飲んだあと、尾崎さんに電話をかけた。昨日の飲み会でセクハラされなかったか気になっていたのだ。

　三コールで出た彼女に昨日の様子を尋ねると、飲み会の間は丹下さんが隣にいて守ってくれたようだ。

　でも終わったあと、酔った園田部長から執拗にホテルに誘われたらしい。けれども、それも丹下さんが気づいてタクシーに乗せて帰らせてくれたのだとか。丹下さんに感謝しなければ。

「よかった……。あのね――」

　月曜にはわかることだと思い、経理への異動を言い渡されたと告白したら絶句している。

　やっぱり誰も聞いていないんだ。

『そんなことって……。私のせいですよね』

　彼女もこの人事に裏があると気づいたらしい。しかも、私が園田部長から彼女をかばっていたのをもちろん知っているので、言わずともそれが原因だと勘づいているのだ。

「違うよ。私も部長のセクハラを許せないの。インテリア部に残る手段がないか考えてるんだけど、火曜の面談はお願いするかも」

　そんなに簡単に異動は覆らないだろう。その間、クライアントに待ってくれとは言えない。

「お休みなのに悪いけど、火曜の資料をメールで送るから見ておいてくれる？　わからないところは電話して」

　彼女はショックを受けているようで、洟はなをすする音が聞こえる。泣いているのだろう。

『新見さんがいなくなっちゃうなんて嫌です。絶対にインテリア部に残ってください』

「ありがと」

『それに、私も不安です』

　園田部長が近寄ってくるたび、用があるふりをして彼女を呼んで遠ざけていた。その役割を丹下さんがしてくれればいいのだけれど……。

　彼女の悲痛な声が耳に届いて胸が痛い。

　前の会社を辞めたときの自分と重なった。

　同じ轍てつを踏ませたくなくてなんとか助けたかったが、力不足で簡単ではない。

「尾崎さん、弁護士さんと少し話したんだけど――」

　それから私は八木沢さんのアドバイスを伝えた。

「その弁護士さんは辞めるもひとつの手だって。今の会社にまったく未練がないならそれもいいと思うけど……」

　ただ、経験も少なく、インテリアコーディネーターの資格取得前の彼女の場合、同じ職種に就くのは私より厳しいかもしれない。

『転職、ですか……。私、まだまだ未熟ですけど、新見さんとの仕事すごく楽しかったのに』

　そう言ってもらえると光栄だ。

「私も楽しかったよ」

『新見さんは転職を考えてるんですか？』

　問われたものの言葉に詰まる。

　ほとぼりが冷めるまで経理で働いて、その後インテリア部に戻れる可能性はあるのだろうか。園田さんが部長でいる限り難しいのでは？　経理で働いている間、技術を磨ける時間を無駄にすることにならない？

　頭の中で様々な考えが巡り、ため息が出る。

「ちょっとまだわからなくて……」

　せめて職探しを始めたほうがいいかもしれないと思いつつ、そう答えた。今は尾崎さんによいアドバイスができるほど自分に余裕がない。

『巻き込んでごめんなさい』

「尾崎さんが謝ることじゃないから。たまたまターゲットになってしまっただけ」

　部長の好みの女性だっただけだ。

　それからしばらく話をして電話を切った。

　ベッドに寝転がり、放心する。

「どうしよう」

『闘うのであればね』と私に念を押した八木沢さんの顔が浮かぶ。

　闘うべきなの？　それとも逃げるべき？

　とにかく記録を始めよう。そう決めた。

　月曜に出勤すると、私のデスクの中の私物が勝手に段ボールにまとめられている。園田部長の姿は見えないが、絶対に彼の仕業だ。

「ひどい」

「どうした、これ？」

　なにも知らない様子の丹下さんが目を丸くしているので、経理に異動になったと話した。

「まさか。メチャクチャだな」

　会社に来るまでは、一旦経理に所属してインテリア部に戻る方法を模索しようと思っていたが、園田部長のあまりにひどい仕打ちに腹が立ち、すぐさま人事部に向かった。

　下川部長が私の顔を見るなりチッと舌打ちをしたが、気にせずに口を開く。

「やはり不当な人事です。異動になる理由を教えてください」

　この部屋に足を踏み入れる前に、ポケットに忍ばせたボイスレコーダーの録音ボタンを押してある。

「経理の人員が足りないんだよ。それで、園田部長があなたを使いにくいとおっしゃるから異動なの。わかるでしょ？」

　彼は、さも面倒そうに吐き捨てる。

「使いにくいのではなく、園田部長にセクハラを抗議したからではありませんか？」

「そんな作り話で上司を陥れようとするなんて怖いね」

　冷たい表情の彼は肩をすくめた。

「作り話ではありません。セクハラされた社員から人事宛てに被害報告のメールが届いているはずです」

　これは私が尾崎さんに指示しておいたものだ。日曜のうちに送ってあるはず。

「そんなものないよ」

「下川さん、メール来てますよ？　インテリア部の尾崎さんから」

　近くにいた女性社員が声をかけると、部長は彼女をギロッとにらみつけて威圧している。〝余計なことを言うな〟とけん制しているのだ。

「なんでもかんでもセクハラにするな。ちょっと触れただけでセクハラだと言われたら、それこそ業務に支障が出る」

「あからさまにホテルに誘うのはセクハラではないのですか？」

「その尾崎って社員にも問題があるんじゃないか？　誘惑したとかね」

「違います！」

　これではまるで、私が前の会社を辞めたときと同じだ。弱い者がバカを見るのは理不尽すぎる。

　闘うべき？

　私や尾崎さんが辞めれば済む話ではなくなっているような。今後ほかの女性社員も同じような目に遭い、苦しむ姿が想像できる。

　とはいえ、インテリアコーディネーターとして働けなくなるかもしれないという現実が不安になって襲いかかってくる。

　いや、どうせおとなしく経理に行っても、園田部長が辞めない限りインテリア部には戻れないだろう。コンプライアンスに関する意識が低いこの会社には、なにも期待できない。

「パワハラ防止法というものが施行されて、企業にはパワハラを解決する義務があるはずです。セクハラも同様です」

　八木沢さんに教えてもらってから少し調べた知識をぶつける。

「だから、そのパワハラやセクハラがあればの話だ。ごねてないでさっさと経理に行きたまえ」

　彼は話を打ち切り、奥に入っていってしまった。

　肩を落としたままインテリア部に戻ると、戻ってきていた園田部長が私を見てニヤニヤ笑う。

「おぉ、経理部の新見さん。どうぞお元気で」

「部長、それはないんじゃ」

「丹下さん」

　丹下さんがかばってくれようとしたけれど、私は首を横に振って制した。彼まで目をつけられてはまずい。

「お世話になりました。部長、もうセクハラはやめてください」

「は？」

　部署の皆の前でセクハラとはっきり言ったのは初めてだ。だからか、園田部長は眉をつり上げる。

　やっぱりこのまま引き下がりたくない。

　必死につかんだ仕事から外されて人生が台無しになっても、彼にはなんのおとがめもないなんて受け入れられない。

　丹下さんや尾崎さんが心配げに私を見つめているので、深々と頭を下げてから荷物を持ち、インテリア部を出て経理部に向かった。

　人が足りないと聞いていた経理部だったが、部長に尋ねると「そうでもないよ。インテリア部のほうが足りないんじゃない？」と言われて唖然とした。

　完全に嫌がらせ人事だった。




　経理の仕事を教えてもらって定時で退社したあと、朝日法律事務所を目指した。

　八木沢さんに連れてこられた先日とは違い、法律事務所に入っていくのは勇気がいる。玄関で躊躇していると、エレベーターホールのほうから声が聞こえてきた。

「まったくお前は。何度言ったらわかるんだ」

「すみません」

　九条さんと五十嵐さんだ。

「……あっ、先日の」

　五十嵐さんが私に気づいて歩み寄ってくる。なにやら叱られていたようだったけど、彼女の表情は明るい。当然、パワハラではないようだ。

「あの……」

「八木沢ですね。どうぞこちらに」

　五十嵐さんに中に促され、九条さんには微笑まれた。つい数秒前まで五十嵐さんを叱っていた人とは思えないさわやかな笑顔だ。

　八木沢さんのように外面を飾っているのかしら。弁護士、恐るべし。

　先日の個室に案内されて待っていると、五十嵐さんがお茶を持ってきてくれた。

「すみません。八木沢は出ているようで。担当パラリーガルが連絡を取っておりますが、すぐに戻るかと。多分下にいるので」

「下？」

「八木沢は行き詰まるとカフェに行くんです。さぼっているわけではなくて、気分転換と言いますか……。それでひらめいたりするようでして」

　プレジールにいるんだ。覗いてくればよかった。

「緊張されなくて大丈夫ですよ。私もここで働き始めた頃は、〝弁護士は別の人種だ〟くらいに思っていたんですけど、結構普通の人たちなので。あっ、性格は曲がって……。いえ、なんでもありません」

　顔が引きつっていたのかもしれない。五十嵐さんはお茶を出しながら冗談を口にする。

　彼女はすぐに出ていったが、乱暴なノックのあと、八木沢さんが入ってきた。

「どうかした？」

　ベスト姿の彼は、友人のような口ぶりだ。

「あの……。私やっぱり許せなくて。このままでは、ほかの女性社員も被害に遭います。退職届を書こうと思うのですが、辞めたあとでも闘えますか？」

　私はやっぱり、経理ではなくインテリアコーディネーターがやりたい。次の仕事が見つかる保証はないけれど、フォレスアートにいても未来はないと判断した。

「辞める決心がついたんだ」

「はい。しばらく無職になるでしょうけど、インテリアコーディネーターがやりたいんです」

　決意を言葉に乗せると、ふわふわしていた自分の気持ちが完全に固まった。

「いい顔してる」

「え？」

「この前は半分死んでたから」

　どんな顔してたの？

「それで？」

「とりあえず……」

　私は封筒に入れた一万円を彼に差し出した。

「正式なご依頼でよろしいでしょうか」

　口調が変わった。あからさますぎて笑える。

「はい。なにをどうするとか、訴訟を起こすとか決めたわけではありませんが、辞めるだけでは悔しいですし、一矢報いたいので知恵を貸してほしいんです」

「承知しました。今からでもよろしければ早速始めましょう」

「よろしくお願いします」

　もうすぐ十八時。彼が残業になってしまうのではないかと思ったが、少しでも早く動きたくてお願いした。

　もう一度経緯を話し直したあと、今日の下川部長とのやり取りの録音を聞いてもらい、園田部長にセクハラをやめてほしいと伝えたことも話した。

「企業としては、コンプライアンス相談窓口が機能していないのが大問題ですね。私たち弁護士は、そうした勉強会に呼ばれて説明をする機会もありますが、ここまでひどいと正直あきれます。最近はＳＮＳへの投稿などで告発されるケースも多いので、企業側も気をつけなければならないのに」

「はい」

「でも、そうした方法で会社を窮地に陥れないでください。名誉毀損で逆に提訴される場合もあります」

「なるほど」

　社内でもみ消されるなら公にしてしまいたい気持ちもあるけれど、そういう可能性もあるのか。

「今回の件で我々弁護士が手伝えるとしたら、労働審判と民事訴訟になるでしょうか」

「なにが違うのでしょう？」

「どちらも裁判所を通じて解決に導くのですが、労働審判のほうが手続きが簡単です。三回以内の審理で、二カ月半ほどで終了します。非公開で進みまして、調停が目的になります」

　つまり、和解に向けて話し合うのか。

「和解なんて……」

　園田部長が折れるとしたら、これ以上ことを荒立てないようにするために表面上謝罪するだけな気がする。

「調停が空振りに終われば、労働審判委員会によって審判が下されますのでご心配なく。ただし、個人対事業主という場合にのみ適応となりますので、セクハラやパワハラを働いた人物を相手にはできません」

「そんな……」

　たしかに人事の対応にも腹が立っているが、元凶は園田部長だ。会社だけ制裁を受けて、彼には傷ひとつつかないなんて悔しすぎる。

「あくまでその部長を訴えたいとなると民事訴訟になります。が……」

　彼は一旦言葉を切り、苦々しい顔をする。

「判決が出るまでに一年以上かかることも普通にありますし、証拠が重要になります」

「証拠……」

「例えば、先ほどの音声記録。けがをしたときの医師の診断書。侮辱された内容のメール、あとは先日お話ししましたパワハラの詳細を記録したものなどです」

　手元には下川部長の発言の記録しかない。園田部長に『経理部の新見さん。どうぞお元気で』と言われたときも録音していたけれど、この発言を聞いてパワハラと断定するのは難しいだろう。

「この録音データしか……」

「そうですか。裁判所は、客観的な証拠だけを頼りに判断し、判決を言い渡します。証拠がなければ、こちら側にとって優位な判決が出るとは限りません」

　つまり、今の状態では訴えても勝てない可能性が高いということ？

　それもあって彼は、会社を辞めるように言ったのか。

　そこまで話を聞いたところで、一時間ほど時間が経過していた。

　壁の時計にチラリと視線を送ると、彼も気づいたようだ。

「今日はここまでにしましょう」

　彼はメモを取っていたノートをパタンと閉じる。

「重要なことを言い忘れていましたが、依頼される際の弁護士費用について改めて確認です。相談料は一時間で一万円いただきます。こうした民事訴訟、労働審判は着手金・報酬金方式を取っておりまして、着手金として三十万。訴訟となり勝訴したら獲得した金額の二十パーセント。十六パーセント程度が相場ですので、正直うちは高めです。それだけ実績があるので」

　依頼する弁護士事務所によっても異なるのか。

　でも、今となっては八木沢さん以外の弁護士にお願いする気にはなれない。彼がカフェで声をかけてくれなければ、泣きながら経理の仕事をしていたかもしれないからだ。

「はい」

「ほかには、交通費やコピー代等は実費をいただきます。裁判所の手数料などもありますし、パワハラ案件の場合、五十万程度は覚悟していただければ」

「五十万？」

　びっくりしすぎて声が裏返った。

「ちなみにパワハラ案件の慰謝料の相場は五十万から百万ほど。証拠不十分の場合、勝訴するとは限りませんし、下手をしたら赤字です。そして一年以上振り回されます。その間に病んでしまわれる方も」

「病んで……」

　彼は以前『セクハラやパワハラに耐え続けた結果、心を病んで自殺してしまう人もいる』と話していたが、訴えても心に傷を負い続けるなんて考えたくもない。でも、引き下がるのも悔しい。

「何度も相手方と交渉したり、法廷で顔を合わせたり、切っても切れない関係になるんです」

　八木沢さんは眉根を寄せ、苦しげに吐き出す。過去にそうした案件を担当して、よくない結果になった経験があるのかもしれない。

「退職はいつですか？」

「明日にでもと思っていましたけど、もし訴訟を考えるならもう少し居座って証拠を集めたほうがいいかと思えてきまして」

　とてもあの音声だけで勝訴できるとは思えない。もちろんお願いすれば丹下さんたちがセクハラやパワハラを証言してくれるだろうけど、それだけでは弱い気がした。

「そう、ですか。私はあまりお勧めしませんが……。なにかあればすぐに連絡を。訴訟に向けて動くかどうか、もう一度お考えください」

　彼は早く辞めたほうがいいと思っているようだ。

「そうします。ありがとうございました」

　私は立ち上がり、心配げな顔をする彼にお礼を言って事務所をあとにした。




　翌日からは証拠集めに徹して一週間。

　やはり引継ぎなしでは尾崎さんに任せられず、経理部の部長の許可をもらってインテリア部にも通う毎日だ。

「また来た。ここをクビになったくせして、恥ずかしげもなくよく顔を出せるな」

　園田部長のお小言はもちろん録音してある。

　好きな仕事ができない上、ネチネチと嫌みを言われ続けるのはかなりこたえる。

「経理でもお荷物なんだってね。もう居場所なんてないと察したらどうだ？」

　失言しないように黙ったままでいると、園田部長は自分のデスクをドンと叩いた。

「無視か。やっぱりかわいくない。気が強いお前に嫁のもらい手がないのも納得だ。そろそろ会議行くぞ。そこの能無しを除いてね」

　どうして、そんなことまで言われないといけないのだろう。

「尾崎くんは会議だぞ」

　園田部長は私と引継ぎをしていた尾崎さんをわざわざ迎えに来て腕をとる。

「ひとりで行けますから、触れないでください」

　真っ青な顔をした尾崎さんは、八木沢さんのアドバイス通り拒否の言葉を口にした。けれどもあきらかに声が震えていて、恐怖と闘っているのがわかる。

　尾崎さんを助けなくちゃ。今後こんな思いをする女性が出ないように、私がしっかりしないと。

　心の中で自分を奮い立たせたものの、皆が出ていきひとりになると、園田部長の棘のある言葉の数々がじわじわと私の心をむしばんでいく。

　逃げたい。逃げてしまいたい。

　弱い自分が顔を出し、いたたまれなくなった。




　退社後、気がつけば朝日法律事務所が入る La mer TOKYO に足が向いていた。

　もしかしたらと思いプレジールを覗くと、八木沢さんの姿がある。私はふらふらと入っていき、彼の前に立った。

「あっ、進展がありましたか？」

　ボイスレコーダーをテーブルに置いたけれど、言葉が出てこない。

「どうした？」

　先ほどとは違い、彼はフランクな物言いで話しかけてきた。

「私……。逃げてもいいですか？」

　この一週間葛藤し、逃げたらダメだと自分に言い聞かせてきたけれど、心が壊れそうだ。

「もちろんだ。場所を移そう」

　彼は読んでいた厚い本を閉じて私の手を引き、カフェを出る。てっきり事務所に行くと思いきや、地下駐車場に下りて黒い高級車に私を乗せた。

「あのっ」

「個人的に相談に乗るから料金はいらない。ただ、素で話させてもらうぞ」

「いいんですか？」

「あぁ。新見さん、食事とってる？　顔色が悪い」

　一応、三食食べる努力はしているけれど、まったく食欲がなくてひと口ふた口でやめてしまう。

「受けつけなくて」

「まずいな。とにかく栄養をとらないと。俺が注文したものは全部食べろ。弁護士命令だ」

　彼はそう言ったあと車を発進させた。

　向かったのは、高級車には似合わない小さな定食屋だった。

　こんなお店にも来るんだ……。

　以前、相談料に六千円支払おうとしたとき、『これっぽっちじゃ、いつものフレンチは食えないな』と言われてお金を返されたので、高級レストランにしか行かないのかと思ってた。

　店に入ると、活気があって圧倒される。

「嫌いなものは？」

「特にありません」

「ん。おやじ、刺身定食に豚汁つけてふたつ」

　四人掛けのテーブルに座ると、彼は勝手に注文を済ませる。

「お刺身がおいしいんですか？」

「そう。銀ぎん座ざの寿司屋よりうまい。だから全部食べろよ」

　弁護士命令？

　彼は威圧的な言い方をするが、私を心配してくれているのはわかる。

「こういうお店にも来られるんですね。ちょっと意外です」

　それこそ銀座のお寿司屋さんで上品にお寿司をつまんでいる姿が思い浮かぶ。

「疲れたときはこういうところがいい」

「疲れたとき？」

　あぁ、まさに今の私だ。食事がのどを通らないほど心が疲弊している。たしかに、こんなときに高級レストランに連れていかれても落ち着かないかもしれない。

「顔にご飯粒つけてても、誰も気にしない」

「つけませんよ！」

　そんな子供じゃないし。と思ったけれど、いつの間にか表情が緩んでいた。

「もう大丈夫だから、全部忘れて今は食べろ。話はあとだ」

　まだ数回しか会っていないのに、八木沢さんに『大丈夫』と言われると、本当に大丈夫な気がするから不思議だ。

　それから私は、脂ののった中トロまであった刺身定食を平らげた。

　しかもお代は八木沢さんがなにも言わずに払ってくれる。

「ごめんなさい、お支払いします」

　店を出たところで財布を取り出したが「いいから」とぶっきらぼうに言われる。

「でも……」

「無職になる覚悟をしたんだろ？　次の仕事が見つかるまで金は必要だ」

　そんな心配までしてくれるとは。

　あれっ、もしかして……。以前六千円を突き返したのも、私が仕事を失うかもしれないと考えてのことだった？

「とりあえず乗れ」

「はい」

　近くの駐車場に行き再び車に乗り込むと、彼は海岸沿いにある公園の駐車場まで車を走らせた。

　穏やかな海の水面に、高層ビルの明かりがキラキラと反射して美しい。

「人がいないところのほうがいいと思ったけど、セクハラだと思うなら移動するぞ」

「思いませんよ」

　園田部長にそのくらい気を回してほしいところだ。

「俺は、新見さんの決断に賛成だ」

　サイドブレーキを引いた彼のほうからそう言われて、少しホッとする。

「本当は後輩を助けてあげたいし、今後同じような思いをする人が出ないように、セクハラもパワハラも公にしてしまいたかったんです。だけど、毎日チクチク嫌みを浴びていたら、おかしくなってしまって」

　食べられないし、夜も眠れない。それなのに会社では戦闘態勢でいなければならず、もう限界だった。

「新見さんの気持ちはわかる。でも、訴訟となれば長い間その苦しみを背負い続けることになる。前にも言ったが、俺は新見さんを死なせたくない」

　死ぬなんて大げさだと思っていたけれど、このままこんな生活が続いたら絶対にないとも言いきれない。

　八木沢さんに賛成してもらえて、ようやく肩の荷が下りた。

「ただ、尾崎さん――後輩はどうしたらいいのか……」

「それは彼女が決めることだから、新見さんが背負わなくていい。でも、新見さんのその頑固な正義感は嫌いじゃない」

　頑固なって、褒めてるんだよね？

「んー、脅すか」

「お、脅す？」

「言っておくけど、今はプライベートだから。弁護士がそんな発言したら大問題だ」

　プライベートでも弁護士は弁護士な気がするが、指摘しないでおく。

「集めた証拠、聞かせて」

「はい」

　私は改めてボイスレコーダーを彼に渡した。

「ひどいな、これ。よく耐えたな」

「耐えられなくなったんですけど……」

「それでいい。ＳＯＳを出せた自分を褒めてやれ」

　訴訟に動きたいと思っていたのに、挫折したのよ？

「あとは任せろ。一矢報いてやる」

　なにやら勝手に決めた彼だけど、詳しくは説明してくれない。でも、任せろというのなら任せてしまいたい。もうひとりではどうにもならないからだ。

「とりあえず退職届を出して。もし就業規則で〝一カ月前に提出すること〟となっていても、民法では二週間前で有効となっている。会社のルールより民法が優先だ。二週間くらい、有休残ってない？」

「休日出勤の代休を合わせれば、二週間以上残ってます」

「それじゃあ、提出してその日からもう有休」

　現実味を帯びてきて、急に腰が引ける。

　私、本当にフォレスアートを退職するんだ。

「まだ迷ってる？」

「あっ、いえ……」

「パワハラを訴えても助けてくれない会社に、引継ぎしてないとか考えなくていい。後輩の件も、今後の新見さんの行動でなにか変わるかもしれないし、俺が力を貸してもいい。新見さんが後輩を守るために壊れたら本末転倒だ」

　その通りだ。考えられる手段は試したがどうにもならなかった。尾崎さんには申し訳なくて胸が痛むけれど、これ以上闘い続けたら私が壊れる。

「自分にセクハラ被害の経験があるから、後輩にそんなに肩入れするのか？」

「そうかもしれません。尾崎さんの苦しみとか恐怖とかわかってしまうんです。私は誰にも助けを求められなくて仕事を手放しましたけど、彼女、今の仕事が楽しいと言っていて……」

「続けさせてやりたかった、か」

　私はコクンとうなずいた。その結果、自分が退職する羽目になったのは誤算だったとしか言いようがない。

　改めて、こうした問題の対処の難しさを知った。真っ向勝負はよくなかったのだ。

「インテリアコーディネーターはほかでもできる。スパッと辞めろ」

　力強い言葉がありがたい。ひとりではネガティブになってしまうので、彼の励ましが心にしみた。




　翌日。なんと八木沢さんが半休を取って会社に来てくれることになった。

　朝、アパートまで迎えに来てくれた彼は、「急に予定変更したからパラリーガルにお説教食らった」とぶつぶつ言っている。しかしそれに反して、すがすがしい表情をしていた。

「お休みを取らせてすみません。報酬はお支払いします」

「だから休みだって言ってるだろ。報酬って……タイムチャージ方式というので請求すると、俺、一時間五万円になるぞ」

「あ、えぇぇっ？」

　驚きすぎて変な声が出た。

「三万くらいから請け負う弁護士はいるけど、俺はそのくらいに設定してもスケジュール埋まるから」

　敏腕ということだろうか。

「会社に乗り込んで交渉して……たとえば三時間かかったとすれば」

「じゅ、十五万？」

「掛け算できるんだな」

「できますよ！」

　小学生でもできるでしょ！

「それで、十五万払えるんだ。無職になるのに余裕だな」

　彼はイジワルな笑みを浮かべる。

「分割、は……」

「払えるあてのないヤツの分割なんて、誰が受け付けるんだよ」

　おっしゃる通りで。

「すみません。十五万はきついです」

　正直に答えると、彼は鼻で笑った。

「休みでよかっただろ？」

　私は無言でコクコクうなずく。

「ほんと、すみません」

　なぜこんなに親切にしてくれるのかわからないけれど、尋ねて「やめる」と言われたら困るので黙っておく。

　あまりの不幸ぶりに同情してくれているような気もするし。

「じゃ行くぞ。今日は、俺は弁護士じゃない。新見さんの友人だ」

「友人？」

「弁護士と名乗って示談交渉すると、会社もおそらく弁護士をつけてくる。そうすると知恵をつけられるだろう。ボイスレコーダーの音声の内容はひどいものだったが、証拠として十分な量ではない。民事を起こしても、〝そのときは腹が立ってうっかり口を滑らせた。反省している〟とでも言われたら、完全勝訴とはいかなくなる」

　彼の言う通りかも。

　反省を口にしたところで本心とは限らないが、それを証明する手立てがない。

「そこで、友人の登場だ。〝示談に応じるなら弁護士に依頼するのをやめますよ〟という態度を示せばのってくる可能性がある。相手が素人なら負ける要素は皆無だ」

　ここは自信満々の八木沢さんに任せたほうがよさそうだ。

「わかりました。お任せします」

「うん。新見さんは退職させてくださいとだけ言えばいいから」

「お願いします」

　私が頭を下げると、彼はアクセルを踏んだ。




「退職させてください」

　社屋一階にある応接室に人事部の下川部長を呼び出して退職届を出すと「わかりました」とあっさり了承された。

「それで、そちらの方は？　コンプラ違反がとかなんとか……」

　テーブルを挟んで向かい側に座る部長は、私の隣の八木沢さんにいぶかしげな視線を向ける。

　八木沢さんは会社の玄関で止められたものの、下川部長に受付で内線電話をかけて『新見さんの友人ですが、コンプラ違反の件でお話が』なんて、意味深長な言葉を投げつけ、面会を願い出たのだ。

「申し遅れました。私、彼女の友人の八木沢と申します」

「ご友人がなにか？」

「はい。今回の彼女の退職、先週までいた部署の部長のセクハラ、パワハラに端を発しているのはご存じですよね」

　八木沢さんが問うと、部長は無言で目をキョロッと動かす。

「知らないはずはありませんよね。彼女が直々にあなたに話をしたそうですし」

「……はい」

　ごまかせないと観念したのか、下川部長は肯定の返事をした。

「実は彼女から話を聞いてあまりにひどいと思いまして、民事訴訟を起こしたらどうかと話しています」

「訴訟？」

「はい。弁護士に依頼して話を進めるか否かと迷っておりまして」

「弁護士……」

　部長の顔が険しくなる。

「訴訟となれば、御社も大ダメージですよね。でも、看過できないんですよ、これ」

　八木沢さんはそのタイミングでボイスレコーダーを再生して、園田部長のひどい言葉の数々を聞かせた。

「こ、これは……」

「あぁ、下川さんも彼女に暴言を吐かれたようですね」

　続けて下川部長と私の会話も再生する。

『経理の人員が足りないんだよ。それで、園田部長があなたを使いにくいとおっしゃるから異動なの。わかるでしょ？』

『使いにくいのではなく、園田部長にセクハラを抗議したからではありませんか？』

『そんな作り話で上司を陥れようとするなんて怖いね』

　顔を引きつらせる部長は、動揺のせいか目の焦点が定まらない。

「経理は人が足りなかったのですか？」

「そ、そうです。それで適任者を探していて、新見さんの異動が決まりました」

「それは間違いないですか？」

　これは完全に尋問だ。八木沢さんの目が鋭い。

「はい、間違いありません」

　部長が答えると、八木沢さんはにやりと笑う。

「それではこちらもどうぞ」

　八木沢さんは再び再生ボタンを押した。

『経理は人が足りないとお聞きしましたが……』

『そうでもないよ。インテリア部のほうが足りないんじゃない？』

　これはうっかりボイスレコーダーの録音ボタンを押したまま経理部に行ってしまい、録音されていた経理部の部長との会話だ。

　まさか、これが役に立つとは思わなかった。

「経理は足りているようですよ。人事が知らないわけありませんよね」

　嘘を指摘された下川部長は、ガタガタと震えだす。

　まるでテレビドラマでよく見る、法廷でのやり取りのようだった。

　裁判ではこうやって嘘を暴いていくんだろうなと思えるような臨場感があり、私まで手に汗握る。

「あなた方の暴言で、新見さんは退職するまで追い詰められました。彼女の人生をメチャクチャにしたという自覚はおありですか？」

「そんなつもりは……」

「実際、彼女の精神は壊れる寸前ですので、なんなら今から病院に行って診断書を取り弁護士事務所に走ります。こちらも簡単には引き下がるつもりはありません」

　完全に八木沢さんペースだ。弁護士の話術のすごさに気け圧おされる。

「本気で訴訟を起こされると？」

「会社と園田さん、そしてあなたを相手取り、民事訴訟を起こすつもりです」

「ま、待ってください。上の者と相談いたします」

　焦る部長は中腰になる。

「下川さん、これであなたの名前も知れ渡りますね。ご家族の仕事先や学校にも伝わるかもしれません」

　八木沢さんは脅すと言っていたけれど、まさに今がそうだ。けれども、事実を述べているだけなのが巧妙なところ。

「新見さん、悪かった。勘弁してくれ」

　不当人事を訴えた私をこき下ろした下川部長が深々と頭を下げているのが不思議だ。

　訴訟と聞いて驚いた彼が、保身のために謝罪しているのはわかっている。本当に反省しているとはとても思えず、もういいですとは言えない。

「彼女がどんな思いで退職届をしたためたか、わかっていらっしゃいますか？　あなたは彼女の未来を潰したんです。そんな軽い言葉で、はいそうですかとはなりません。あなた方の未来だけ明るいなんて、許せないのが心情でしょう」

　冷静に見える八木沢さんだが、声に怒気がこもっている。

「すみません」

　部長は平謝りだ。

「まあ、彼女も早くこの会社でされたことを忘れたいと思いますので、いくつか条件を呑んでいただければ訴訟は断念してもいいのですが」

　声のトーンを下げた八木沢さんは交渉を始める。

「条件と言いますと？」

「園田さんとあなたの処遇です。最低でも降格、そして減給の懲戒処分を希望します」

　職を失う私からしてみれば、降格や減給くらいでは悔しい。けれど、それが一般的なようだ。

「ほかにもセクシャルハラスメントの被害に遭っている社員がいるとか。会社として、その社員に対しても真摯な対応をしていただきたい。コンプライアンスを扱うのが、あなたのような意識の低い人では無理です。適切な人材を選ぶか雇うかして、きちんと部署を立ち上げてください。これは事業主の義務だそうですよ」

　八木沢さんは語気を強める。

「わ、わかりました。上に報告して至急取りかかります」

「お願いします。それと、示談金を十万。これらの条件すべてをクリアされたら、示談書を作りましょう。それでこの件は終わりです。いいよね、新見さん」

　八木沢さんが私に確認するので「はい」とうなずいた。

「それでは、今日は失礼します」

　最後はとびきりの笑顔を添えた八木沢さんは完勝だった。




「本当にありがとうございました」

　車に乗り込み、深々と頭を下げる。後部座席には会社に置いてあった私の私物が載っている。

「示談金、本当はもう少し取りたいところだけど、暴力はなかったし、新見さんの精神状態もギリギリのところで耐えている。民事を起こして勝訴したとしても五十万程度だろうし、このくらいで」

「十分です」

　さっき話をするまで、とにかくパワハラとセクハラをやめてほしいという点のみで、示談金についてなんて頭から飛んでいた。

　でも、よくよく考えたら裁判でも慰謝料や賠償金請求をするのだし、当然なのかも。それに、無職になるので少しでもあるとありがたい。

「コンプラに関する意識が低い会社のようだし……。常務のこと知ってる？」

「常務？　よく知りません」

　いきなりなに？

「社長のいとこらしいんだが、過去に取引先の女性相手にセクハラやらかしてるんだよね」

「嘘……」

　八木沢さんはバッグから書類を取り出して私に渡す。

「示談で済んでるから、公になってない。これを掘り返されるのを嫌うだろうから、おそらく今回も示談に乗ってくる。あとは示談書を作成して金をもらって終了だ」

「これ、調べたんですか？」

「一応弁護士だから」

　どれだけお世話になったのだろう。私が支払ったのは一万円だけなのに。

「仕事を休ませて、こんな調査まで……。やっぱり報酬はお支払いします。三時間……」

　彼が迎えに来てくれてからすでに三時間が経過している。ということは十五万だ。示談金より高い。

「赤字だな。そんなに払いたいなら払わせてやるけど、大丈夫なのか？」

　したり顔で言われて、思いきり眉間にしわが寄る。すると彼に鼻で笑われた。

「新見さんって、借金の趣味でもあるの？」

「ないですよ、そんなの」

　借金が趣味な人なんて、どこにいるのよ。

「それじゃ、俺のご厚意をありがたくちょうだいしとけ。新見さんの後輩を守ろうとする心意気に免じて、今回は特別だ」

　彼の言い方にはいちいち引っかかるけれど、その内容は優しい。

「普通、かばうにしても自分に火の粉が降りかからない程度だぞ。最近は内部通報の制度もあるけど、それもなかなかできる人はいない。それが原因で左遷されても、別の理由をつけられたら終わりだ。新見さんのやり方は下手すぎたが、弁護士としてはよくやったと思ってる」

　褒めてもらえてるのよね、これ。

「あ、ありがとうございます。でもまったくお支払いしないのは申し訳なくて。八木沢さんがいなければ泣き寝入りでしたから」

　そう言うと、彼は考えだした。

「それじゃ、ひと部屋、仕事を請け負ってくれ」

「インテリアコーディネートをするんですか？」

「そう。俺、そういうことに無頓着で、必要最低限の家具しかないんだよね。で、散らかってる。掃除も含めてよろしく」

　八木沢さんの部屋の？

「掃除は得意ですし、インテリアコーディネートさせていただけるなんて、すごくうれしい」

　職場を去り、経験を積む場所がなくなってしまった今、こうした依頼はありがたい。

「そう？　それじゃ、土曜にここに来て。俺しか住んでないから」

　彼は名刺の裏にすらすらと住所を記入する。

「はい、承知しました」

「じゃ、帰るか」

　彼は少しネクタイを緩めてから、エンジンをかけた。










とんでもない弁護料




　土曜の十時半に指定された住所に向かったが、そびえ立つタワーマンションに目を白黒させた。

「すごすぎ……」

　部屋番号【３７０１】から推測するに、三十七階に住んでいるのだろうと思ってはいたけれど、いざ目の前で見ると気圧される。

　弁護士報酬からしてお金持ちに違いないと想像していたものの、腰が抜けそうになった。おそらく年齢も三十歳前後だろうし、その若さでこのマンションの上層階を買えるとは。いや、賃貸？　賃貸でも家賃が百万くらいしてもおかしくなさそうだけど。

　退職して八万二千円の家賃が厳しく、引っ越しを考えている私からしたら、雲の上の人だ。

　エントランスでチャイムを鳴らすと、『フロントでエレベーター用のカードキーを借りて上がってきて』と淡々とした返事がある。

　どうやらこのマンションにはホテルのようにフロントがあり、コンシェルジュがいるらしい。

　何度か仕事で高級マンションに出入りした経験があるが、入るだけでいちいち緊張していたのを思い出した。

　無事にカードキーを借りて三十七階の彼の部屋にたどり着く。一応身だしなみをチェックしてチャイムを鳴らそうとするとドアが開いた。

「お、おはようござ……」

　途中で言葉が続かなくなったのは、髪から水滴を滴らしている八木沢さんが上半身裸だったからだ。

　見事に割れた腹筋に目が釘付けになってしまう。

「悪い。忘れてて、さっき起きてシャワーを浴びたところなんだ。入って」

「は、はい」

　彼から目を逸らしたまま玄関に足を踏み入れた瞬間、嫌な予感がする。

　広い廊下の右側にあるドアから、洗濯物らしきものがはみ出していたのだ。

「顔色戻ってるな」

「はい。退職したら食べられるようになりました」

　よほどつらかったのだろうなと、今では思う。

「そう、よかった。言っておいたと思うけど、散らかってるから。つきあたりのドアがリビング。先行って」

　彼は途中で左側にあるドアから部屋に入っていく。私は言われた通り進み、リビングのドアを開けた。

「なにこれ……」

　思わず声が出てしまい、慌てて口を手で押さえる。

　三十畳ほどはあろうかという広い部屋には、これで映画を観たら迫力満点だろうなと思うような大きなテレビ。そして四人は座れる立派な白いソファにガラス製のローテーブル。……があるのはいいのだが、そこら中に洋服が脱ぎ散らかしてあり、おまけにペットボトルやビールの缶までテーブルに放置されている。

　キッチンに目を移すと、食べ終わったカップラーメンの容器がそのままになっていて、シンクは使用済みの皿やコップであふれていた。

　立派な食洗機が目の前にあるのに、このありさまだ。

　宝の持ち腐れならぬ、高級マンションと食洗機の持ち腐れよ、これ。

「あぁ、悪い。片づけようとは思ったんだけど、疲れて寝た」

　白い半そでＴシャツを着て現れた彼は、ほどよく筋肉がついた腕でソファの上にあったワイシャツやネクタイを床に落とす。

　片づけるって、まさかそれ？と口から出そうになったがこらえた。

「ここ座って」

「あれ、このソファ、『カッシーヌ』ですよね？」

「あぁ、そんな名前のブランドだったかも」

　かもって！

　カッシーヌは有名な高級家具メーカーで、ひとり掛けソファが一脚五十万円以上することもざらだ。三人掛けくらいになると百万超えるのも珍しくない。

　よく見ると、ビールの缶が放置してあるローテーブルもカッシーヌだ。

　それなのに洗濯物とごみ置き場になっているなんて信じられない。

「えぇっ、ちょっと……」

　座るのももったいないようなソファをまじまじと観察してしまう。庶民は欲しくても買えない逸品なのに。

「革が柔らかい」

「いいから座りなよ。コーヒーでいい？　……カップは」

　キッチンにふらっと歩いていく彼はシンクを覗いているが、コーヒーを淹れられる状況じゃないでしょ？

「あーっ、お構いなく。それより、先に掃除させていただいてもよろしいですか？」

　この汚部屋ではいいイメージが浮かばない。

「助かる。急ぎの案件があって、ちょっと仕事してきていい？」

「もちろんです。掃除道具お借りします。あとは捨ててはダメなものを教えておいてくださ――」

「ない」

　彼は私の発言を遮って即答した。

　わかってるのに捨てないんだ……。

「あはは。承知しました」

　掃除機や雑巾、ごみ袋などを受け取って早速片づけ始める。八木沢さんは自分の部屋に行ったようだ。

「やりがいがあるよね。違うか、やりがいがありすぎるか」

　そうつぶやいてしまうほど、ひどい状態だ。

　まずはキッチンのシンクから。食器を手に取るとどれもこれも一流の品ばかりで、やはりこんなふうに放置されているのが信じられない。

　食洗機に食器を並べてボタンを押したあと、水回りを掃除してピカピカにする。

　やっぱり、キッチンはこうでなくちゃ。

　ようやく使い勝手のよさそうなキッチンが顔を出した。

　この時点で、四十五リットルのごみ袋が二袋も出ている。

　次にダイニングテーブルを片づけたところで、八木沢さんが戻ってきた。

「すごいな。新品みたいだ」

「すごいじゃないですよ。こんな大きなお部屋に住んでおいて、足の踏み場もないなんて信じられません。収納用品を買い足したほうがよさそうですね」

　なんてお母さんみたいな口調になってしまったけれど、叱りたくもなる。

「それも含めて全部任せる。金は払うから」

　助けてもらったのだから収納用品くらい私が買おうと思っていた。ただ、この部屋の家具を見てしまうと、我が家のように百円ショップのグッズではいけない気がする。コーディネート料はもちろん無償で請け負うが、さすがにお金を払ってもらわないときつそうだ。

「わかりました。お仕事は終わられたんですか？」

「あぁ」

「それじゃあ、コーヒー淹れますね」

　片づけていたら豆から挽くタイプの立派なコーヒーメーカーを見つけた。冷蔵庫は空っぽだったがコーヒー豆はあったので、自分で淹れて飲んでいるのだろう。

「サンキュ」

　彼がかすかに口角を上げると、なぜかドキッとする。

　男性と部屋にふたりきりなんて、よく考えたらまずいのでは？とも思ったが、セクハラやパワハラで苦しんだ私を知っている八木沢さんがなにかしてくるようなことはきっとない。

　しかし、ただの白いＴシャツをここまでさわやかに着こなせる人は貴重だ。って、これまた目が飛び出るお値段なのかもしれないけれど。

　そんなことを考えながらコーヒーを淹れて、テーブルに運ぶ。

「片づくと、これじゃいけない気がしてくるな」

　彼はまだ山になっている脱ぎ散らかした洋服に視線を送る。

「いけないに決まってます。こんな立派なマンションを借りられるなら、いえ、買われたんですか？」

「あぁ、買った」

　あっさり言える彼がうらやましいが、努力して弁護士になったのだろうし、当然の報酬か。

「すごいですね。マンションを買える資金をお持ちでしたら、ハウスキーパーを入れたらいかがです？」

　片づけが苦手なら、せめてそういうサービスを利用すればいいのに。

「無理なんだよね。仕事を持ち帰ることもあるから、守秘義務ってのが……」

　なるほど。見られては困る書類があるのか。

「それに、休みの日はひとりでゆっくりしたい」

「あっ、押しかけてすみません」

　うわ、迷惑だった？

「新見さんは俺が仕事を依頼したんだろ。それに新見さんの前だと素でいても大丈夫だから、くつろいでる」

　コーヒーに口をつけた彼は「やっぱりこの豆うまいな」と漏らした。

「どうして私の前だと素なんですか？」

「新見さんの取り乱した姿、結構見てるし」

「は？」

　だから自分も見せても大丈夫だと？

　そんなにひどい姿を見せたかしら……と一瞬思ったけれど、心当たりがばっちりあった。

　八木沢さんと顔を合わせたときはいつも精神的に追い詰められた状態で、取り繕う余裕なんてなかったのだ。

「弁護士って、品行方正の代名詞みたいなんだよね。だから疲れるんだ」

　なるほど。相談料を支払ったときの彼は凛々しく、言葉遣いも丁寧で、時折見せる優しい笑顔も、その〝品行方正〟というイメージにぴったりだった。たしかに一日中あれでは気を抜けない。

「本当は、品行方正じゃないってことですか？」

「知ってるだろ。交渉相手を脅したりするとこ」

　私は小さく噴き出した。

　あれは絶妙な揺さぶり方だった。弁護士ではなく〝私の友人の八木沢さん〟だったから可能だったのだ。

「弁護士も大変なんですね。どうして弁護士に？」

　賢かったからかしら、なんて安易な気持ちで尋ねたのに、なぜか彼の表情が曇ったので焦る。

　聞いたらまずかった？

「稼げるからだ」

　嘘をついている。そう直感した。

「そういえばこのソファ、座り心地最高ですね」

　私は慌てて話を変えた。

「そうか？」

「そうかじゃないですよ。体を包み込んでくれる心地よさはあるのに、沈みすぎず疲れない。最高です」

　価格に見合った価値がある。

「それじゃ、好きなときに座りに来ていいぞ」

「ソファに座りたいから来ましたって、変な人じゃないですか」

「いまさらだ」

　私の印象、どうなってるの？

「仕事が本当に好きだったんだな」

「えっ？」

「ソファやテーブルを見ただけでメーカーまでわかる。適当に仕事をこなしている人間にはわからないだろう。新見さんの一生懸命なところ、嫌いじゃない」

　園田部長に真っ向勝負を挑んであっさり破れた私を褒めてくれるの？　八木沢さんが仇討ちしてくれなければ、今頃泣きじゃくって衰弱していたはずだ。

「まあ、不幸を呼び寄せるところは、ご愁傷さまって感じだけど」

　そのひと言は余計じゃない？

　でもその通りなので反論できない。

「すみませんね」

「かわいそうだと言っただけで、悪いとは言ってない」

　鼻で笑う彼は、再びコーヒーをのどに送った。

　八木沢さんは私の前では素でいられると話したけれど、弁護士の八木沢さんよりこっちのほうが好きかも。人間味があって、私もリラックスできる。ただし、毒舌な部分は除いて。

「今日はお掃除で終わっちゃいそうです。あっ、お洗濯してくださいね」

　山になっている洋服に視線を移して言うと、「クリーニングに出すか」とつぶやいている。

「ワイシャツやスーツはわかりますけど、タオルも？」

「面倒だからな」

「パンツ……。いえっ、なんでもありません」

　思いきり頭に浮かんだことを口にしてしまい、慌てて撤回する。

「新見さん、俺のパンツに興味あるんだ」

「な、なに言って……」

　とんでもないつっこみに、目を白黒させる。

「パンツも出すか」

　もしかして、シルクのとかはいてたりするの？

　さっき、ムキムキの上半身を見てしまったからか、余計な想像をして勝手に頬を熱くする。

「そもそも、パンツなんてクリーニングしてくれるんですか？　というか、タオルもだなんてもったいない。浮いたお金で収納用品を買いましょう」

　鼻息荒く返すと、クスッと笑われた。

　思いきり庶民の思考なのかしら。

「じゃあ、新見さんが洗ってくれる？」

「私？」

「面倒なんだよ」

「ボタン押すだけでしょう？」

　弁護士というすごい仕事をしているのに、人としてなにかが欠けているかも、この人。

「じゃ、クリーニ――」

「わかりました。洗います」

　庶民代表としては、目の前で湯水のようにお金を使われると、そわそわしてしまう。

「よろしく。そこ出て左」

　そういえば、洗濯物のようなものが廊下に飛び出していたような。まさか、ためているのはこれだけじゃない？

　嫌な予感がしつつリビングの洋服を抱えてランドリールームに行くと、案の定もうひと山あった。

「うわ、ドラム式じゃない」

　私は欲しくても高くて手が出ないのに、あるのに使わずクリーニングに出すなんてありえない。

　あきれながら、早速洗濯を始めた。チラッとパンツが見えた気もするけれど、見なかったことにしてスタートボタンを押す。

　再びリビングに戻ると、八木沢さんがソファでうたた寝していた。

　疲れてるのかな。

　急ぎの案件があったようだし。

　布団をかけてあげたかったけれど、さすがに勝手にベッドルームには入れない。私は自分が着てきたカーディガンをかけて、一旦外出することにした。

　今日は日差しが暖かく、道端に並ぶ桜の淡いピンクの花びらが風にあおられて青い空に舞っている。

　美しい光景に目を奪われながら私が向かった先は、ここに来るときに見かけたスーパーだ。

　お金が余るほどありそうなのにカップラーメンの容器が散乱していたので、食にも無頓着な人なのかもしれないと思い、なにか食事を用意しようと思ったのだ。

　お刺身のおいしい定食屋さんに行けばいいのにと思ったけれど、あまり行かないのかな。

　食材を買い込んで再びマンションに戻ったが、八木沢さんは気持ちよさそうに眠っていた。

　私はすぐに調理を始めた。献立はブロッコリーとコーンのガーリックソテーを添えた照り焼きチキン。それと、たまごのスープだ。

　それにしてもこのキッチン。調理台は広いしコンロは火力があるしすごく使いやすい。

「なにやってんだ？」

　そろそろできあがるという頃、突然背後から話しかけられてビクッとする。

「勝手にすみません。お腹が空いちゃって……」

　なんとなく八木沢さんのために作りましたとは言えなくて濁した。

　それなら家に帰って食べればいいのにと自分でつっこみを入れたが、彼は「うまそうだ」と頬を緩ませる。

「よかったら、どうぞ」

　ダイニングテーブルに料理を運ぶ。

「あれっ、これは『ウルフレックス』ですね」

　このテーブルはたしか六十万ほどするはずだ。シンプルなのに上品さを感じる。

　片づけしているときは夢中で気づかなかった。

「そうだったかな」

「ご自分で選ばれたんですか？」

「家具屋に行って、第一印象で即決」

「あはは」

　そうだとしたら、片づけはできなくてもセンスはいいに違いない。でも、この口ぶりでは値段も見ずに決めたんだろうな。

「なんでもよく知ってるな」

「カタログコレクターなんです。いいものを知っていないとお客さまに薦められないので、常にアンテナは張っています。それと、理想の家具を自分の部屋に置いたところをパースにして満足してるんです」

　もちろん買えないからだ。

「家具を変えてもいいと思ってたけど」

「なに言ってるんですか！　こんなに素敵な家具があるんだから、生かしますよ。私を見くびらないでください」

　なんて大口を叩いたが、無職のインテリアコーディネーターの発言なんて説得力がない。

「お手並み拝見だ」

　彼はにやりと笑う。

　しまった。自分でハードルを上げてしまった。

「も、もちろんです」

「まずはチキンのお手並み拝見」

　八木沢さんって、結構イジワルかも。

　口に合わなかったらどうしようと心配してドキドキしていると、チキンを咀嚼した彼はうなずいている。

　気に入ってくれた？

「新見さんさ」

「は、はいっ」

「インテリアの仕事に来るとき、飯も作ってくれない？　もちろん報酬は払うから」

　気に入ったってこと？

「いいですよ。報酬もいりません。一時間五万の人に言われても……」

「それじゃあ食費は渡す。明日はどう？」

「明日？」

　来週の話かと思ったのに、明日とは。

「一日じゃ片づかないだろ。このままにしておくと、来週には元通りになってるぞ」

「やめてください。毎週通わないといけないじゃないですか」

　いつまで経ってもインテリアコーディネートが始められない。

「毎週通えばいいだろ」

「ん？」

「カッシーヌのソファに座るために」

　よほどチキンが気に入ったのかと思ったけれど、そっちか……。

「そんなことのためには来ません！」

「じゃ、着替え置き場にする」

「ダメ！」

　ムキになって声をあげると、彼はおかしそうに白い歯を見せる。

「思った通りのヤツだ。見てると飽きない」

「私、面白がられてます？」

「もちろん」

　あっさり肯定の返事をした彼は、再びチキンに手を伸ばした。




　結局その日は、片づけだけで終わってしまった。

　八木沢さんがご丁寧に家まで車で送ってくれると言うので甘えた。アパートの前で車を降りたあと、開いた窓から彼に声をかける。

「洗濯物、たたんでおいてください」

「明日頼む」

「えー、そのくらいやりましょうよ」

　難しい単語が口からスラスラ出てくるくせして、日常生活がまるでダメ。ここまでひどいとお小言ばかりになる。

「あっ、そういえば」

　彼はジーンズのポケットから財布を取り出し、一万円札を五枚差し出してきた。

「なんですか？」

「食費。足りる？」

「もらいすぎですよ」

　拒否したのに引いてくれない。

「とりあえず使いきるまでは通ってくれ。それじゃ」

「えっ、ちょっと待って――」

　彼はあっという間に去っていった。

　無理やり押しつけられたお札を見て呆然とする。

「五万って。どうしよう」

　私の一カ月の食費よりずっと多い。

　彼の部屋の平面図やパースは自宅で描けるため、インテリアの仕事をするのにそれほど通う必要はないのに。

「ま、いいか」

　どうせしばらく職探し以外は暇だし、素の八木沢さんって楽しい人だし。いや、結構いじめられている気も……。

　でも、園田部長に浴びせられた言葉のように不快ではない。それは、八木沢さんの発言に悪意がこもっていないと伝わってくるからなのかもしれない。




　それから週末になると八木沢さんの部屋に通って三週間が経過した。

　もちろんインテリアコーディネーターとしての仕事も着々と進めているが、どちらかというと彼の身の回りの世話の時間が長い。だって……。

「どうして一週間でこんなに散らかるんですか！」

「さぁ……」

　すっとぼける彼は、反省の素振りすら見せない。

「洗濯物はこのかご。使ったものはあった場所に戻す」

「はい、はい」

　彼は気のない返事をしながら、ふかふかのソファで居眠りを始めた。

　私は文句を言いながらも、週末のこの時間を楽しみにしている。

　八木沢さんにからかわれてばかりいるけれど、ふたりでいると笑顔になれるのだ。

　ここに来るたび、一緒に収納用品や食品の買い出しに行ったり、気になっていたけれど電車では不便で足を延ばせなかったインテリアショップに車で連れていってもらったりと、まるで恋人同士のような時間を過ごしている。

　って、私が思っているだけなのかもしれないけれど。

「八木沢さんって、彼女いないのかな。いたら私を呼ばないか。いないといいな……」

　散らかったテーブルの上を片づけていると、無防備な姿で寝息を立てている八木沢さんの姿が視界に入って思わず漏らしてしまい、ハッとして口を手で押さえた。

　私、彼に惹かれているんだ。

　なぜか普段はイジワルな彼だけど、窮地を救ってくれる行動力と、ふとした瞬間に見せる優しさ。ギリギリまで追い詰められた私が逃げるという選択をしたとき、それでいいと弱い私を責めないでくれた包容力。そして、一緒にいても気を使わなくていい心地よさ。

　こんな人に出会えたのは初めてなのだ。

　でも、無理だよね。弁護士で高級マンションを買えるほどの収入があり、見た目も完璧。今、彼女がいないとしても、その気になればいくらでもお相手が見つかるだろう。

　仕事で呼ばれているだけだと忘れちゃいけない。

　私は気を引き締め直して片づけを続けた。




　翌週の週末も同じことの繰り返し。

「お願いですから、ちゃんと片づけてください。カッシーヌが泣きます」

　インテリアの仕事ではなく、片づけに通っているような気がしてきた。しかも肝心の仕事のほうは、何枚パースを描いても『もう一枚』と言われてしまい、気に入ってもらえないでいる。

　ペットボトルをごみ袋に入れながら注意すると、ソファに座って余裕顔の八木沢さんが、「新見さんがもっと通ってくれば解決するだろ」とわけのわからない返事をした。

　土日はほとんどここにいるでしょう？　平日も来いと？

「私は家政婦じゃなくて、インテリアコーディネーターとしてお邪魔してるんです」

「もちろん、それも含めて。給料ないのに家賃きついだろ？　ここに住めば？」

「は？」

　家賃がきついのは認める。引っ越しを考えたものの、引っ越し費用と次のアパートの初期費用が払えそうになくて、わりと切羽詰まっているのだ。

　しかもインテリアコーディネーターの仕事はなかなか見つからない。でも、ありえない。

「私は恋人じゃないんです」

「それじゃ、付き合う？　結婚でもいいけど」

　付き合うだの結婚だのと言われ、心臓が大きく跳ねる。けれど、そんな軽い口調で言われてもうれしくない。

「掃除させたいだけでしょ。まったくもう！」

　私はひそかにあなたにあこがれているのだから、安易にそういうことを口にしないでほしい。

　一瞬でもドキッとしたのを見透かされるのが嫌で、彼に背を向けてシンクにたまっている皿を食洗機に入れ始めた。

「本気だって言ったら？」

「キャッ」

　いつの間にかうしろにいた八木沢さんにいきなり耳元でささやかれ、皿を落としてしまった。

　危ない。割るところだった。

　いや、それより……彼の甘い声が耳に残っていてぞわぞわする。

　本気って、結婚のこと？

「べ、弁護士なのに結婚詐欺ですか？」

「むしり取れる金がないと知ってるのに？」

　ダメだ。動揺でいつものようにテンポよく会話ができず、それからは黙り込んでしまった。

　その日はよそよそしいまま勝手に片づけをして料理を振る舞い、そそくさと退散した。照明の相談をするつもりだったのに、忘れてしまった。

　八木沢さんも、あれからはなにも言ってこなかったので助かったけれど……。

　家に帰ったあと、新しいパースを描いていた手がふと止まる。

「ふたり暮らしだったら、もう少し収納が……」

　って、なに考えてるの、私。冗談に決まってるでしょ？

「八木沢さんがおかしなことを言うからよ！　仕事しよ」

　余計なことを考えていないで、製図を完成させなくちゃ。

　私は再び色鉛筆を動かし始めた。




　五月上旬のその日は、かすかな風が心地いいすがすがしい朝だった。

　窓の向こうにはハナミズキが見える。桜が散ったあと競うように花を咲かせているそれは、とても美しい。しかし、花びらだと思っていた白いところが実は葉が変形したもので、花はその中心の小さな部分だと最近知った。

　こんなふうに景色を楽しめるようになったのは、あのパワハラから逃げたおかげだ。八木沢さんに泣きついた頃は、やっぱり心が壊れかけていたのだ。

「まぶしい」

　ふと視線を空に向けると、太陽の強い光に負けて思わず目をつぶった。

　朝食を済ませたあと洗濯や掃除にいそしみ、メールチェックをする。再就職のためにエントリーシートを送っておいた会社から返事が来たのだが……。

「はー、ダメか……」

【誠に残念ですが――】という文字が見えた瞬間、ため息をつく。

　面接すらしてもらえない。

　結婚適齢期というものに差しかかっている私は、採用してもすぐに寿退社するのではないかとか、産休や育休を取り戦力にならないのではないかという懸念があると、登録した転職サイトの担当者に言われた。

「あーぁ。どうしよう」

　男性の寿退社なんてほとんど聞かないし、実際に妊娠、出産するのは女性なので、そうした心配があるのは仕方がないとも思う。けれど、それが理由で好きな仕事に携われないのだとしたら悔しい。

　インテリアコーディネーターの仕事をあきらめるしかないのかな。そうすれば応募できる会社も増える。

　脱力してベッドに寝そべると、八木沢さんから電話が入った。

「もしもし」

『八木沢だ。示談書と示談金をもらってきたから、事務所に取りに来て』

「本当にありがとうございました。何時頃がいいでしょうか？」

　実はゴールデンウイークが明けた昨日、フォレスアートの新しい人事部長から連絡があり、八木沢さんが足を運んでくれたのだ。私が行くと言ったのだけど、『嫌な記憶がよみがえる場所に行かなくていい』と、私の友人としてまた骨を折ってくれた。

　尾崎さんからも昨日電話が入り、園田部長は降格の上、関連会社に出向。下川部長は営業部の一般事務に降格、そして減給。社内にはコンプライアンス部が設立されて、そうしたことに詳しい人が新たに採用されたと教えてくれた。

　おびえることなく働けるようになった彼女は、丹下さんの下で勉強中だ。電話の間に、『新見さんのおかげです』と彼女に何度言われたことか。

　ほとんど八木沢さんの力だったとはいえ、尾崎さんを守れてようやく肩の荷が下りた。

『あぁ。十六時くらいなら空いてるけど、面接かなにかある？』

「いえ。またダメでした……」

　彼の家に行くたび、就職活動の進捗状況を報告していたので、何度もエントリーシートだけで断られたのを知っているのだ。

『落ちすぎだろ』

　彼に冷たい言葉を浴びせられて、眉がピクついた。

「また頑張るからいいんです！　時間はたっぷりあるので、十六時に伺います」

『待ってる』

　八木沢さんとちょっと話をしただけで元気が出た。くよくよしていたって事態は好転しないのだから、次に行くしかない。

　電話を切った私は、求人情報をチェックし始めた。




　十六時少し前に朝日法律事務所の受付に行くと、五十嵐さんが出迎えてくれた。

「新見さまですね。八木沢は電話対応をしておりまして、少しお待ちいただきたいと申しております」

「もちろんです」

「五十嵐」

　そのとき、奥から彼女を呼ぶ声が聞こえてくる。

「はい」

　彼女が返事をすると、九条さんが姿を現した。

「あっ、申し訳ありません。五十嵐、あとでいい」

「私は依頼人ではありませんから、どうかお気になさらず」

　相談料を一度しか払っていない私が、彼らの業務を邪魔するなんてありえない。

「いえ。八木沢の大切なお客さまですから。五十嵐、コーヒーをお出しして」

「承知しました」

　五十嵐さんはにこっと微笑み、離れていく。かわいらしい人だ。

「八木沢、珍しいことしてるらしいですね」

「珍しい？」

　私を助けてくれた件かしら。

「はい。家の模様替えをお任せしたとか。八木沢はプライベートスペースに誰かが入ってくるのを嫌うので、私も彼のマンションに行ったことがないんですよ。って、行きたくないですけど」

　それじゃあ、毎週のように部屋に入れてもらえるのは奇跡的なことなの？

「仕事なので」

「そうでしょうか」

「えっ？」

「余計な話をするんじゃないよ」

　私が首を傾げていると、眉をひそめた八木沢さんが歩み寄ってきた。

「嫉妬か。おぉ、怖っ。それでは、失礼しますね」

　嫉妬？　私と九条さんが話していたから？　そんなわけ……。

　一瞬、『本気だって言ったら？』という八木沢さんの声がリフレインしてきて目が泳ぐ。

「九条の話は聞かなくていいから。こっち」

　彼は私を応接室に入れた。

　五十嵐さんが持ってきてくれたコーヒーを飲みながら、テーブルに示談書を広げた八木沢さんの話に耳を傾ける。

「会社としてはコンプラの部署を立ち上げ、園田、下川両部長はそれぞれ降格や出向、そして減給処分となった」

「はい。後輩の尾崎さんから聞きました。彼女も仕事を続けられると喜んでいます。八木沢さんのおかげです。ありがとうございました」

　深々と頭を下げる。

「いや。新見さんが動いたからだ。新見さんが声をあげなければ、俺も手を貸せなかった」

　そう言ってもらえると、つらい思いをしたのも救われる。

「はい。尾崎さんが立派なインテリアコーディネーターに育ったら私もうれしいです」

「そうだな。でも、新見さんは自分をいたわるということを知ったほうがいい」

　自分をいたわる？

「俺……新見さんの行動に感心してた。こういう人が周囲にいたら救われる人がいるだろうなと。だけど、新見さんがぼろ雑巾になっていく姿を見ていたら、そんな単純な問題じゃないと考えさせられた」

　ぼろ雑巾って！　でも、あながち間違いでもない。

「弁護士として――」

「お待ちください。八木沢は外出中です！」

　私たちが話していると、ドアの向こうから男性の大きな声が聞こえてくる。すると八木沢さんは、チッと舌打ちをして顔をしかめた。

「あのー、行かなくていいんですか？」

　立ち上がる素振りすらないため、尋ねる。相談料を払っていない私が、彼を引き止める権利はないと思ったからだ。

「新見さん、部屋のコーディネートだけじゃやっぱり足りない。もう少し弁護料払ってくれない？」

「え？　……はい」

　完全に彼の善意でここまで動いてもらっておいて、拒否できるはずもない。

　でも、急にどうして？

「おいくらで……」

　無職の自分に払えるだろうか。やっぱり分割はダメ？なんて、あれこれ考えながらおそるおそる尋ねると、彼はドアに視線を送り、にやりと笑う。

　その意味深長な笑みはなんなのだろう。

「お待ちください！」

「ここに入っていくのは見えたのよ」

　先ほどの男性のあとに続いて女性の声がしたと思ったら、ノックもなしにドアが開いた。

　目を点にしていると、私よりふたつ三つ年上だろうか。メイクや服装が派手な女性がずかずかと中に入ってくる。彼女は満面の笑みを浮かべて八木沢さんを見つめた。

「やっぱりいるじゃない」

「児こ玉だまさま。クライアント対応をしておりますので、お控えいただけますか？」

　瞬時に弁護士の仮面を装着した八木沢さんが、優しい声、そして丁寧な口調で話しかける。

「八木沢さんがいつまで経っても会ってくれないからよ」

　私など眼中にない様子の彼女は、立ち上がった八木沢さんの腕にしがみついた。

　いったいなにごと？　彼女……ではなさそうだけど。

「申し訳ございませんが、児玉さまのご依頼は解決しておりますよ」

「あら、そんなのわかってるわよ。食事に誘いに来ただけ」

　一瞬迷惑そうに眉をひそめて腕を引き抜こうとした八木沢さんだったが、彼女が顔を見上げると瞬時に笑顔を作る。

「ですから、依頼人の方とは個人的な付き合いはいたしませんと、何度もお話ししたはずです」

「もう依頼人じゃないでしょ？　個人的に個人的な付き合いをするのよ」

　揚げ足を取る児玉さんからきつい香水の香りがしてきて、頭が痛くなりそうだ。

　なんだかよくわからないけど、私は遠慮したほうがよさそうね。

　どうも八木沢さんは乗り気には見えないが、元クライアントの児玉さんが華麗に弁護をしてくれた彼に好意を抱いたというところかしら。

　そういえば以前プレジールで九条さんが、『疑似恋愛型のセクハラ』なんて話していたけれど、まさか彼女の話？

　それならばますますかかわってはいけないと、デスクの上の示談書を封筒にしまい立ち上がった。

「ですから、個人的なお付き合いもしません。婚約者の前でやめていただけますか？　誤解されて破談になったら訴訟を起こしますよ」

　八木沢さんの物言いは柔らかだったが、その内容は重い。

　でも、婚約者って？

「はっ、婚約？」

　顔が引きつる児玉さんの手を振り切り、取ってつけたようなさわやかな笑顔で私の隣に歩み寄って腰を抱いた八木沢さんは、「はい。彼女と結婚します」とはっきり告げた。

　えっ、えええっ！

「いえっ、あの……」

「弁護料」

　動揺して口を開きかけると、八木沢さんが私の耳元でボソッとつぶやく。

　まさか、婚約者のふりが弁護料の代わり？　悪魔だ、この人。

「こんな野暮ったい田舎娘と婚約？　八木沢さんはもっと洗練された大人の女性がお似合いですよ」

　児玉さんに頭から足先までなめるように観察されて、鼻で笑われるのが腑に落ちない。

　田舎娘って……。たしかにブランド物の洋服を纏まとい、高いピンヒールのパンプスを履きこなす彼女に比べて洗練されているとは言い難いが、バカにされるいわれはない。

　そもそも私は部外者だ。

「身につけているもので、人の内面なんてわかるはずがないでしょ。田舎者だろうがなんだろうが、初対面の相手に失礼な発言をするあなたより、自分が劣っているとは思いません」

　しまった。勢いに任せて怒りをぶつけてしまった。かかわってはいけないのに、みずから首をつっこむなんて。

　後悔していると、八木沢さんが口元に手を置く。

　笑ってる……。

「は？　お下品ね」

「下品なのは児玉さまですよ」

　失礼な発言にキーッと頭に血が上ったところで、八木沢さんが口を開いた。

「私は事実を申したまでですわ」

「彼女も事実を話しただけでは？」

　八木沢さんが私の肩を抱き自分のほうに引き寄せて反撃すると、児玉さんは不機嫌全開の表情で私をにらむ。

　巻き込まないでよ……。

「婚約って、私を裏切ったの？」

「私は児玉さんに好意を示したことは一度もございませんよ」

　私から離れた八木沢さんは、デスクの上のノートを開いて続ける。

「二月十四日。児玉さまがチョコレートを持ってきてくださったが、お返しした」

「だってあれは……チョコレートはお嫌いだって」

　八木沢さん、私が買ったチョコレート、パクパク食べてたけどな。

　いや、それより……。もしかして、これは証拠のメモ？

「二月二十一日。食事に誘われるがお断りした。三月八日。十五時二十分頃、児玉さまより電話あり。案件は解決しているとお話しし、今後の個人的なお付き合いはしないと伝える。三月十七日。児玉さまよりネクタイが郵送で届いたが、パラリーガルに返却させる。配達記録で児玉さまの家に配達されたのを確認」

　うわ、さすが弁護士。

「な、なによこれ」

「なにって、児玉さまとのやり取りです。個人的な情報は出したくありませんでしたので婚約も黙っておりましたが、さすがに私も我慢の限界でして」

　八木沢さんは我慢の限界なんて言いながら、実ににこやか。音声をミュートにしたら楽しい話をしているようにしか見えない。

「ここで引いていただけると幸いです。一応、私もその道のプロですし、この事務所には私なんて足元にも及ばない重鎮弁護士もおります。婚約者を侮辱したり危害を加えたりするようなことがあれば、訴訟を起こして勝たせていただきますが」

　言い換えれば、〝素直に引き下がらなければ訴訟を起こす。悪いけど勝たせてもらうよ〟ということだ。

　さわやかな笑顔とは裏腹に、内容には威圧感がある。いや、若干脅しのような……。

〝友人の八木沢さん〟じゃなくても、脅してるじゃない。

「な……」

「児玉さま。たしかに違法金利を吹っかけて借金のあっせんをした業者には問題がありますが、贅沢を続けているとまた首が回らなくなりますよ」

　あれ、お金持ちそうに見えたのにまさかの借金？

「こ、これはあなたのために……」

「私、ブランド物を身につけてくださいと依頼しましたでしょうか？　何月何日に？」

　弁護士に話術で勝とうとするのは無謀だ。

　八木沢さんを見ていると痛切に感じる。

「それは……」

　勢いがなくなった児玉さんは、唇を噛みしめてうつむいた。

「私は彼女と結婚しますので、残念ながら児玉さんのお気持ちにはお応えできません。ですが、お手伝いさせていただいた依頼人の方には幸せになっていただきたいんです。どうか、わかってください」

　脅しのような言葉を口にしておいて、王子さまスマイル。絶対に腹黒だと思う、この人。

「わ、わかりました」

　拍子抜けするほどあっさり納得した児玉さんは、肩を落としたまま部屋を出ていった。

「八木沢さん!?」

　彼女の足音が遠ざかっていくのを確認してから、八木沢さんに詰め寄る。

　弁護料が婚約者のふりだなんて聞いてない。

「言っておくが、触れたのはセクハラではないぞ」

「弁護料なんでしょ？」

「わかってるじゃないか」

　児玉さんの前でとはまるで口調が違う彼は、鼻で笑っている。

　ノックの音がしたと思ったら、今度は九条さんが入ってきた。

「婚約おめでとう」

「助けろよ」

「弁護料払ってもらってないから無理」

　このふたり、似た者同士かも。

「もう、私は失礼します！」

　示談まで導いてもらったのに、あまりに理解できない八木沢さんの行動に、顔が険しくなる。

　出ていこうとすると、彼に腕を引かれて止められた。

「まあ、待て」

「あの人、このまま引き下がるとは思えない」

　九条さんが腕組みをしてしみじみ漏らす。

「だろうな。多分、俺の一時の気の迷いだとかなんとか考えて、態勢を整えて出直してくるだろう」

　素直に帰ったんじゃないの？

「ま、結婚を早めればいいんじゃないか？　入籍してしまえば、さすがにあきらめるだろ」

　九条さんのとんでもない発言に、あんぐり口を開ける。

　結婚を早める？　なに言ってるの？

「そうするか」

　八木沢さんが私を見て言うので、思いきり顔がゆがんだ。

　この賢い弁護士さんたち、脳みそ溶けかかっているんじゃないだろうか。

　返す言葉も出てこず固まっていると、「それじゃ、お幸せに」と勝手な言葉を吐いた九条さんが出ていった。

「なんなの……」

「なにって、俺と新見さんの結婚についてだろ。あれっ、そういう相手いる？」

「いませんけど……」

　インテリアコーディネーターとして働きだしてから、男性関係はまったくなし。セクハラされて、彼氏はしばらくいらないと思ったのもあるし、仕事に没頭しすぎてそちらに気が回らなかったのもある。

「それなら結婚しよう」

　ロマンチックという言葉とは程遠い、若干投げやりなプロポーズをされて、うれしい人がいる？

「お断りします。失礼します」

　あきれて反論する気にもなれない。示談書の入った封筒をバッグに入れて部屋を出ていこうとしたけれど、スッと八木沢さんが前に立ちふさがった。

「どいてください」

「結婚して俺の部屋に住めば、家賃も光熱費も浮く。なんなら起業のための援助もしよう」

「起業？」

　思わぬ提案に目が大きくなる。

「仕事、見つからないんだろ？　だから、一般の事務職にまで手を広げようとしてる」

　彼はジャケットの内ポケットから、なにかの用紙を取り出した。

「あっ！　どうして持ってるんですか？」

　彼の手からひったくるように取り返す。目ぼしい求人情報を印刷したものだったのだ。

「うちに来たときに落としただろ」

「そうでしたっけ……」

「で、本当にそれでいいのか？　どこでもいいからとりあえず就職して、いつかインテリアコーディネーターに戻ろうとしてるんだろうけど、ブランクがあるとますます仕事がなくなるぞ」

　私が懸念していることをズバリ指摘されて、返す言葉もない。

「インテリアコーディネーターなら事務所を構えなくてもできる。どうも新見さん、人脈はありそうだし」

　人脈……。たしかにいつも見学に行くおかげで、インテリア家具や雑貨のメーカー、そして卸業者には顔が利く。ときには、理想の家具に出会えず特注するケースもあり、腕のいい職人さんも何人か知っている。

　彼と一緒に展示場に行ったとき、お世話になった担当者と話していたのを見ていたのだろう。

「まだ起業するほどの経験が……」

「それじゃあ、あとどれだけ経験を積んだら起業できるんだ？　失敗するかもしれないと腰が引けてるんだろ」

　鋭い指摘に目が泳ぐ。

　その通りだ。起業する人の中には、まったく企業に属したことがない人もいると聞く。私は毎月のお給料を保証してくれるうしろ盾を求めているだけ。

　安定した収入のために、本来やりたいインテリアコーディネーターの仕事をあきらめようとしているなんて、バカかもしれない。

　八木沢さんの言葉のおかげで目が覚めた。

「私……起業、したいです」

「それでこそ新見さんだ。パソコンとプリンターと、あとは特殊なソフトがいるな」

「はい」

　どうして知っているんだろう。

「それ、俺がそろえてやる。出世払いでいい」

「本当ですか！」

　自然と声が大きくなる。

　なんの準備もなく突然無職になったので、特に起業するための貯金があるわけでもない。退職金と示談金でそろえられるが、すぐに仕事が入らなかったら生活できなくなる恐れがあるため、すごくありがたい申し出だ。

「頼れる人脈があるというのは強い。嫌なヤツだったら相手にしてもらえないだろうから、新見さんに信頼があるということだ」

　気にも留めていなかったけれど、ポジティブに考えるとそうかも。

　インテリア部ではよくほかの仲間たちから、あの家具メーカーに口を利いてくれないか？と頼まれて橋渡しをしていた。

　とあるメーカーは、フォレスアートを退職したあとでもカタログを快く分けてくれたし、再就職先の心配までしてもらった。知り合いの事務所に聞いてもらったが空きがなくて、就職は叶わなかったけれど。

「そっか。それが私の強みなのか……」

　今まで、クライアントをうならせるようなコーディネートができるかどうかが勝負だとしか考えていなかった。だから、まだ経験が浅い私では起業なんて夢のまた夢だと思っていた。もちろん、コーディネートの質を高める必要はあるけれど、予算に合わせてあの家具がいい、このカーテンがいいと思いつく力や、実際にそれをそろえられる力も必要だ。

「あとは、うまくいかなくても諦めない根性。それはあるみたいだし」

「でも私、逃げましたよ」

　会社や園田部長たちを相手に訴訟を起こそうとしたことを指していると思ったのでそう返すと、彼は首を横に振る。

「普通は闘おうとはしない。それに、逃げたのは正しい判断だった」

　嫌みのひとつでも食らうかと思ったのに、励ましてくれているようだ。

「はい。でも、いい結果にたどり着いたのは八木沢さんのおかげです」

「だな。だから結婚しよう」

「は？」

　話が堂々巡りだ。

「児玉さんにずっと付きまとわれていて業務に支障が出ている。ここは結婚でとどめを刺して、通常の生活に戻りたい」

「そんな、最終兵器みたいじゃないですか、私」

　思ったことを漏らすと、彼は肩を震わせる。

「そ、最終兵器。その代わり、起業できるだけの資金は俺が用意する。俺のマンションを拠点にして働けばいい」

　正直、起業できるなんて、今すぐに飛びつきたいほど魅力的な条件だ。

　でも、結婚だよ？

「八木沢さん、私なんかと結婚したら後悔するんじゃないですか？」

　大体あんなマンションに住めるような稼げる弁護士なのだから、いくらでも手を挙げる女性はいるはずだ。児玉さんはお断りしたとしても。

　尋ねると、彼はキリリとした表情になり私をまっすぐ見つめる。

　な、なに？

　絡まる視線が熱くて動けない。

　私にさらに近づいた彼は、耳元で話し始める。

「七緒となら、後悔しない」

　甘いため息交じりの声で、しかもいきなり下の名前で呼ばれたせいで、心臓が口から飛び出してきそうなくらいに暴れだした。

「俺と、結婚してくれ」

　本気のプロポーズ？

「え……」

「七緒は俺と結婚するのは嫌？」

「嫌じゃ、ないですけど……」

　毒舌のせいでカチンとくることはあれど、八木沢さんのことは嫌いじゃない。いや、ふたりで過ごす時間が心地よくて、正直あこがれている。毎週、よくこんなに散らかせるなとため息の嵐ではあるけれど。

　ためらいながら答えると、離れた彼はにやりと笑った。

「それじゃ、決まり。俺、今日は遅くなるから先に帰ってろ。引っ越しはおいおいするが、とりあえず必要なものは持ってこい」

　彼は内ポケットからマンションのカードキーを取り出して、私に差し出す。

「ちょっと待って……」

　結婚って、そんなに簡単に決めるものなの？

「今さら取り消させないぞ」

　彼はもう一度内ポケットに手を入れ、ボールペンを取り出した……と思ったら。

『七緒は俺と結婚するのは嫌？』

『嫌じゃ、ないですけど……』

　彼がなにか操作をすると、私たちの声が流れる。

「なにこれ？」

「ボイスレコーダー。商売道具のひとつだな。七緒は結婚を承諾したんだ」

「なにして……！」

　なんで録音なんてしてるの？

　慌てて奪おうとするも、背の高い彼に手を上げられたら敵わない。

「証拠集めは重要だと話しただろ」

「それとこれとは別でしょう？」

「なにが別なんだ。とにかく結婚は決まった。家事は分担してもいいけど、俺、カップラーメンしか作れないから。あと片づけも苦手」

「知ってます」

　今さらでしょ。

「追加の食費な。入籍したら七緒名義のカード作るから。俺、ニンジン嫌いだからよろしく」

　八木沢さんは私の手に一万円札を三枚握らせる。

　それは食事にニンジンを入れるなと言っているの？　ニンジン三昧にしてあげるわ！

「あ、まずい。もう出るから。それじゃ」

「えっ、待っ……嘘……」

　彼は腕時計を確認して、慌ただしく出ていってしまった。




　二時間後。

「私、なんで素直に……」

　八木沢さんのマンションでハッと我に返る。

　近所のスーパーで夕飯の買い物をして、大好きなカッシーヌのソファに座っていた。

「ソファに座りたかっただけだから」

　言い訳を口に出す。

　リビングのコーディネート案はほとんどまとまっている。何度も八木沢さんにダメ出しを食らい最終的に決定できないでいるのだが、仕事を終える前に結婚というわけのわからない状態になってしまった。

「ありえないって」

　人生初のプロポーズに、正直、ちょっと舞い上がっているところもある。しかも、ひそかにあこがれていた人からの求婚なのだ。

　違う……。人生初じゃないかもしれない。

　私はふと『付き合う？　結婚でもいいけど』と八木沢さんに言われたのを思い出した。

　あのときは絶対に冗談だと思ったけれど、もしかして本気だった？

　ううん、起業資金をぶら下げられた愛もへったくれもないプロポーズよ、これは。

　急に動揺が激しくなり、鼓動が勢いを増してくる。

　なんなのよ、もう！　本気なのか冗談なのか、どっちなの？

「ご飯作ろ……」

　もうなにを考えたらいいのかわからなくなり、とにかく食事を作ろうと広いキッチンに向かった。










彼女に完落ち　Ｓｉｄｅ彬




　七緒に出会ってから少し変だ。

　今まで女と付き合ったことがないとは言わないが、愛をささやくなんて行為をした覚えがない。

　どちらかというと相手が俺にのめり込む感じで、デートのあと別れた瞬間にもう会いたいとか、スマホを手にしてつい電話番号を表示してしまうとか、そんな経験一度もなかった。

　でも、七緒は違う。ちょっとした用でメッセージを送ったり、七緒からなにかしらの連絡が入ると、なんとか会えるように画策したりしている自分がいるのだ。

　これまでは、デートも素っ気なかったに違いない。デートコースなんていつも適当で行き当たりばったり。会話も弾んでいたとは言い難い。

　そのうち、女のほうが耐えられなくなって離れていくパターンばかり。かといって、別れたダメージもまったくなく、淡々と仕事をこなす毎日だった。

　それなのに、七緒をマンションに招くようになってから、どうしたらもう少しいてくれるだろうかと考え、いつも以上に散らかしてみたり、彼女が喜びそうな場所はどこだろうと家具メーカーの展示場やインテリアショップを検索したり……。

　最初は必死になっている自分が信じられなかった。

　でも、もうとうの昔に彼女に落ちていたのだ。多分、彼女が自分が傷つくのもいとわず後輩の盾になろうとしていると知ったあのときから。

　弁護料を口実に七緒を家に呼んで同じ時間を過ごすうちに、ますます彼女にのめり込んだ。くだらない会話が弾むのが楽しくてたまらない。誰かと一緒にいるのが心地いいなんて初めての経験だった。

　しかも、仕事に真剣に取り組む様子は感心するほどで、いい刺激を受けている。業種は異なるが、彼女も俺もクライアントのために最善を尽くすという点は同じなのだ。

　一時期は生気のない顔をしていた七緒が笑っているのがうれしくて、この笑顔を守ってやりたいと強く思い、プロポーズまでした。

　ところが、大失敗。完全に冗談だと思われてしまった。

　しかし、この熱い気持ちをどう伝えたらいいのかわからない。照れくささもあって、素直に「愛してる」なんて言えなかった。

　長くひとりで生きてきたせいか、どうも他人とのかかわり方がよくわからない。相手がクライアントなら難なく対応できるのだが、プライベートではからっきしダメだ。




　二度目のプロポーズをした今日は、七緒にカードキーを渡したというのに、依頼人との打ち合わせが長引いて遅くなってしまった。

　腕時計の針は、二十時半を示している。

　マンションのエントランスで緊張しながら自分の部屋のチャイムを鳴らすのは、初めての経験だ。七緒はいるだろうか。

　すぐに『はい』という応答があり、不覚にも頬が緩む。しかし平然とした顔を作って「俺だ」と対応してエレベーターに乗った。

　部屋では、待ち構えていたように彼女がドアを開けてくれる。心なしか頬を赤く染めた彼女は、俺から目を逸らした。

　俺の指示通りにここに来ておいて照れているのか？　かわいいヤツだ。

「素直じゃないか」

「私がカギを持ってるんですから、いないと部屋に入れないでしょ？」

「入れるけど？」

　素知らぬ顔でポケットからもう一枚のカードキーを出すと、彼女はあんぐり口を開けている。いちいち表情が豊かで見ていると飽きない。

　部屋の奥からいい香りが漂ってくる。これまた指示通り、夕飯を作ってくれたのだろう。

「いいにおいがするな」

　俺はスタスタとリビングに入っていき、フライパンを覗き込んだ。

　ハンバーグか……。俺の好物じゃないか。

　一度作ってくれたことがあるが、あまりのうまさにがっついてしまった。これからいつでも食べられると思うと、にやけそうになる。

「着替えてくる」

「あのっ……」

　帰ると言いだされては困る。彼女になにもしゃべらせないように、そそくさとベッドルームに向かった。

　Ｔシャツにジャージのズボン。こんな姿、七緒にしか見せたことがない。

〝弁護士、八木沢彬〟という仮面は思いのほか重い。事務所でも気心の知れた九条と、おそらくそのうちにくっつくだろう五十嵐の前以外では、真面目でお堅い弁護士の顔をしている。

　だからか家に帰ると気が抜けてしまい、なにもする気になれない。こういう姿を見せるのが嫌で、今まで付き合ってきた女をこの部屋に入れたこともない。

　一方、七緒は最初から百面相だった。

　ひとりで悩んで眉間にしわを寄せ、理不尽なパワハラに無意識に涙を流し、でも後輩を守りたいと顔を真っ赤にして訴えてくる姿を見ていたら、弁護士としての威厳とかどうでもいいんじゃないかと思えた。

　そしてこの子の笑顔を取り戻してやりたいなんて、柄にもなく無償で力を貸してしまった。

　いや、俺が手を貸したのは別の理由もある。

　きっとあのとき――七緒みたいな人間が近くにいれば結果は違ったのに。

　そう思ったら、彼女の苦しみが他人事でなくなったのだ。

　他人の厄介ごとにあえて首をつっこむ人間は少ないし、最初は味方の顔をしていても、自分に火の粉が降りかかるとわかると、サーッと潮が引くようにいなくなるのが普通だ。

　それなのに七緒は、傷だらけになりながら後輩を守ろうとしていた。

　セクハラを働く上司に真っ向勝負を挑むなんて、弁護士からしたら最高にまずいやり方だ。しかし一方で、やるなと思ったのも否定しない。

　ただ、心の中で「勝てよ」と叫びながら、「手を引け」と言いたくなる自分もいた。セクハラやパワハラの訴訟で、さらに傷ついた依頼人を何人も見てきたからだ。

　泣くくらいなら逃げたほうがいいと思い、あえて弁護料が高くつくことも話した。

　でも、上司の理不尽な行為と闘いたいという七緒の強い正義感は、弁護士としての俺のなにかに火をつけた。

　彼女を助けたい。一緒に闘いたい。

　こんな熱い想いが滾たぎるのは久しぶりだった。

　だが、客観的な証拠が少なく、なかなか難しいケースだと思ったのも事実だ。

　彼女の話しぶりを聞いていると、周囲の同僚は彼女に有利な証言をしてくれそうではあった。けれども、友人や同僚の証言しかないのは証拠としてはかなり弱い。それに、民事訴訟法百八十一条一項に、〝裁判所は、当事者が申し出た証拠で必要でないと認めるものは、取り調べることを要しない〟とあり、必ずしも証人尋問が認められるわけではないのだ。

　民事訴訟に持ち込んでも、完全勝訴とはいかないかもしれないと感じた俺は、彼女の友人を演じることにしたのだった。

　七緒と会話を交わせば交わすほど、彼女のまっすぐで清らかな心に惹かれていった。

　それにしても、必死だよな、俺。

　仕事を失った彼女に、自宅のコーディネートを頼んだ自分が信じられなかった。それなりの家具をそろえているので不満はなかったし、なにより自分以外の人間を部屋に入れるなんて、それまでの俺にはありえない行為だったからだ。

　しかし、示談書を交わしたら彼女との縁が切れてしまうと思ったら、弁護料の代わりにと引き止めていた。

　俺の気持ちにまったく気づく様子もない七緒は、指示通りせっせと通い、俺の世話を焼く。さすがに休日には自分で洗濯もしていたが、彼女に甘えるのが楽しくてわざと脱いだものを放置しておくなんて、まるで子供だ。

　自分が浮かれているのがおかしいが、七緒と過ごす時間が心地いいのだから仕方がない。

　再びリビングに戻ると、テーブルにハンバーグが並んでいる。

　さすがはインテリアコーディネーター。テーブルコーディネートもセンスがあり、まるでレストランのようだ。

「これどうした？」

「さっき、百円ショップに寄ったら素敵だなと思って」

「百円？」

「はい、全部」

　淡いブルーの切子のようなグラスの中にはキャンドルが灯されている。リネンのランチョンマットの上にカッティングボード。そしてその上に置かれた皿には、メインディッシュのハンバーグと温野菜。さらにはバスケットに盛りつけられたガーリックパン。ほかにはスープ。

「食器はお高いものばかりですけど、必要最小限のものしかないし、テーブルが寂しいなと思って。あっ、でもせっかく高級品でそろえてあるのにチープさが出ちゃいますね。すみません……」

　俺は感動を覚えているのに、なんで謝っているんだろう。

「七緒。やっぱり起業しろ。これだけの腕があるんだから絶対に成功する」

　このリビングのコーディネートをあれこれ注文を付けてわざと引き延ばしていたため、彼女が作った部屋を目の当たりにしたことがない。でも、テーブルだけでもこれほどセンスよく飾れるのだから、その能力は間違いないはずだ。

「ほんとですか？　お世辞でもうれしい」

「人脈があるだけじゃなさそうだ」

「え？　才能はないと思ってました？」

　思ってはいない。彼女の描くパースはなかなか雰囲気のよいものだったからだ。

「どうかな」

　適当に濁すと、「えー」と口をとがらせる。この反応がかわいいからいじめたくなると彼女は知らない。

「あのっ、でも結婚……」

「腹減ったんだよ。とにかく食わせてくれ」

　結婚の話はあとだ。逃がすつもりはないのだから、ゆっくり話せばいい。それに、こんなにうまそうな料理をお預けなんて拷問だ。

「わかり、ました」

「いただきます」

　しっかり手を合わせてから食べるのは、幼い頃からの習慣だ。今でこそタワーマンションに住み贅沢ができるようになったが、経済的に苦しい時期もあったため、好きなものを好きなだけ食べられるということへの感謝がある。

　まずはハンバーグ。ナイフを入れるとあふれてくる肉汁をソースと絡めて口に運ぶ。

　七緒は俺の反応をじっと見ている。いつもそうなのだが、うまいに決まっているだろう？

　でも、うまいと言うのがなんとなく照れくさくて、黙って口に運び続ける。

　温野菜にはニンジンは入っていない。ちゃんとリクエストを聞いてくれるんだな。

　ガーリックパンを食べたあとはポタージュスープ。これも口当たりがよくて、いくらでも飲めそうだ。

「どう、ですか？」

　いつも反応を気にしている七緒だが、俺に尋ねてきたのは初めてだ。よほど気になっているのだろうと、素直に「うまいよ」と答えた。

「でしょー」

　あれ？　謙虚に喜ぶかと思いきや、したり顔。そして次に口にした彼女の言葉で、その顔の意味を知ることになる。

「ニンジン、たっぷり入れておきましたもん」

「ニ……」

　やられた。まさかスープに入っているとは。外食で出てきたら仕方なく噛まずに飲み込むほど苦手なのに、これならいくらでも食べられる。

　七緒は肩を震わせて笑いをかみ殺している。あんなにつらそうにしていた彼女が、俺の前で頬を緩めているのがうれしい。

「嫌いだって言っただろ」

「うまいよって聞こえましたけどね、さっき。あっ、スープのお代わりありますけどいらないですね」

「いる」

　俺が即答すると彼女は噴き出した。

　スープもしっかりお代わりして食器が空になった頃、七緒のスマホが鳴りだした。

「すみません」

　バッグの中から取り出して廊下に出ていく。

　こんな時間に誰だろう。

　しばらくヒソヒソ話していたが、その内容までは聞こえてこない。気になって聞き耳を立てたいのをぐっとこらえて、食器をシンクに運んだ。食べたまま放置しないでといつも七緒に叱られるからだ。

　五分ほど経っただろうか。戻ってきた彼女が瞳を潤ませているので驚く。

「どうした？　なにがあった？」

　焦った俺は彼女の肩に手を置き、顔を覗き込んだ。

「尾崎さんが……」

　尾崎って、彼女がかばった後輩の名だ。

「まさか、またセクハラ――」

「違うんです。セクハラもなくなって元気に働いてます。彼女、セクハラで苦しんでいる間、彼氏に捨てられるんじゃないかと悩んでて……。でも、結婚が決まったって」

　は？　まさか、うれし涙？

　一気に気が抜ける。

　後輩の結婚をそこまで喜んでやれる七緒の素直さがやはり愛おしい。

　仕事柄、人間の汚れた部分をまともに見てしまうからか、これほど純粋でまっすぐな人間がどれほど貴重かわかっている。そして、完全に心を奪われているのは認めざるを得ない。

「そっか。よかったな」

「はい」

　今にも涙がこぼれそうなほど瞳が潤んでいるのに満面の笑み。たまらなくなった俺は、彼女を抱き寄せた。

「えっ……」

「まったく。お前だって結婚するんだぞ」

　俺、さっき二度目のプロポーズをしたんだけど、忘れられてる？

　七緒の存在は児玉さんから逃れるのにもってこいではあった。でも、あのときチャンスだと思ったのは、ストーキングをやめさせられるからではなく、七緒との結婚のきっかけにできるからだった。

　一度目のプロポーズを『結婚詐欺』と軽くスルーされた俺は、弁護料だとか起業資金を出すからとか、自分でも驚くほど必死にあれこれ条件を提示した。今思えばスマートさのかけらもないが、どんな手を使ってでも七緒にイエスと言わせたかったのだ。

「その話ですけど……」

「なに？」

　彼女は俺の胸を押して離れようとするが、放してなんてやらない。いっそう腕の力を強めると、あきらめたようで抵抗しなくなった。

「冗談、ですよね。弁護料はなんとか払えるように努力しますし、起業も自分で頑張って――」

「七緒は俺が嫌い？」

「えっ？」

　彼女の発言を遮り尋ねると、微動だにしなくなった。これはどういう反応なのだろう。

「なあ、嫌いなの？」

　自分で尋ねておいて、答えを聞くのが怖い。嫌いだとはっきり言われても手放したくない。いや、手放せない。

「……嫌いじゃないです。嫌いじゃないから困ってるんです！」

　今、なんて言った？

「八木沢さんは児玉さんから逃げたいんですよね。だから私と結婚すると言いだしたんでしょ。でも私は……。私は、八木沢さんのことが――」

　その先は、俺に言わせろ。

　七緒の口を指で押さえて制したあと、彼女を壁に追いつめる。

　目を真ん丸にして俺を見上げてくる七緒に、今すぐキスしたい。

「あんなの、口実に決まってるだろ。俺は七緒が好きだ。好きだから俺のものにしたい」

　まっすぐ目を見て伝えると、彼女は無意識なのか俺の腕を強くつかんできた。

「ほんと、に？」

「こんなこと、冗談で言えるか。結婚しよう」

「八木沢さん……」

　彼女の大きな目から涙があふれ出した。

　いちいち感情が大きく揺れ動く彼女が、かわいくてたまらない。

　どんな厳しい訴訟でもポーカーフェイス。たとえ窮地に陥っても、動揺を見せては相手の思うつぼ。笑いたくもないのに笑みを浮かべて余裕を示し、精神的に優位に立たなければならない。そんなことを繰り返していると、自分の感情がよくわからなくなる。

　だからか、彼女のように泣いたり笑ったりと忙しいのがうらやましくもあり、魅力的だった。

　七緒と出会ってから、俺自身の心も激しく揺れるようになった。彼女をどうしても手に入れたいと必死に画策したのがいい例だ。

　少し前の俺なら、そんなみっともないことはできないと行動に移さなかっただろう。その行動が正しかったかどうかは置いておいて。

「俺がお前を幸せにする」

「……はい」

　彼女の返事が聞こえた瞬間、桜色の唇をふさいだ。

　長いキスのあと七緒から離れると、わずかに頬を上気させた彼女は、とろんとした目で俺を見つめる。

　たまんない。

　七緒がこんな女の顔を持っていたなんて知らなかった。

　ゆっくり進もうと思っていたのに、我慢できないじゃないか。

　七緒を抱き上げると、彼女は目を白黒させている。

「えぇっ、なに？」

「なにって、ここでシたい？」

　そんな顔を見せておいて拒否するのか？

「なっ……。無理です」

「なんで無理？」

「だって、心の準備が……」

　そんなもの待ってられるか。

　激しく動揺している七緒を寝室まで運びベッドに下ろすと、彼女は小刻みに首を横に振る。

「三秒で準備しろ」

「できるわけな――」

「一、二――」

「ちょっ……」

　ついさっきまで誘うような表情をしていたのに、七緒はカチカチに固まっている。

　なんだよ、面白すぎるだろ。

　こうして感情をストレートに出して慌てふためく姿もかわいい。まあ、どんな彼女でも、結局は愛おしいんだが。

「俺のものになるんだろ？」

　彼女の唇に指を這わせながら尋ねると、透き通るような瞳で俺を見つめてくる。

　抵抗しているくせしてその顔は反則だ。今すぐにでもつながりたくなる。

「わ、私……セクハラされてから男の人と付き合ってなくて。そのっ……」

　視線を外した七緒が、頬を真っ赤にして言う。

「こうして触れられるのは怖い？」

「怖くない。八木沢さんなら、大丈夫」

　煽あおってるのか？

「それなら心配いらない。優しくする」

　彼女の額に唇を押しつけると、耳まで赤く染まった。

　初めて彼女の姿を見かけたときは気の強い女だと思ったが、この程度で照れるなんて、かわいがり甲斐がありそうだ。

「怖かったら言え」

　コクコクうなずく七緒にもう一度唇を重ねると、彼女の体からこわばりが消えていくのがわかる。

「あっ……」

　首筋に舌を這わせるだけで、艶めかしくも甘いため息が彼女の口から漏れる。本人はおそらく無自覚だろうが、とんでもない色気を放っている。

　普段はサバサバしているように見えるが、実はふとした瞬間に向けられる視線はどことなく色っぽくて、ぐっとくる。

　それに気の強さを感じさせる行動をとるのに、一方で脆もろく、なんとかしてやりたいと心をくすぐられる。

　そのギャップが男にはたまらないのだと、きっと気づいてはいないだろう。

　社会生活において、男女はその性差で区別されることなく平等に扱われるべきだ。俺もその意見に賛同するが、こういう瞬間は男と女でよかったと思う。好きな女を思う存分この手で啼なかせたい。

「んっ……」

　必死に声を我慢しているように見える七緒に容赦なく愛撫を繰り返す。夢中になって舌を絡め合いながら胸の先端に触れると、彼女は俺の腕を強く握ってきた。

「ここ、感じるんだ」

「違っ……」

「嘘つき」

　耳元でささやいたあと、今度は耳じ朶だを唇で食はんだ。

「あぁ……っ」

　すると観念したように甘い声をあげ、「八木沢さん」と優しい声で俺を求める。

「結婚するんだぞ。八木沢さんはないだろ。俺は彬だ」

　少しイジワルしたくなるのは、彼女の恥ずかしそうな顔がたまらなく刺激的だからだ。

「だって……」

「だって、なに？　呼んでみて」

「無理」

　無理ばかりだな。言わないなら、言わせてやるまで。

「ふーん。余裕だな」

　余裕がないのは俺のほうだが、それを隠して彼女の白い肌に指を這わせる。

「あぁっ、ダメッ」

　もうすっかり濡れそぼったそこに指を這わせると、ガクガク体を震わせて強くしがみついてきた。

「呼ばないとここでやめるぞ」

　早く呼べよ。もう、俺が待てない。

「イヤッ。……あ、彬、さん」

　まずい。にやける。

　彬と呼ばれたのもそうだが、やめてほしくないということだろう？

「七緒」

　俺はもう一度彼女の名を呼び、深いキスをしながらひとつになった。

「あぁぁ……っ」

　情欲を纏った甘い声をあげながら髪を振り乱して悶える七緒が官能的で、ますます感情を煽られる。

　ずっと男がいなかったという彼女を余裕でリードしようと思っていたのに、まったく無理。俺のほうが夢中になり、優しくするつもりが激しくなってしまった。

「七緒、好きだ……」

　俺はこんな愛の言葉を何度も吐くような人間ではなかったのに。七緒にはどうしても伝えたい。

「彬さん……好き」

　七緒の口からこぼれた『好き』が胸にずどんと突き刺さる。

　恍惚の表情を浮かべる彼女は、俺をまっすぐに見つめてなぜか瞳を潤ませた。

　まずい。激しすぎたか？

「つらいのか？」

「ううん。彬さんに出会えてよかった。助けてもらえなければ、今頃、ボロボロになってたかもしれないんだもの」

「七緒……」

　俺が無償で動いていると知った九条にはさんざん笑われた。普段はどんな些細な相談でも、きっちり相談料を請求するからだ。

　けれど、後輩をセクハラから守るために、みずからがパワハラの標的になろうとも必死に闘おうとした彼女だから助けたくなった。いや、一緒に闘いたくなったのだ。

「一生俺が守るから」

「……うん」

　彼女は俺の首のうしろに腕を回して密着してくる。

　煽るなって。もう限界なんだから。

「んっ、あぁ……あーっ」

　夢中になって腰を送り続けていると、悩ましげな表情の七緒は、ほんのりピンクに染まった体をのけぞらせた。そしてその瞬間、俺も欲を放った。

　その晩は三度も体を重ねた。二度目は続けざまにベッドで。三度目はシャワーを浴びる彼女を襲うように。

　こんなに我慢が利かない自分に苦笑しつつ、『煽るお前が悪い』なんて勝手な発言をしておいた。不貞腐れる彼女もかわいいからだ。

　くたくたになって俺の腕の中で眠る七緒。興奮冷めやらぬ俺は眠れず、こっそり彼女の寝顔を観察していた。

　まさか、こんなにのめり込むとは。

　俺にはしなければならないことがある。だから、妻という特別な存在を作る気がなかった。目的達成のために、大切な人を犠牲にしたくはないからだ。

　一生ひとりで生きていくつもりだったのに、ほかの男と微笑み合う七緒を想像したら自分でも驚くような嫉妬が湧いてきて、夫婦の契りを交わして一生一緒にいたいと強く願った。

　犠牲になんてしない。俺が必ず守る。

　俺にそう決意させた七緒は、最高の女だ。

　俺を振り回すのはお前だけだよ、七緒。

　彼女への愛があふれそうになり思いきり抱きしめると、「ん……」と反応したが深く眠っているようで起きる気配はない。

「お前は俺のものだ。逃がさないぞ」

　俺は七緒の額にキスを落としてからまぶたを閉じた。




　翌朝。目覚めると隣に七緒の姿がなくて焦る。

　あれは夢だったのか？　いや、この手に彼女の柔らかな乳房の感覚が残っているから現実だ。

　もしかして帰った？

　短パンだけはいてリビングに向かうと、ドアを開けた瞬間いい香りが漂ってきて、フライ返しを持った七緒が振り返った。

「おはようございます。朝食、食べますよね？」

「うん。サンキュ」

　いつも朝はコーヒーで済ませるのだが、彼女が作ったものならなんでも食べたい。

　それにしても、平静を装っているくせして目を合わせないようにしているのがおかしくて、噴き出しそうになった。

　照れくさいんだろうな。

　再び調理を始めた彼女にそっと近づき、うしろから抱きしめる。

「キャッ」

「なんでそんなに驚いてるんだよ」

「あ、危ないですから」

　つい数時間前、あんなに乱れていたのに、これくらいのことで耳まで真っ赤にするなんて。

　俺はすぐさま火を止め、彼女をクルッと回して唇を奪う。

「なぁ、すぐにでも引っ越してこい」

「で、でも……」

　プロポーズを受け入れたんだろう？　なにをためらうことがあるんだ。

「全部、七緒の好きなようにコーディネートしていい。リビングだけじゃなく、寝室もほかの部屋も」

　むしろそうしてほしい。

「本当ですか？　だけど、もう十分いい家具がそろってるから、配置を変えたり足したりするだけでよさそうです。あのベッド、『ヴェリナ』のものですよね」

　たしかに、イタリアのベッドを得意とする家具メーカーのものだが……。

「お前、仕事熱心なのはいいけど、俺よりベッドばかり見てたのか？」

　夢中だったのは、俺ではなくてベッドにだったというオチじゃないだろうな。

「ち、違いますよ。ベッドは今朝気がついただけで、昨日は彬さんのことばかり……」

　ハッとして口をつぐむ七緒だが、もう遅い。聞いたからな。

「俺のことばかりどうした？」

　やっぱりからかいたくなるのは、しどろもどろになる彼女がかわいくてたまらないからだ。

「なんでもありません」

「あっ、そう。やっぱりベッドに夢中だったんだな」

「違いますって！　彬さんにです！　……あっ」

　勢い余って本音を漏らす七緒は、沸騰しそうなくらい顔を真っ赤にしてうつむく。

「俺も夢中だったよ。七緒に」

　柄にもないが、彼女には伝えたくなる。

「だから、引っ越してこい」

「はい」

　今度は素直にうなずいた彼女を強く抱きしめた。










かわいい嫉妬




　彬さんのマンションから一旦自分のアパートに帰ったものの、にやけながらベッドに腰かけているだけでなにもできない。

『七緒が好きだ』と告白されたときの彼の真剣な顔を思い出しては、うれしさと恥ずかしさに悶絶している。

　その前に二度もプロポーズされていたわけだが、絶対に冗談だと思っていた。一度目は軽かったし、二度目は児玉さんから逃れるために、偽の婚約者に仕立てられたのだとばかり。

　しかしどちらも本気のプロポーズだったらしく、難しい法律用語はスラスラ出てくるのに、あまりに不器用な彬さんがかわいらしく思えた。

　いやでも、あれじゃあわからないでしょう、普通。

「大丈夫かな、私」

　長く付き合った末の結婚ではないため、まだ彬さんのことをよく知らない。

　下川部長を追いつめたときの視線は鋭く、相手にまったく隙を与えない優秀な弁護士の片鱗を見せつけられた。

　外ではビシッと整った服装をしているくせして、部屋の中は散らかり放題。だらしがない人の典型のよう。

　そこに母性をくすぐられてしまったような気がしなくもないのだけれど、「まったくもう！」と言いながら、世話を焼くのは嫌ではなかった。

　ちょっとイジワルな言葉でいじられるのには困っているが、行動は優しい。友人のふりをして私をパワハラから救ってくれたのもそう。無事に示談書を手にできたのは、完全に彼のおかげだ。

　それだけでなく、起業資金を出してくれるというのもおそらく本気だろう。彼のマンションでパースを描きながら、以前の部長が起業した話をして、いつか自分も独立できたらいいなと漏らしたことがあったからだ。本気でできるとは思っていなかったけれど。

　甘えてばかりでいいのかな。

　彼のマンションに転がり込んでも、家賃も生活費も私に払わせるつもりはないように見える。

　結婚して夫の扶養に入る妻は珍しくない。でも、無職で仕事が見つからないこのタイミングだと申し訳なくなる。

　インテリアコーディネーターとして独立できるなんて、これを逃したらもう二度とチャンスはないかもしれないが、本当に資金を出してもらってもいいのだろうか。

　考えれば考えるほど、自分がお荷物のような気がしてきた。

　でも、あこがれの人からプロポーズされたのに断るという選択肢もなく、当面彼のマンションで生活できるように、洋服などをバッグに詰め始めた。今朝、彼と別れるときに持ってくるように言われたからだ。

「よし」

　荷物をまとめたものの、ノートパソコンを取り出して立ち上げた。

　本当に彬さんに出資してもらって起業するなら、しっかりとした計画があるべきだ。なにが必要で、それを購入するのにかかる費用はいくらか。仕事をどう進めて、いつくらいまでに利益を上げられる見込みか。

　雇われ社員だった頃は、営業が取ってきた仕事をインテリア部で振り分ければよかった。でも、これからは営業もみずから行わなくてはならない。

　前途多難だけれど、私の心は弾んでいた。

　事業計画書をひたすら書いていると、いつの間にか十八時近くになっていた。

「まずい」

　彬さんのマンションに早めに行って、夕飯を作って待っていようと考えていたのに。

　慌てて家を飛び出し、重い荷物を下げてバスに十五分ほど揺られる。駅で電車に乗り換えて二十分で彬さんのマンションだ。

　彬さんはタクシーで来いと言っていたが、無職の私にそんな贅沢はできない。

　荷物を何度も抱え直しながらようやく彬さんのマンションの前までたどり着き、ホッとしたその瞬間。

「こんばんは」

「あ……。こんばんは」

　作ったような笑顔で私の前に立ちふさがったのは、あの児玉さんだった。相変わらず香水のにおいをプンプンさせて、完璧なメイク。髪はきれいに巻かれていて、このまま合コンに直行できそうな雰囲気だ。

　メイクは最小限で髪も適当に束ねただけという私は、彼女を見て反省した。好きな男性にこれから会うのに、気遣いがなさすぎると。

　それにしても、ここに彬さんが住んでいると知っているの？

「すごい荷物ですね。持ちましょうか？」

「いえっ。とんでもない。大丈夫です」

　親切にされるのがなんとなく怖くて、丁重にお断りした。

「八木沢さんは、まだお帰りじゃないの？」

「えーっと、わかりかねます」

「あら、婚約していらっしゃるのにそんなことも知らないの？　婚約者だなんて嘘でしょ」

　なぜか自信満々の彼女にそう言われ、ドキッとする。

　昨日、彬さんの事務所で彼女と話したときは偽の婚約者だったからだ。

「婚約してますよ」

　でも、その後結婚の約束をしたのだからと、堂々と答えた。

「そう答えろと言われているんでしょう？　ほんと、八木沢さんは優しいんだから。ピンチを救ってもらったのを、私が恋だと勘違いしていると思ってるみたいですけど、大丈夫。そんなことは関係なく、私は八木沢さんが好きなの」

　えぇっ？

　つまり、児玉さんが彬さんを好きなのは、借金から助けてもらったからではないということ？

　彬さんはそれを心配しているわけではなく、単に児玉さんとお付き合いする気がないだけだと思うんだけど。

　でも、私からそうは言えない。

「だから、婚約者のふりなんていらないわ。だいたいあなた、ご自分で八木沢さんにふさわしいとお思いですか？　八木沢さんは私みたいなタイプがお好きなのよ」

　彼女は私を侮辱して鼻で笑う。

　九条さんが『疑似恋愛型は厄介』と話していたけれど、彼女は彬さんが自分に好意があると思い込んでいて、違うと言われても受け入れられないんだ。

　私と結婚するとまで話しているのに、相当自分に自信があるのだろう。

「そうですか。でも、婚約しておりますので」

　冷たいかもしれないが、他に言いようがない。

「八木沢さんが迷惑がっているのに気づいてないの？　あなた、前に勤めていた会社の会議室で上司とはしたない行為をしてクビになったそうね」

　児玉さんの言葉に背筋が凍る。

「違っ、違います。私はなにもしてません」

　残業していたら上司に呼び出されて、ブラウスのボタンを引きちぎられたのは事実だ。必死に抵抗して逃げた姿を何人かに目撃されて、いかがわしい行為をしていたと噂を立てられて退職したのだ。

「そんな女、八木沢さんにふさわしいわけが――」

「そこまでだ」

　あの瞬間を思い出してしまい、頭が真っ白になった私の前に立ちふさがったのは彬さんだ。

　まさか、聞かれた？

「八木沢さん！　ねぇ、ご存じでした？　この人、会社で――」

「うるせぇ、黙れ」

　弁護士の仮面を外した素の彬さんの怒号に驚いたのか、児玉さんは目をぱちくりして固まっている。

「俺はお前には興味がないと言ってんだろ。他人の過去を嗅ぎまわって、くだらないことで優位に立とうとするような下品な女を、好きになるかよ。七緒の過去を調べるのに興信所でも使ったのか？　昨日の今日じゃ、早すぎる。もっと前から七緒の周りを嗅ぎまわっていたな」

　彬さんから衝撃の発言が飛び出して、今度は私が固まった。

　まさか、ストーカーされていたのは彬さんだけじゃなく、私もだったの？

　フォレスアートの退職の件で、何度も彬さんと接触してきた。それを彼女が見ていたのだとしたら、恐ろしすぎる。

「そ、それは……」

　児玉さんの目が泳ぐ。図星だ。

「お前がしているのは、ストーカー行為だ。ストーカー規制法では、特定の者に対する恋愛感情や好意の感情、又はそれが満たされなかったことに対する怨恨の感情から、特定の者や家族等に対する、付きまといや待ち伏せ、名誉毀損などを規制している。まさにこれに当てはまる」

「ち、違います。だって、八木沢さんは私のことがお好きでしょう？」

「嫌いだ」

　きっぱり言いきった彬さんに驚きつつ、彼女の思い込みを覆すにはこれくらいすべきなのかもしれないとも思った。

「き、嫌い？」

「食事の誘いはすべて断っただろ。仕事が終わった今、もう会わないと伝えたはず。それなのに何度も事務所まで来て。なんとか穏便に済ませる方法を探ってきたが、大切な女を傷つけられては黙っていられない」

　思いきり顔が引きつる児玉さんは、なにも言い返してこない。

「そもそもなんでこのマンションがわかった。それも興信所を使ったんだろうけど、あきらかなストーカー行為だ。警察に訴える」

　法律の専門家相手に、法を犯した行動をとった末路なんてわかりきっているはずだ。でも、彼女は彬さんが自分に好意を寄せていると信じ込んでいたのだから、正常な判断がつかなかったのだろう。

　とはいえ、許せるものではない。

「そ、そんな……。八木沢さんが好きなのは――」

「俺の女はコイツだけだ」

　児玉さんの発言を遮った彼は、いきなり私を引き寄せて唇を重ねる。

　人前でなにしてるの？

　焦って彼の胸を押したけれどびくともしない。

　しばらくして彼が離れると、児玉さんが走り去っていくのが見えた。

「嫌な思いをさせて悪かった」

「嫌な？　えっ、キス？」

「は？　キスは嫌じゃないだろ？」

　どうして彬さんが不機嫌なの？

「まずい、駐禁切られる。先に上がってろ」

　彼は私が抱えていた荷物をサッと奪い、近くに停めてあった車に行ってしまった。

　私たちを見つけて飛んできてくれたのだろう。

　車が地下駐車場に入っていくところを見ながら、顔がこわばる。

「知られちゃった……」

　セクハラを受けていたのは告白したけれど、襲われそうになったことまでは話していない。できれば知られたくなかった。

　あれから男性に抱かれるのが怖くなったが、昨晩、彬さんに丁寧に抱いてもらえてちゃんと感じた。緊張したけど、もう過去は乗り越えられたんだと思ったのに、また蒸し返されて気が重い。

　そんなことをボーッと考えながら部屋の前まで行くと、彬さんが追いついてきて私の腰を抱いた。

「ごめんなさい。ご飯を作ろうと思ってたのに遅くなってしまって……」

　もっと言うべきことがあるのに、そんなふうにごまかす。

「デリバリーにしよう。心配ない。大丈夫だ」

　彼は私に視線を送り、今度は頭を引き寄せて子供をあやすようにポンと叩く。

　その『大丈夫』が夕飯を作れていないことではなく、セクハラの件について言われたような気がしたのは考えすぎだろうか。

　玄関に入った瞬間、ふわっと抱きしめられて驚いた。

「本当にごめん。俺が婚約者のふりなんてさせたからだ」

　それはもういい。本当に婚約者になったのだし。

　ただ、過去の話を聞いた彼がどう思ったのかが気になる。

「私……全部話してなくて。ごめんなさい」

「なんで謝る。お前に落ち度などないだろ」

　そう言われて、安堵のあまり涙がこぼれそうになった。

　襲われたあのとき、周囲の人たちは皆、上司が私にセクハラまがいの行為をしていると知っていたくせして、『隙があった新見が悪い』『新見さんも少しは気があったんじゃないの？』と私を追いつめた。

　会議室での一件が引き金となり退職したのは間違いではないが、被害者の自分が責められるという状況に耐えられなかったというのも、退職の大きな理由だ。

　彬さんもあのときの同僚と同じように、私の落ち度だと感じたら……と怖かったけれど、彼は私を信じてくれた。

「……はい」

「苦しいなら吐き出せ。俺はお前の味方だ」

　私の顔を覗き込み、真剣な目で見つめてくる彼にうなずいた。

　それからリビングに移動してソファに並んで座り、私はあのときの状況を正直に告白した。誰にも言えなかった胸のモヤモヤも全部だ。

「クソッ。そのときそばにいたら、ぶん殴ってやったのに」

　弁護士の彼が、〝訴えてやったのに〟ではなく〝ぶん殴ってやったのに〟だったのが意外だったけれど、本気で怒ってくれているのだと伝わってくる。

　しかも、まったく疑うことなく私の言葉を信じてもらえたのは初めてで、彼と出会えてよかったと心から感じた。

「こんな私でも、本当にいいですか？」

「七緒はなにも悪くない。お前、俺の気持ちがそんなに軽いとでも？」

　彼は私に熱い眼差しを注ぎながら尋ねてくる。

「そうじゃないですけど……」

「よーく聞け。俺はお前だから好きになったんだ。七緒でなければ、結婚なんて考えなかった」

「彬さん……」

「七緒はもっと自分に自信を持っていい。この俺が好きになったんだからな」

「はい」

　なかなかの俺さま発言だけど、彼の気持ちがうれしい。それに、世界中の人が私を否定したとしても、彬さんだけ信じてくれればそれでいい。そう思えた。

　彬さんは私に視線を絡ませたまま優しく頬に触れてくる。

　彼に見つめられると呼吸が止まりそうになるから困るのに。

「食事、あとにするぞ」

「ん？」

「先に七緒を食べたくなった」

　彼は返事を聞く前に、私の唇をふさいだ。




　彬さんのマンションに転がり込んでから、半月があっという間に過ぎた。

　最初は緊張気味だった同棲生活もすっかりなじんできて、毎日が楽しい。想像していたよりずっと忙しく走り回っている彬さんは、帰宅が遅くなるのもしばしばだけれど、私はその間起業のための計画案を練ったり、新しい家具の情報収集をしたりしている。

　もちろん、彬さんが散らかす部屋の片付けもしているのだけど。

　土曜の今日は、彬さんも仕事が休みだ。

　昨晩、ベッドで二度も抱かれたからか寝不足気味で、朝寝坊してしまった。

　彼は私のセクハラについて詳しく知ってから、何度も『怖くないか？』と確かめながら進んでくれる。昨日も最初のうちは『大丈夫』と返していたのだけれど、体が完全に溶かされてしまってからは『もっとキスして』とか『強く抱きしめて』とか恥ずかしいことを口走ったような記憶がある。

　朝食を済ませたあと、ダイニングテーブルでこの部屋のパースを完成させようと作業をしていると、ソファに座る彬さんがコーヒーを片手に、私をじっと見ているのに気づいた。

「なんですか？」

「その口が『もっと』とかおねだりするんだなと思って」

　なに言ってるの!?

　事実だけれど、恥ずかしすぎていたたまれない。

「言ってませんよ」

「あれっ、証拠聞きたいんだ」

「え……」

　その発言に青ざめた。まさか……録音してた？

「冗談だ。お前の喘あえぎ声は俺が生で聞く」

「もう、イジワル！」

　不貞腐れて顔をそむけると、彼は歩み寄ってきて隣のイスに座った。

「お前がずっと仕事ばかりしてるから悪い」

「ん？」

「たまには俺も気にしろよ」

　まさか、放置されているのが気に食わなかった？

「ごめんなさい。もう少しだから仕上げたかったんです」

「それじゃあ、お詫びにキスしろ」

「そんな……無理です」

　どれだけハードルを上げるのよ。私からなんてありえない。

「かわいかったな。あの、もっとキスし――」

「あぁっ、わかりました。目、閉じてください」

　しまった。言うんじゃなかった。と思ったけれど、自然と口から出てきた願望なので仕方がない。

　まぶたを下ろした彼に近づき、形のいい唇に思いきってキスをする。少し触れただけで離れたのに後頭部をがっしりとつかまれて再び唇が重なり、彼の舌が入ってきた。

「ん……」

　ダメだ。こういうキスをされると途端に力が抜けて、体がカーッと火照りだしてしまう。

　しばらくして離れた彼は、私の顎に手をかけて持ち上げた。

「そんな物欲しげな顔して。夜まで我慢な」

「は？」

　我慢するのはあなたのほうよ！

　目を点にしていると、彼は「七緒といると飽きない」とクスクス笑う。どうやら、またからかわれたみたいだ。

　でも、せっかくふたりでいるのに彼を放置した私も悪いのかもしれない。パースを描くのをやめて一緒にソファに座った。

「出かけますか？」

「んー。やめておく」

　疲れているからなのか、今日は雨が降っているからなのか。そういえば、雨の日に出かけた記憶がない。まあ、特に用もないのに濡れるのも嫌か。

「それじゃあ、映画でも見ます？」

　提案したけれど、乗ってこない。

「やっぱり、七緒が仕事してるところ見てる」

「嫌なんじゃ？」

　それですねたんでしょう？

「七緒はインテリアについて考えているとき、すごく幸せそうな顔してるから。俺にもそういう顔しろよって思っただけ」

　まさか、仕事に嫉妬してたの？

「ふふふ」

「なに笑ってんだ」

「彬さんって、意外とかわいいんだなと思って」

　本音を漏らすと彼の眉尻が上がるので、しまったと焦る。

　怒った？

「誰に向かってかわいいと言ったんだ？　俺が大人の男だとわかってないんだな」

「キャッ」

　ソファに組み敷かれて目を白黒させる。

「そんなに夜まで待てないのか」

「ま、待てます！」

　あれ？　待てますって……私、とんでもないことを口走ったような。

　私の上の彬さんは、笑いをかみ殺している。

「やっぱり期待してるんだ」

「違いますって。もう！」

　なんだかおかしくて、私も噴き出してしまった。

　結局、私がパースを仕上げるまで、彼は隣で観察していた。

「できた……。これでどうでしょう？」

　今ある家具は生かしつつ、もう少し収納を増やした提案は、自分では結構気に入っている。

「さらに家具を入れるのに、開放感があるのはどうしてだろう」

「それは床が見える面積に左右されるんです。今使っているラグを円形のもう少し小ぶりなものへと変更すると床が見えます。あとは、収納家具も脚つきにすると床が見えるので広く感じます」

　私はパースを指さしながら答えた。

「なるほど」

　といっても、この部屋はもともと十分すぎるほど広いので、そこまで気にしなくてもいいような気がする。

「やっぱり素人が選んだ家具じゃダメだな」

「いえ。家具を明るい色で統一してあるのは大正解なんですよ。黒やダークブラウンでシャープにというのもかっこいいんですけど、置き方を間違えると圧迫感があります。でも明るい色の家具にすると部屋が広く感じるんです。なので、狭い部屋には白やナチュラルブラウンをお薦めしてます」

「色も重要なのか。これでいこう」

　しきりに感心している彼だけど、私よりずっと難しいことを知っているのに。

「やったー。ようやくＯＫが出た」

　この部屋のパースを何枚描いただろう。彼に見せるたびに、『ちょっと違う』と抽象的な言葉で却下され続けてきた。

「ほかに七緒が気に入ってるのがあれば、どれでもいいぞ」

「えっ？」

　どういうこと？

「まだ気づいてないのか？　俺がＯＫを出さなかったのは、お前をここに来させるために決まってるだろ」

「嘘……」

　衝撃の告白に開いた口がふさがらない。

「三つ目のも、なかなかよかったな。まあ、七緒が好きなように変えてくれて構わない」

「彬さん!?」

　今までの私の努力はなんだったの？

　やっぱり悪魔だ、この人。

「お前が悪いだろ」

「なんで私？」

「お前が俺を夢中にさせるから悪い」

　思いがけない言葉に、心臓が大きな音を立てる。

「あとで腰が立たなくなるまで抱いてやるから、許せ」

　彼は私の肩を引き寄せて、耳元で艶っぽくささやく。

　あやうくコクンとうなずきそうになったが、我に返った。

「ごまかされませんよ！」

　鼻息荒く返すと、彼はおかしそうに白い歯を見せた。

　あぁ、こんなくだらない会話ですら楽しい。

「それで、足りない家具は目星をつけてある？」

「はい。とりあえずカタログを取り寄せます。そうだ！」

　昨日完成した、起業のための計画書をすっかり忘れていた。私は部屋の片隅に置いてあったバッグからノートパソコンを取り出し、彼に計画書を見せた。

「なに？」

「やっぱり、これからもインテリアコーディネーターとして働きたいです。だから資金を援助してもらいたくて……」

「それで、わざわざ作ったのか？　こんなことしなくても……」

　彼は私の計画書を見て驚いている。

「これは私の覚悟です。いい加減な気持ちでお金を借りるつもりはありません」

　もしかしたら彬さんは、〝夫婦になるのだから当然〟くらいに思っているのかもしれない。でも、借りたお金を返せなくてもいいやという気持ちがわずかでもあったら、失敗するような気がするのだ。

「俺が投資したかっただけなのにな」

　彼は、楽しそうに計画書を読み進める。最後まで読むと、再び口を開いた。

「いいんじゃないか。でもひとつ付け足してくれ」

「なんですか？」

「顧問弁護士、八木沢彬と。従業員がいるわけじゃないからさほどややこしくはないけど、税務署関係とか各種契約書のひな型とか、知識があったほうがいいだろ。一応専門分野だし、そのくらいは手伝わせてくれ」

　そのあたりはど素人なので、すごく助かる。しかも、彬さんとともに進めるなんてなんだか素敵だ。

「よろしくお願いします」

「うん。七緒」

　急に声のトーンを下げた彼は、真剣な表情で私を見つめる。彼がこういう顔をするときはどうしたって鼓動が速まる。

「いきなりプロポーズして、七緒の気持ちがついてこないんじゃないかと思って待つつもりだったけど……。やっぱりすぐにでも籍を入れよう」

「彬さん……」

　プロポーズを承諾し婚約したものの、彼のほうからアクションがなかったのでただの同棲になっていた。それでも楽しくて満足していたのだけれど、まさか私の気持ちが追いつくまで待とうとしていたとは知らなかった。

「私は、彬さんとすぐにでも結婚したいです」

　彼が正直な気持ちを伝えてくれたのだからと思い、私も明かす。

　まだ同棲を始めて半月しか経っていないけれど、一緒にいると楽しいしとても落ち着く。時々イジワルな言葉であたふたさせられるものの、彼はどんなときも私の味方でいてくれるという安心感が心地よくて、離れたくない。

「ほんと？」

「はい。まだ出会って間もないのに、自分がこんな気持ちになるのが不思議です。でも、彬さんと一緒に歩いていけたらきっと幸せだろうなって」

　結婚は、互いを知り尽くした恋人同士が決断するものだと思っていた。けれど、そんなに待てない。夫婦になってからじっくり互いを知っていくのも悪くないんじゃないかと思うようになった。

　もしかしたら気の合わない部分も出てくるかもしれない。でも、彬さんとならそれすら楽しめる気がするのだ。それより、彼の手を放したらきっと後悔する。

「そうか」

　彼はそうつぶやいたあと、なぜかリビングを出ていき、すぐに戻ってきた。そして私の左手を取り……。

「え……」

　私の薬指に、まばゆいばかりの大きなダイヤが輝く指輪をはめ、手の甲にキスをする。

　婚約指輪？　いつの間に用意したの？

「一生離さないぞ」

「はい」

「愛してる、七緒」

　彼は私を引き寄せて熱い唇を落とした。
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　結婚を決めた俺たちは、七緒の実家へ挨拶に行った。

　どんな法廷でもさほど緊張しないのに、実家の玄関で顔が引きつったのは覚えている。

　けれども、温かく迎えられて『本当に七緒でいいの？』と、逆にお義か母あさんから尋ねられてしまった。

『もちろんです。大切にします』という言葉は、なにも考えずともすらすら出てきた。

　七緒は、二度の退職の理由がセクハラやパワハラだったことは、両親に話していなかった。彼女なりに両親に心配をかけまいと考えた結果だと思ったので、今回の退職も〝インテリアコーディネーターとして独立するため〟と伝えた。

『独立するまでになったんだな』とお義と父うさんがうれしそうにつぶやくのを見て、これでよかったと思っている。

　一方、俺の両親はもうすでに亡くなっている。それを彼女に伝えたら、目が飛び出んばかりに驚いていた。

　幼い頃に親父を亡くし、その数年後にお袋も。それから遠縁の親戚の養子となり、高校卒業までその家で過ごしたのだ。

　肩身が狭かった俺は、その後はひとり立ちして、大学は奨学金で卒業。幸い成績がよかったので、返済は全額免除となり助かった。

　ふたりで婚姻届に署名するときは、柄にもなく感動してしまった。複雑な生い立ちのため家族というもののイメージが湧きにくいが、七緒の幸せを第一に考えようと決意した。

　俺の幼少時代の環境に激しく心を痛めた七緒が、『これからは私が幸せにします』と伝えてくれたとき、どれだけうれしかったか。

　セクハラやパワハラを乗り越えてきた彼女に、俺のほうがかけるべき言葉だったのに。

　俺は彼女に出会えたことに感謝した。




　ふたりで役所に婚姻届を提出したその夜。俺たちは激しく抱き合った。

　最初は恥ずかしそうにしているくせして、七緒はほんの少し触れるだけで艶やかな色気を放ち始める。

　セクハラで嫌な思いをした彼女が、今でもトラウマを抱えているのではないかと心配していたものの、「彬さんなら大丈夫」なんて言うものだから、歯止めが利かなくなる。

「あぁっ……」

　シーツをつかみ悩ましげなため息をつく彼女を、もっと乱れさせたい。

　激しく舌を絡ませ合いながらゆっくり七緒の中に指を進めると、「んっ」と声にならない声を吐き出す彼女は俺にしがみついてきた。

「七緒。ゴム、なしでいい？」

　自分が子を持つ想像なんてしたことがなかった。けれど、彼女との間に誕生する子供を愛したい。ふたりで大切に育てたい。

　自分にそんな感情が湧き起こるのが意外だったが、これも七緒と出会い、誰かと幸福を共有することのうれしさを知ったからのような気がしている。

「はい」

　うっすらと瞳を潤ませる彼女は、にっこり微笑む。

　俺はたまらなくなり、一気に貫いた。

　彼女の体温がダイレクトに伝わってきて、いや、もしかしたらふたりの子ができるかもしれないという喜びのせいで感情が高ぶりすぎて、すぐにでもイキそうになる。

「彬さ……あ、あぁぁーっ」

　俺の背中に軽く爪を立て恍惚の表情を見せる彼女も、同じように感じてくれているとしたらうれしい。

　一旦落ち着くために動きを止めると、七緒はギューッとつかまってきた。

「どうした？」

「彬さん……幸せ」

　彼女の口から飛び出した言葉に、胸が熱くなる。

「この程度でなに言ってるんだ。もっと幸せにしてやる」

「はい。……好き」

　普段はこんな言葉は絶対に口にしないくせして、こうしてつながっているときは大胆になる。そのギャップがたまらないのだと、七緒は気づいているだろうか。

「俺も好きだ」

「あっ」

　俺を煽った責任を取る覚悟はあるよな？

　それからは彼女の反応を気にしつつも激しく攻め、ふたりで絶頂に駆けのぼった。

　七緒の実家に挨拶に行ったあと、すぐに挙げた幸せな結婚式から三カ月。新婚生活はなかなか楽しい。

「彬さん！　もー、着替えたら片づけてください」

　七緒のイメージ通りに家具を配置し直したり、新しいラグを入れたりしてすっかりおしゃれになったリビングで、彼女は盛大なため息をついている。

　朝、寝室に着替えに行く前にここでＴシャツを脱いで、彼女お気に入りのソファに放置しておいたからだ。

「七緒がやってくれるだろ」

「やりません！」

「そんなこと言って。俺の世話を焼くの、本当は好きなんだろ？」

　彼女に近づいて言うと、目をキョロッと動かしている。図星なんだろうな、これ。

「誤解です」

「あー、そう。嫌いなんだ」

「ち、違います！」

　焦って反論してくるのがおかしくて笑いそうになるが、真顔で続ける。

「それじゃあ、やっぱり好きなんだな。よろしく」

「え……」

　素知らぬ顔でネクタイを結び始めると、彼女はふぅ、とため息をつきながらもランドリールームに向かった。

「雨、か……」

　窓から外を覗くと、大粒の雨が空から落ちてくる。

　親父を亡くしたあの日も雨だった。だから、俺は雨が苦手だ。

「彬さん、どうかしました？」

　戻ってきた七緒は隣に来て、心配そうに顔を覗き込んでくる。

「なんでもない。そろそろ行かないと」

「はい」

「七緒も今日は外に出るんだろ？」

「昼過ぎから少し。でもそんなに遅くならない予定です」

　正式に起業してインテリアコーディネーターの仕事を始めた七緒は、いきなり仕事が舞い込み、張り切っている。

　しばらくは稼げなくても仕方がないと思っていたようだったが、フォレスアートで培った人脈は本物で、彼女の退職を残念に思っていた取引先の家具メーカーの担当者が、客を紹介してくれたのだとか。

　自分を犠牲にしても後輩を守ろうとする誠実な七緒のことだ。取引先にも真摯に対応し、ゆえに信頼されているのだろう。

　しかも、自分は未熟だと彼女は謙遜するが、よく勉強しているし、インテリアへの理解も深い。おまけに他人の話を聞くのがうまいので、クライアントの要望にしっかり応えられるのではないかと推測している。

「うん、頑張ってこい」

「はい」

　笑顔で返事をする彼女にキスを落としてから出勤した。




　事務所では、パラリーガルに書類作成の指示を出したあと、電話対応に入った。それが終わると労働審判の三回目の調停のために裁判所に赴く。

　今回の案件は、会社から不当な退職勧告をされたと訴えられた機械メーカーの代理人だ。

　しかし訴え出たこの社員、遅刻の回数が突出して多く、上司に注意されても改善する兆しもなし。工場のとある部門でリーダーをしていたが、パートや派遣社員のスケジュール調整を怠り、人手不足で何度もラインを止めてしまうありさまだったらしい。

　まあ、自分が遅刻しているのに部下に働けとは言えないのだろうが。

　会社としては数回話し合いを持ち、改善のチャンスを与えたものの職務の怠慢は直らず。結局はみずから退職届を提出したのだが、あとから意に反して辞めさせられたとごねだしたのだ。

　おそらく、解決金が目的だ。

　会社に申立書が届いてから相談を受けた俺は、会社側の対応を記した答弁書と、証拠として退職届を裁判所に提出した。

　第一回期日では、それらをもとに当事者と会社代表者への質問がなされ、審理されることになった。

　第二回では、裁判所から少額の解決金を支払っての調停を提案されたが、どれだけ調べても会社の不手際は出てこず突っぱね、三回目の今日に至る。

「新たな証拠を提出します。こちらをお聞きください」

　俺は裁判官や労働審判員に、ボイスレコーダーの音声を書き起こした反はん訳やく書しょを提出し、さらにはそれを聞かせた。

『無理やり退職させられた？　いやいや、自分から退職届を突きつけてやったと言ってたよ。そもそも、今の仕事が性に合わないって。うるさい上司はどこにでもいるもんだけどさ、あの人の場合は注意されるのも自業自得だよ。仕事中にラジオで競馬中継聞いてたらしいし』

　これは、数日前に当事者行きつけの定食屋の主人から取ってきた証拠だ。

　俺がにっこり笑うと、当事者は顔を青ざめさせて観念し、会社側の完全勝利。一円も支払わず調停で終了した。




「お帰り。どうだった？」

　事務所に戻ると九条が話しかけてくる。

「完全勝利」

「やるな」

　ニヤッと笑う彼も、朝日法律事務所ではかなりの凄腕として認められている。九条は弁護士になってからこの事務所ひと筋なのだが、俺は別の小さな事務所から二年ほど前に移籍してきた。

「そういえば、『西にし岩いわ建設』から連絡が入ってたみたいだぞ。お前、顧問弁護士やるつもりか？　わかってるだろ、あの会社は――」

「教えてくれてサンキュ」

　九条の発言を遮り、なんでもない顔をしてパラリーガルのところに向かう。けれども、緊張で鼓動が速まっていくのが自分でもわかる。

　ようやくこの日が来た。

　西岩建設は大手の建設会社でマンションの建設を得意としているが、公共施設の建築や改装の仕事も多い。最近では、とある鉄道の駅のバリアフリー化プロジェクトに大きく貢献している。

　俺は西岩建設の顧問弁護士になるためにこの事務所に移籍した。前事務所は企業法務を専門的にやっている弁護士がほかにおらず、ゆえに顧問弁護士の依頼も少なかったのだ。

　いつか西岩建設から依頼を受けられるように経験を積み、勝訴も重ねてきた。それなりに名前が通るようになったとは思う。

　とはいえ、なにも接点がないのに依頼されるのは難しいため、西岩建設の常務がよく顔を出すバーに通い、顔見知りになって名刺を渡しておいたのだ。『お困りのことがあれば相談に乗りますよ』と笑顔を添えて。

「八木沢先生、おかえりなさい。西岩建設の常務からお電話が入りまして、顧問弁護士を依頼したいということなのですが」

「そう。電話を入れておく」

「まさか、この話受けるんですか？」

　俺の案件を主に手伝ってくれる男性パラリーガルも、九条と同じ反応だ。

　無理もない。西岩建設の評判はすこぶる悪く、労働環境はブラックとの噂が飛び交っているからだ。

　会社を守らなければならない顧問弁護士は、無理難題を突きつけられて次々と辞めていく。次の弁護士が見つかるのは、破格の依頼料のおかげだ。

「もちろん受ける」

「ですが……」

　まだ話したげなパラリーガルから離れて与えられている個室に入ると、ノックもせずに九条が入ってきた。

「電話しないといけないんだけど」

「お前、わかってるんだろ？　西岩の仕事を受けたら、これまでの実績が全部水の泡になるかもしれないんだぞ」

　数々の訴訟や調停を起こされてきた西岩建設だが、そこまで行く前に圧力をかけられてつぶされる社員が山ほどいるという噂話も耳にする。

　そんな会社の盾になろうとしているのだから、今まで築いてきた信頼を失う可能性もある。

「九条には関係ない」

「八木沢！」

　九条は俺の目の前まで歩み寄り、珍しく大きな声を出した。

「俺たち弁護士は、被告側につくのは別に珍しいことじゃない。ただ、公正な裁判のためだ。歴代の西岩の顧問弁護士がやってきたことを知らないわけじゃないだろ？」

　残業代未払い、不当解雇、パワハラ……。西岩建設の内情はひどいものだ。

　社内で発覚した問題は、さらなるパワハラで封じ込める。もしくは、成績が悪いなどと適当な理由をつけ、研修と称した嫌がらせのようなプログラムを受けさせて、辞めざるを得ない状況に追い込むのは日常茶飯事。この業界では有名な話だ。

　退職者もあとを絶たないが、業界内での給料はよく、新たな人材が補充されて問題なし。仕事も、とある省庁から天下りした人物が公共施設の建設の受注ができるように手を回していると見られ、利益率がすこぶる高く、業績も上々だ。

　名だたる建築士が所属しているのも特徴で、彼らは高い給料で雇われている上、大規模な施設の設計を請け負って名を残したいという欲求を満たしてくれる西岩建設を去ろうとはしない。

　問題は、それ以外の社員の労働環境なのだ。

「圧力をかけて、訴訟を思いとどまらせてるんだってな」

「知ってて受けるのか？　お前、正気か？」

「あぁ」

　平然と答えると、九条の眉がピクリと動く。

「なんの裏がある？」

　コイツの洞察力が鋭いところは苦手だ。

「なにも」

「俺は騙せないぞ。お前……彼女との新婚生活に水を差されてもいいのか？　西岩の顧問弁護士はマスコミの餌食えじきだぞ」

　痛いところをついてくる九条は、やはり敏腕弁護士だ。訴訟のときも相手のもっとも嫌なところを指摘して追い込んでいく。

「七緒は関係ない」

「関係ないわけないだろ。お前の妻なんだ。笑えるくらいデレてるお前、嫌いじゃなかったんだけど」

「いつデレたんだ」

　言い返したが、心当たりがないわけではない。

　結婚前は七緒を手に入れるのに必死だったし、夫婦になってからは終業時間が気になって仕方ない。早く帰りたいからだ。

「マスコミはなんでもする。彼女のところにも押しかけるかもしれない。そうした動きがあると、マンションの住民が嫌がる。平穏な生活ができなくなるんだぞ」

「そのときは、プライバシーの侵害で訴訟を起こすよ。九条、頼むな」

　俺はデスクの上の書類をペラペラめくりながら言った。動揺を悟られたくなかったからだ。

　西岩建設のやり方は、誰がどう見ても不愉快で、会社側に非があるとしか思えない。

　圧力をかけるのに失敗して訴訟に発展すると、従業員の些細なミスを大きく見せて、会社は悪くないと主張するのがいつものパターンだ。

　その会社側の代理人となる顧問弁護士は、世間を敵に回す事態になる可能性もある。

「お断りだ」

「電話するんだ。悪いけど出ていってくれ」

　俺が受話器に手を伸ばすと、九条は小さくため息をついてから出ていった。

　受話器を一旦置いて、窓まで行きブラインドを指で押さえて隙間から外の様子をうかがう。

「ひどくなってきたな」

　朝からしとしとと降り続く雨は、俺が事務所に戻ってきた頃、激しくなりだした。

「七緒……」

　彼女はもう帰宅しただろうか。

「許せ」

　妻を守るのが夫の使命。もちろん、彼女のことは全力で守るつもりだ。

　しかし、西岩建設の顧問弁護士になるために、俺は弁護士になったのだ。今さら引き下がれない。

　窓にたたきつけるように激しく降る雨を見ていたら、七緒の泣き顔が頭に浮かんだ。

　やっぱり、雨は嫌いだ。










弁護士の使命




　私が帰宅してから、雨がひどくなってきた。

　今日は、大手建設会社が手掛けているマンションのモデルルームのインテリアコーディネートについて相談に赴いた。懇意にしていた家具メーカーの担当者が、私が独立したと知って仕事を紹介してくれたのだ。

　個人のお宅の案件を請け負っていくつもりだったが、大企業からの依頼に張りきらないわけにはいかない。

　建設会社は、建築士もインテリアコーディネーターも自社で抱えていることが多いため、こんな仕事はなかなか回ってこないものだ。しかし今回は、新しい風を入れてみたいということで、フリーで働く私に依頼が舞い込んだ。

　担当者との面談で、今まで手がけたパースや平面図を見せたら、気に入ってもらえたらしい。『あなたにお任せします』と言われて、内心ガッツポーズ。営業は不慣れだけれど、上々の滑りだしとなった。

　彬さん、帰りは遅いのかしら。仕事の話以外にも報告したいことがあるのに。

「喜んでくれるよね……」

　お気に入りのソファに座り、お腹に手をあててつぶやく。

　実は仕事のあと、病院に行ってきた。そうしたら妊娠しているのがわかったのだ。

　生理が遅れていて、もしかして赤ちゃん？と思っての受診だったけれど、もともと生理不順はよくあるので、彬さんには内緒にしておいた。期待させて違ったら申し訳ないと思ってのことだ。

　避妊しなくなった彼だけど、ふたりで子供についてじっくり話し合ったことがなく、欲しがっているのかそうでないのかわからない。

　妊娠しているとわかったときは喜びがこみあげてきたけれど、急に不安になってきた。

　大丈夫よね……。

　避妊しなければ妊娠する可能性があるのは、もちろん知っているだろうし。

　きっと、そういう話をするのが照れくさいだけよね。

　そう考えながら、彬さんの帰りを待った。

　彼が帰宅したのは二十時半過ぎ。遅くなるという連絡がなかったので心配していた私は、チャイムと同時に玄関に駆けだしていき、出迎えた。

「おかえりなさい」

「遅くなってごめん」

　あれっ、元気がないような。

　彼は表情をなくした顔で、雨に濡れた革靴を脱いでスタスタと中に入っていく。妙に重い雰囲気だったせいで、妊娠を言いそびれてしまった。

　私はランドリールームの棚からタオルを取り出して、彼のあとを追った。

「すごい雨でしたね。これで拭いてください」

「サンキュ」

　ネクタイを外した彼はタオルを受け取ったが、やはり声のトーンが低い。仕事でなにかあったのだろうか。

「飯の前にシャワー浴びてくる」

「はい」

　笑顔で返事をしたものの、一度も視線を合わせてくれないのが気になった。

　いつ妊娠を切り出そうかとそわそわしながら、キッチンで夕食を温め始める。

　レストランのコース料理のように前菜から用意したのは、赤ちゃんが来てくれたお祝いのつもりだった。でも、彬さんが沈んでいるように見えて、なんだか気まずい。

　とはいえ、作ってしまったのでテーブルに並べていく。

　前菜は、バジルとガーリックの香りが漂うトマトのブルスケッタ。そしてきのことエビのアヒージョに、ラザニア、メインは圧力鍋でとろとろに煮込んだスペアリブ。デザートにホールケーキを用意してあるけれど、あんな顔の彬さんを見たあとでは、浮かれて出してもいいものか考えてしまう。

　やがてシャワーを浴びた彬さんが戻ってきて、テーブルの料理に視線を送った。

「今日、気合入ってない？」

　テーブルコーディネートにも凝ったので、少し仰々しくなりすぎてしまった。

「あの……。あの……」

「そうか。仕事がうまくいったんだな。おめでとう」

　彼は微笑みながらお祝いの言葉をくれるが、やはり表情が硬い。

「ありがとう、ございます。無事にモデルルームのお仕事を受注できました」

「うん。よかった」

　私の隣まで来て腰を抱く彼は、「いいにおいだ」と私のためにイスを引いてくれた。

「あのっ……」

　しかし、座る前に口を開く。

「どうした？」

「もうひとつ、あって。実は赤ちゃんが……」

　緊張で手に汗握りながら、思いきって切り出した。

　喜んでくれるよね？

　そう思って待っていたのに、なんの反応もない。緊張で伏せていた視線をおそるおそる上げていくと、彬さんが目を見開いて固まっていた。

　これは、どういう反応なの？

「彬、さん？」

　声をかけると、彼は目をキョロッと動かす。その様子を見て動揺しているのではないかと感じた私の胸が、ドクンと大きな音を立てた。

「ごめん。びっくりして。そうか。妊娠したのか」

　彼が白い歯を見せたので、ホッとしてようやく頬が緩んだ。

　困ると言われなくてよかった。

「体は平気か？」

「はい。違ってたら彬さんをがっかりさせるんじゃないかと思って、夕方ひとりで病院に行ってきたんです。私も赤ちゃんも異常ありません」

「電話すればよかったのに。大事にしないとな」

　彬さんはそっと私のお腹に触れてくる。

「そっか。赤ちゃんか……」

「彬さん、子供嫌いですか？」

　喜んでいるようには見えるけど、もっと感情を爆発させてくれると思っていた私は、意外に冷静な彼の様子が心配になって尋ねる。

「いや、うれしいよ。ただ……」

「ただ？」

「なんでもない。こんな日に遅くなってごめん。俺、スペアリブ担当な。でも付け合わせのニンジンは七緒にやる」

　彼はなにかを言いかけてやめてしまった。しかし、いつもの明るさが戻ってきたので、それ以上追求はせずに笑顔を作る。

「ニンジンも食べないとお肉はなしです」

「そんな法律、どこにある？　刑法か、民法か？」

　彬さんはくだらないことを言いながら、私を座らせてから自分も向かいの席に着き、「いただきます」と手を合わせた。

「民法じゃないかなぁ」

「何条だよ」

「一八二〇条？」

　適当な発言をしながら、彬さんのグラスにワインを注ぐ。

「民法は一〇四四条までしかないぞ」

　彼も私のグラスに注ごうとするので止めた。

「あ……。妊婦はダメか。ごめん」

　私も少しは飲めるけど、お腹に赤ちゃんがいるとわかったからには、無事に出産するまでは控えるつもりだ。

「俺もやめる」

「彬さんは飲んでください。今日はお祝いですし、ね？　民法一〇四五条に、夫は飲むべしと付け足しておきますから」

　その優しい気遣いだけで十分だ。赤ちゃんをお腹で育むのは私なのだし。

　それに……もしかしたら今日は酔いたい気分なんじゃないのかな、なんて勝手に思った。さっきの沈んだ様子がどうしても気になるのだ。

「民法の重みが台無しだ」

「あはは。乾杯しましょう」

「そうだな」

　彼はワインの代わりに炭酸水を注いでくれた。

「七緒の仕事の成功と、俺たちの赤ちゃんに乾杯」

　炭酸水を口にしてからブルスケッタを口に運ぶと、彬さんがじっと私を見ているのに気づいて首を傾げる。

「どうかしましたか？」

「いや。俺も親になるのかって。信じられないな」

「実は私もなんです。妊娠がわかったときは、言葉で言い表せないほどうれしかったんですけど、そのあと不安になったというか……」

　私が〝不安〟なんて口にしたからか、彼の表情が一瞬曇る。

「俺、正直言って、父親がどうあるべきかなんて全然わからない。でも、七緒も子供も絶対に守るから」

　彬さんに強い眼差しを注がれて、彼がいてくれれば大丈夫だと思えた。

「頼りにしてます」

「うん。それじゃ、口開けろ」

「は？」

「今日は、甘やかしてやる」

　食べさせてくれるの？　恥ずかしいような……なんて考えたのもつかの間。彼がニンジンをフォークに刺して私の口の前に出すので、大げさに顔をしかめて首を横に振った。

「好き嫌いするなよ」

「それは彬さんでしょ？　ニンジン食べられないパパって、かっこ悪っ」

「うるさいな。子供の頃は我慢して食べてたんだから、いいだろ」

　彬さんの子供の頃なんて想像できないな。美少年だったことだけは間違いなさそうだけど。

「ご両親、厳しかったんですね」

　何気なく言うと、彼はなぜか視線を泳がせる。

　すでに亡くなっている両親を思い出させてしまっただろうか。

「ごめんなさい。思い出したくないですよね」

「いや。俺、親父を四歳で、お袋を六歳で亡くして……」

「六歳……？」

　亡くなったとは聞いたし、結婚の報告のためにお墓参りにも行ったけど、そんな幼い頃だったなんて知らなかった。彼が話したくなさそうだったので、触れないようにしていたのだ。

「それから、遠縁の親戚の家で育ててもらったんだ。もともとニンジンが得意じゃなかったんだけど、嫌いだとは言えなくていつも飲み込んでて。それで余計に嫌いになった」

　フォークに刺さったままのニンジンを見つめる彼は、憂いに沈んだ表情で言う。

　まさかそんな理由があったとは。

「七緒を妻にしておいて無責任かもしれないけど、だから家族がどういうものなのか、本当はよくわからない」

　だから赤ちゃんができたと告白したとき、大喜びとはいかなかったのかな。

「両親に育てられた私だってわかりません。これからこの子に教えてもらえるんじゃないかな」

　私は自分のお腹に手を置いて話す。

　あなたは私も子供も守ると言ってくれたじゃない。それで十分だ。

「そうだな。とりあえずニンジンは七緒が食えと、お腹の子が言ってるぞ」

「絶対に言ってません！」

　彼の話を聞いて胸が痛くなった私は、あえてテンション高めに否定した。

　私たちは、まだ夫婦として歩き始めたばかりだ。互いに知らないこともたくさんある。でも、手と手を取り合って、私たちなりの幸せな家庭を築いていけばいい。

　彬さんのフォークに刺さるニンジンは無視してブルスケッタを食べ始めると、あきらめたらしい彼はしかめっ面をして自分の口に放り込んだ。




　赤ちゃんは順調に育ち、あっという間に妊娠八カ月を迎えた。

　もうすぐ桜が開花するというのに、今日は寒くてちらちら雪が舞っている。来年はお腹の子と一緒に雪を見られると思うと楽しみで仕方がない。

　幸いつわりがひどくなかった私は、インテリアコーディネーターとして働いている。

　とはいえ、体に負担がかからないようにしなければならず、仕事を多くは受けられない。

　それでも、フォレスアートでリノベーションを担当したクライアントからの紹介で、何軒かの個人のお宅のリノベーションやリフォームにかかわることができたのは、大きな自信になった。

　今は、最初に請け負った建設会社の仕事に専念している。また新たなマンションのモデルルームを任されたのだ。

　おそらくこれが出産前の最後の仕事になる。

　今日は本社で、三十代後半の男性の担当者と打ち合わせ中だ。

「これでほぼ完成ですね。社内でも評判がいいですよ」

「ありがとうございます。実は、ここの光量が少し足りないのではないかと思っていまして。ペンダントライトを追加させていただけないでしょうか。海外のメーカーのものですが、このあたりなんかいいと思うんです」

　モデルルームのリビングは、白を基調にして北欧風に仕上げる予定。温かみのある色のペンダントライトを追加して光源不足を補い、かつ心地いい空間を作りたいともくろんでいる。

「これ、おしゃれですね」

「そうですよね。少々お値段が張るのですが……」

「モデルルームの印象は大切ですから、予算は気にしないでください。取り寄せていただけますか？」

「承知しました」

　自分の提案が通るととてもうれしい。大げさかもしれないけれど、インテリアコーディネーターとしてひとつ階段を上れた気がする。

「それでは失礼します。またご連絡いたします」

　その日はそこで話を終えた。

　この建設会社の本社社屋は、地下一階地上十二階の立派なビルだ。面談していた三階からエレベーターで一階まで下りて玄関に向かう途中で足が止まった。

「……彬さん？」

　彬さんらしき人が、白髪で眼鏡をかけた男性とこちらに歩いてくるのが見えたのだ。

　この会社の顧問弁護士でも引き受けているのかな？

　家では互いの仕事について詳しく話さない。彬さんには守秘義務があり、いくら妻に対してでも弁護士として得た情報を漏らすわけにはいかないからだ。

　私も、建設会社のモデルルームの仕事をしているとしか話していない。

　素知らぬ顔をして足を進めると、一瞬、彬さんと視線が絡まった。彼はハッとした顔をしたがすぐにポーカーフェイスに戻り、男性と一緒にエレベーターに乗っていった。

　まあ、関係ないよね……。

　私は旧姓の新見で仕事をしているので、夫婦だとはわからないはずだ。

　それに、会社の法務にかかわっているだろう彬さんと、モデルルームのインテリアコーディネートをしている私にこれからも接点はないだろうし、この建設会社の社員も気づかないだろう。

　そんなことを考えながら、近くの地下鉄の駅へと急いだ。




　マンションに戻ってペンダントライトの発注を済ませた頃、彬さんから電話が入った。

「もしもし」

『七緒。今やってる仕事って、西岩建設のモデルルームなのか？』

　なぜか焦りを纏った声を不思議に思う。

「そうです。彬さん、本社にいましたよね」

『あぁ、顧問弁護士をやっている。七緒……今すぐその仕事から手を引け』

「えっ？　どうして？」

　私が追加で仕事を契約できたのをすごく喜んでくれたのに、今になってなぜ？

『西岩だけはダメだ』

「彬さん、顧問弁護士をやってるんでしょ？」

　それなのに、その会社がダメってどういうこと？

『そうだけど。ダメなものはダメだ。すぐに電話をして断れ』

「無理ですよ。もうほとんどできてるし、ペンダントライトを注文したところなんです」

『それもキャンセルだ。違約金が出るなら、俺が払う』

　どうしてこんなに強引なの？

「そういう問題じゃなくて。フリーでお仕事をやっていくからには、信頼も大切ですから」

　理由もなく仕事を断れば、途中でいきなり仕事を降りるインテリアコーディネーターだという印象がついてしまう。その噂が広がると、新たな仕事が得られにくくなるに違いない。

　会社といううしろ盾がないからこそ、そうした点には気をつけるべきなのに。彬さんだってわかっているのではないだろうか。

『信頼が大切なら、なおさらこの仕事は受けるな。わかったな』

　彬さんは一方的に意見を押しつけて電話を切ってしまった。

　通話が途切れたスマホを眺めながら首を傾げる。

　彬さんは強引なところもあるけれど、こんなふうに私の話を無視するような人じゃない。今回はどうしたんだろう。

「断れって言われても……」

　順調に進んでいるのに、なんの理由もなく断れない。西岩建設の担当者もいい人で、報酬も高い。私の提案はほとんど通っているし、これで不満を感じるインテリアコーディネーターなんていないだろう。

　ただ、いつもは冷静な彬さんが取り乱しているように感じて、嫌な予感はする。

　私はとりあえず注文したばかりのペンダントライトを、一旦キャンセルした。




　ソワソワしながら彬さんの帰りを待っていると、彼はいつもより少し早めに帰宅した。

「おかえりなさい」

「ただいま。断ったか？」

　玄関でいきなり質問が飛んでくる。相当気になっているようだ。

「いえ。お断りする理由がなくて」

「理由なんていらない。すぐに断るんだ」

　彼は靴を脱ぎながら言い捨てる。

「どうしてですか？　私だって一生懸命お仕事してるんです。ひとり立ちしてこれからなのに、一方的にお断りすることなんてできません」

　あまりに彬さんが頑ななので、強い口調で言い返してしまった。

「とにかくダメだ。この仕事だけは許さない」

　彼は私の肩に手を置き、険しい表情でそう口にする。

　理由すら教えてもらえないの？

「なに、それ……。私だっていろいろ考えて……」

　まったくわかってもらえないのが悔しくて、唇を噛みしめた。

　彬さんは、はぁ、と大きなため息をつくが、ため息をつきたいのは私のほうだ。

「俺の言うことを聞いておけ」

「そんなのひどい。強情な彬さんなんて嫌い！」

　話が平行線をたどり、憤りで我を忘れてしまった私は、彼を玄関に残して寝室に駆け込んだ。

　ケンカをしたのはこれが初めてだ。

　電撃的に結婚した私たちだけれど、それなりに楽しくやってこられた。彬さんは少々言葉が足りないところもあるし、彼のすべてを知ったわけでもないが、私に向けられている愛情は間違いなく本物だと感じている。

　それに、彼は妻として至らない私を丸ごと包み込んでくれる。

　起業したばかりで不安な夜は、『七緒なら大丈夫だ』と優しく抱きしめてくれたし、仕事に没頭するあまり買い物に行くのを忘れても、『ちょうど行きたい店があったんだ。食べに行こう』とスマートに誘ってくれる。

　妊娠がわかってからは、慣れない手つきで目玉焼きを作ってくれたし、あれほど散らかしていた洋服も片づけて、洗濯機を回してくれるようになった。

　それだけでなく、私の体調を常に気にかけ、暇さえあれば私を膝の上に座らせてお腹に触れてくる。

　妊娠を告げたときは、それほど喜んでいないのでは？と心配したが、杞憂に終わった。

　そんな彼が、私の話をまともに取り合おうとせず、一方的に契約を断れと命令するなんて。

　しばらくベッドの端に座って頭を抱えていると、「七緒」と私の名を呼ぶ声がドア越しに聞こえてきた。

「ごめん。でも、今回だけは俺の言うとおりにしてほしい」

「どうしてなの？　説明してくれないとわからない」

　彼のことだ。西岩建設の仕事に携わるべきではない理由がちゃんとあるのだろう。でも、それを教えられないまま契約を破棄しろと言われても、「わかりました」とはならない。

「今は言えない。……お願いだ。俺を信じてほしい」

　また、守秘義務？

　弁護士にとってそれは大切なことだし、破れないのも理解しているつもりだ。でも、私から仕事を取り上げるのだから、納得できる説明は欲しい。

「ちょっとひとりにして」

　素直に彼の言葉を聞けなくて、私はそう言った。

　いっしょに夕食を食べたかったのにな。

　今日は鮭の炊き込みご飯。いくらをのせて完成させるはずだったのに、それもできなくなった。

　そんな会話を交わしてから三十分。再び「七緒」という声がして、ベッドに横たわって放心していた私は起き上がった。

「体調は悪くないか？」

「はい」

「俺、事務所に泊まるから」

　えっ、出ていくの？

　まさかの行動に焦ったけれど、ドアを開けても冷静に話せそうにない。

「七緒。……愛してる」

　そのあとの切羽詰まったような愛の告白に、目を瞠みはる。

　なんなの？　どうしたの？

　いつもとあきらかに違う彬さんの様子に、動揺が走った。

　どうすべきか迷いドアを開けたが、彼の姿はすでにない。リビングに行こうとした瞬間、玄関のドアがバタンと音を立て、出ていってしまったのだとわかった。

「彬さん？」

　玄関に走り、閉まったドアを見つめる。

　今朝まで夫婦関係は良好で、この上ない幸せを感じていた。どうしてこんなことに……。

「戻ってきて。説明してよ……」

　私をパワハラから守ってくれたように、彼が法律を武器に、弁護士として困った人や企業を助ける姿を尊敬していた。けれど、初めて弁護士でなければいいのにと思ってしまった。




　眠れぬ夜を過ごした早朝。カーテンを開けると、昨日とは一転、恨めしいくらいに晴れ渡っている。

　私は冷たい水で顔を洗い、鏡を覗き込んだ。

「ひどい顔」

　彬さんがいないというだけで、いや、彼とケンカをしただけで、自分がこんなに憔しょう悴すいしてしまうとは思わなかった。

　彼と出会う前は、彼氏を作る気にもなれず、ひとりで生きていくんだと気を張っていた。インテリアコーディネーターとして、ひたすら仕事に邁まい進しんしている自分が好きだった。パワハラに遭ったときはさすがにこたえたけれど、それ以外はしっかりと地に足をついて立てていたと思う。

　それなのに……。

　私、彬さんに依存してるんだ。

　起業の不安はもちろんあったが、彼がいつも話を聞いてくれたので落ち込むようなことはなかった。経済的にも、万が一失敗しても彼が養ってくれるという甘えがあったに違いない。

　最低だ、私。

　いつの間に、こんなに弱くなってしまったのだろう。

　彬さんに出ていかれたのがショックだった私は、西岩建設の担当者に断りのメールを入れようとすら思っていた。彬さんに嫌われてまでする仕事ではないのではないかと思ったからだ。

　でも、それではダメだ。インテリアコーディネーターとしてひとり立ちすると決めたのだから、夫がやめろと言うからなんて理由では、やはり断れない。

　せめて、なぜ彬さんが西岩建設の仕事から手を引くように言うのか、自分で確かめよう。

　そう決意して、担当者に面会申し込みのメールを送信した。




　西岩建設の担当者とは、十六時半に会うことができた。

「突然申し訳ありません」

「いえ、大丈夫です。でも、急にどうされたんですか？」

「はい。あの……。実はこちらのお仕事を続けるにあたり、少し不安がありまして」

　いろいろ考えたのだが、もしかしたら料金の不払いなどのトラブルを抱えている可能性があるのでは？と気がついた。それを知っている彬さんが、私を止めたのではないかと思ったのだ。

　以前携わった仕事の報酬は、問題なく支払ってもらえている。ただ、西岩建設の経営状態を調べて請け負っているわけではないので、今回はどうかわからない。こんなに大きな会社が倒産するなんてありえないという、臆測があるだけだ。

　独立して仕事をするということは、そうした点についても自分で調べておかなければならないのだと勉強になった。

「あっ……耳に入りました？」

　バツの悪そうな顔をする担当者が、気になることを言いだす。

　なにが、だろう。やっぱり、会社が傾いているの？

「ま、まあ……」

　知らないくせに乗っておいた。話してくれそうな雰囲気だからだ。

「新見さん、すごくいい方だし、コーディネートのセンスも感じられます。なにより、我々が取引してこなかった小さな家具メーカーにも顔が利くのがありがたくて、なんとかこの仕事を続けていただきたかったのですが……。新見さんの印象が悪くなっては困りますよね。フリーでやられているなら、そういうことは大切でしょうし」

「そう、ですね」

　なにがなの？

　なかなか核心にたどり着かないので、少し緊張しながらあいまいな相槌を打つ。

「過労で自殺とか……」

「えっ？」

　衝撃的な言葉が聞こえてきて、思わず声を漏らしてしまった。

「あれ、ご存じじゃなかったんですか？」

「いえっ、詳しくは知らなかったもので……」

　ごまかしたが、彼は不審には思っていないようだ。

「そうでしたか。実は営業部の社員が三カ月ほど前に過労で自殺してしまったんです。遺族と話し合いの場を持ち、一旦はお金で解決することになったそうですが、遺族側に弁護士がついたらしくて訴訟になりそうで。それを、今日発売の週刊誌にすっぱ抜かれたんですよ」

　彬さんはそれを知っていて、手を引くように言ったんだ。でも、顧問弁護士としては情報を漏らせなかったのだろう。

「個人的には、新見さんと仕事がしたいのですが……正直、うちの会社はやめたほうがいいです」

「今回のことがあるからですか？」

　尋ねると、彼は困った顔をして口を開く。

「もともとブラックで問題だらけなんですよ、うち。特に営業部はひどい。パワハラも聞きますし、残業時間もとんでもなく多い。わが社は同族経営で社長がワンマンなので誰もなにも言えなくて、昔からそうらしいんです。でも、西岩にいれば給料はそれなりに出るし、専門職の人間は実績が積める。だから黙って働いています。情けないですが、私も」

　情けなくなんてない。家族がいれば養わなければならないかもしれないし、私だって、セクハラやパワハラがあってもフォレスアートにしがみついていた。それも、インテリアコーディネーターとして経験を積みたかったからだ。

「お気持ち、よくわかります」

「そう言っていただけると。残念ですが、今回はなかったことにしましょう。これまでの報酬は、なんとか出してもらえるように掛け合いますから」

　担当者は、私を気遣ってくれる。

「いえ。報酬は結構です。こんなによくしていただいたのに、申し訳ありません」

「とんでもない。新見さんのお仕事、応援していますよ」

　いつかまた彼と仕事ができたらいいな。

「ありがとうございます。失礼します」

　私は頭を下げて西岩建設をあとにした。

「ブラック、か……」

　帰りの電車に揺られながら考える。

　園田部長にはさんざん振り回されたけど、フォレスアートのインテリア部はブラックではなかった。部長さえいなければ楽しい職場だったのだ。

　ただ、人事部の対応などをはたから見たら、ブラック企業と称されてもおかしくない。

　でも、過労で自殺者が出てしまう西岩建設のほうが、きっと働きづらい環境に違いない。

　私は彬さんに助けられたが、西岩建設の従業員も彬さんに助けられ……んっ？

　西岩建設について考えているうちに、重大な勘違いに気がついた。

　彬さんは、会社に雇われた顧問弁護士なのだ。亡くなった従業員側ではない。

「会社のほうを、守るの？」

　自殺を考えるほど悪い労働環境の会社を、彬さんが弁護するなんて……。

　彼のことを〝正義の味方〟のように思っていた私には、衝撃的だった。

　違うよね。たまたま顧問弁護士をやっているだけで、会社を擁護したりしないよね。

　弁護士の役割についてあまり知らない私は、動揺で頭が真っ白になる。

　電車を降りて改札を出たところで、冷や汗が出てきた。

「……お腹が痛い」

　急にお腹の張りを感じた私は、その場に座り込む。

「どうかされましたか？」

「お腹が……」

　近くにいた女性が声をかけてくれた瞬間、涙がこぼれてくる。

「だ、大丈夫ですか？　駅員さん呼びます」

「お……」

『お願いします』と言おうとしたのに、涙があふれてきて声が出ない。お腹の痛みより、赤ちゃんが心配で怖かった。

　結局、動けなくなった私は救急車で病院に運ばれることになった。




　かかりつけの産婦人科で、眼鏡をかけた女性医師に診てもらうことができた。

　処置室の診察台に横たわったままの私は、緊張しながら先生の話に耳を傾ける。

「うーん、切迫早産ね。でも、絨じゅう毛もう膜まく羊よう膜まく炎えんの兆候もないし、子宮頸けい管かん無力症でもないわね。血圧も安定してるし……。強いストレスでもあったかしら？」

　ストレスと聞いて目が泳ぐ。

　彬さんとのケンカも、やりがいを感じていた仕事をひとつ降りたのも、彬さんが西岩建設の弁護をするかもしれないと知ったのも、全部ショックだったからだ。

「今、二十九週……。出てくるのはちょっと早いわ」

　先生はカルテをチェックしながら言う。

「赤ちゃんは大丈夫ですか？」

「うん。元気ね」

「よかった……」

　妊娠がわかってから今日まで特に異常がなかったので、早産の危険なんてすっかり頭から飛んでいた。でも赤ちゃんが無事でよかった。

「とりあえず、張り止めのお薬を点滴で入れてます。今後は……八木沢さんの場合はお腹の張りだけだから家でもよさそうだけど、安静にできるのが条件。無理なら入院して」

「入院？」

　入院を言い渡されるとは思っておらず、かなり驚いた。

「お腹の張りは、三十二週目くらいまでが強く出るの。そのくらいまで入院して、張りが軽くなってきたら退院して出産の日を待つ患者さんもいるわよ」

「そう、ですか……」

　どうしたらいいのだろう。できれば家に帰りたい。

「お仕事してるんですっけ。もうお休みしてほしいんだけど」

「はい。それはできます」

　西岩建設の仕事を降りて意気消沈していたけれど、かえってよかったのかもしれない。

「七緒、七緒！」

　先生と話していると、彬さんの叫び声が聞こえてきた。病院に到着したとき、看護師さんに連絡を入れてもらえるように頼んでおいたのだ。

「お静かに」

「すみません」

　彼は看護師さんに叱られている。

　私が処置室のドアのほうに視線を移すと、看護師さんに続いて引きつった顔をした彬さんが入ってきた。

「旦那さん、奥さん大丈夫ですよ。赤ちゃんも。でも、切迫早産だと思われますので――」

「早産!?」

「しーっ」

　また大きな声を出した彬さんを、先生が制する。

「すみません……」

「焦りますよね、そりゃあ。でも、切迫早産はそれほど珍しいわけじゃないんです。今後のご相談ですが――」

　先生は彬さんにもさっきと同じ話をしてくれた。

　彬さんは、入院すべきではないかと話していたけれど、私が家に帰りたいと訴えたら承諾してくれた。

　もしかしたら彼に負担をかけるかもしれないが、家にいるのが一番落ち着く。

　点滴が終わるまで処置室で過ごすことになり、彬さんが付き添ってくれた。

「忙しいのにごめんなさい」

「大丈夫だ。七緒とこの子が最優先だ」

　といっても、裁判中だったらどうにもならない。そうでなくてよかった。

「七緒。昨日は悪かった。俺のせいでこんな……」

　先生に『ストレスはなかったですか？』と尋ねられたので、責任を感じているようだ。

「彬さんのせいじゃありません。それに……西岩建設、訴訟を抱えているんですね。それで私の仕事に反対したんでしょう？」

「週刊誌、読んだのか？」

「いえ。お仕事を断るにしても、自分の意志で断りたいと思って、担当者に会いに行ったんです。彬さんのせいにしたくないから」

　多分私は、彬さんが断れと言ったから断ったという構図が納得できなかったのだ。独立したのに、いざとなったら責任を他者に押しつけるような態度では、絶対に成功しない。

「そうか……」

「それで、正式にお断りしてきました」

「仕事の邪魔してごめん。ストレスかけて、ごめん」

　いつもの毒舌はどこに行ったの？

　苦しげな彼を見ていると、胸が痛い。

「彬さんは私のためを思って断るように言ったんでしょ？　だけど、守秘義務があるから理由は話せなかったんじゃ……」

「それにしたって」

　彼は唇を噛みしめる。

「でも、彬さんが出ていっちゃったのはつらかった」

　私は正直に話した。これからケンカもすれ違いもあるだろうけど、話し合いもせずにいなくなられては、どうにもできない。

「七緒……。ごめん」

「どこにも行かないで」

　私、いつの間にこれほど彼を好きになっていたのだろう。

　弁護料の代わりに偽婚約者に仕立てられて、電撃的に結婚。新婚生活は楽しかったし、充実もしていた。彼からの愛は感じていたけれど、ひと晩そばにいなかっただけで、自分がこんなに取り乱すとは思いもよらなかった。

　彼はしばらく神妙な面持ちで私を見つめていたが、にやりと口角を上げる。

「俺のこと、そんなに好きなんだ」

　そうそう、これこれ！

　イジワルな言葉を吐かれて喜ぶ私って、ドＭかしら？

　でも、彼が元気でないと調子が狂う。

「違います」

　違わないけど、照れくさくて「そうです」とは言えない。

「違わないだろ」

「絶対に違う！」

「俺は好きだ」

　えっ、今、好きって言った？

　キョトンとして見つめていると、彼は私にまっすぐな視線を送り、点滴がつながれていない右手を持ち上げて手の甲にキスを落とす。

「俺は、お前が病院に担ぎ込まれたと知って、息が止まりそうになるくらいは好きだ」

「彬さん……」

　突然、真剣な愛の告白なんてずるい。たちまち鼓動が激しくなる。

「お前とこの子を守りたい。けど……」

　けど、なに？

　眉をひそめる彬さんを見て、まだなにか言えないことがあるのではないかと感じた。でも、弁護士なのだから仕方がない。

　彼はそれきり黙ってしまった。そして「電話入れてくる」と処置室を出ていった。

　忙しいのに駆けつけてくれたんだろうな。

　昨晩のケンカの仲直りができたのはうれしい。しかし、憂いを含んだ彼の表情が気になる。やはり、西岩建設の訴訟が大変なのだろうか。

　他にも抱えている案件はたくさんあるはずだけど、週刊誌に載った西岩建設の訴訟は、特に注目されているはずだ。

　法律なんてまったくわからない私にはなにもできないが、彼が仕事に専念できるよう体に気をつけよう。

　そう思いながら、まぶたを閉じた。




「八木沢さん、点滴終わりましたよ」

　看護師さんの声でハッと目を開く。昨晩寝ていないせいで深く眠ってしまったようだ。

「ありがとうございました」

「今日はお帰りになっても結構です。お迎えの方が廊下で待っていらっしゃいます」

「はい」

　彬さん？　まだ電話をしているのかな？

　看護師さんに支えられてベッドを降りて処置室を出ると、彬さんではなく九条さんが待ち構えていたので目が飛び出そうになった。

「もう大丈夫ですか？」

「はい。あの……彬さんは？」

「八木沢にマンションまで送るように頼まれました」

　仕事に行ったのだろうか。彬さんがいないのを少し残念に思ったけれど、九条さんにお願いしておいてくれた配慮はありがたい。

「私的なことですみません」

「いえ。八木沢から、七緒さんを守るようにと依頼を受けたので」

「依頼？」

　どういうこと？

　九条さんはほかの患者さんに視線を送り、「車でお話しします」と私を促した。

　駐車場で私を車に乗せた彼は、「もし、ご実家のほうがよければ実家に向かうようにと八木沢から伝言されていますが」といきなり切り出す。

「実家？　いいえ、マンションに帰ります」

　もしかしたら、安静にしなければならない私は、彬さんの負担なのかもしれないと思いながら答える。不安だからこそ離れたくないのに。

「それでは、マンションに向かいます」

　九条さんは私に優しく微笑みかけてからアクセルを踏んだ。

「彬さんは、私が実家に行くのを望んでいるのでしょうか？」

「まさか。毎日残業の嵐だったアイツが、終業時間をチラチラ気にしてるのに？」

　そうだったんだ。

　でも、それならよかった。

「ただ、抱えている案件が少々ヘビーなので、七緒さんに負担がかかることを心配していて、しばらく距離を置くべきではないかと葛藤していたようですね」

　彬さんが出ていったのは、私への配慮からだったのか。でもその理由を言えなかったんだろうな。

「ヘビーというのは、西岩建設の件ですか？」

「ご存じでしたか」

　うなずいた私は、西岩建設と取引があったことなどを話した。

「なるほど」

「西岩建設の方から、過労で自殺者が出てしまったと聞いたのですが、彬さんは会社のほうを弁護するんですか？　ブラックな環境だとか。それでも？」

　ずっと気になっていたことをぶつける。

「私たち弁護士は、正義の味方というわけではありません。テレビドラマなんかで刑事事件の裁判シーンがありますが、容疑者を起訴して事件についての立証を行うのが検察、加害者側を弁護するのが弁護士です」

　そう言われるとそうだ。

「ですから、なぜ悪い人間の味方をするんだとよく罵られます。今回の西岩建設のように、もともとブラックな環境が有名で、おそらくまた会社の過失だろうと思われる案件は、誹謗中傷の的となるでしょう」

「はい」

　週刊誌にまで掲載されて、余計に注目を浴びているはずだ。私は記事を読んでいないが、おそらく会社を批判しているに違いない。

「情状酌量の余地もなしという加害者側につくこともあります。それでも私たち弁護士が弁護に立つのは、そうした加害者に公正な裁判を受けさせるためなんです」

「公正な裁判？」

「はい。犯罪に手を染めた者がもちろん悪い。ですが日本では、何人たりとも法の下では平等でなくてはなりません。その犯罪の背景になにがあったのか。本当に加害者だけの落ち度なのかなど、あきらかにすべきことはたくさんあります。もちろん、全面的に加害者が悪いという場合もありますが、それでも正しく法で裁かれるよう導くのが我々弁護士の仕事なんです」

　やはり私は勘違いしていた。弁護士の仕事は、私が考えているよりずっと奥深くて、責任が重くて、そして難しいのだろう。

「正しく……」

「はい。といっても、我々弁護士も人間ですから、いろいろ思うところはあります」

　彬さんは今、なにを考えているのだろう。どう考えても、西岩建設の劣悪な労働環境をよしとしてはいないはずだ。

「今回、八木沢は会社側の弁護士です。西岩建設が不利にならないように弁護を進めるでしょう。ただ、少し気になっていて……」

「気になる？」

「西岩建設の黒い噂は、我々の業界では有名です。無理難題を押しつけられて顧問弁護士が次々と辞めていくのも知っていました。報酬が破格なので引き受ける弁護士はいますが、八木沢はそんなことになびく男じゃない。アイツは腕が立つ。事務所の重鎮たちも一目を置いているのに、西岩建設の顧問弁護士を引き受けるメリットがわからない」

　毎日近くで働いている九条さんも、彬さんの本音がわからないのか……。

「実は、顧問弁護士の打診があったとき、止めたんです」

「えっ？」

「それでも八木沢は、頑なに意志を貫きました。なにかにとらわれているかのように」

「とらわれて……」

　それがなんなのか、まったく心当たりがない。夫婦なのに、彬さんのことがなにもわからない。

「俺が感じただけですので、気にしないでください。八木沢、結婚してから柔らかくなったんですよ。毎日難しい顔をしていたくせに、最近は時々口元が緩んでるんです。アイツに指摘したら『幸せなんだから放っておけ』って。あの八木沢が……」

　九条さんはそのときのことを思い出しているのか、クスッと笑う。

「子供ができたのも、すごく喜んでました。でも、その頃から物思いにふける姿もあって、親になる責任みたいなものを感じてるのかと思ってましたけど、よく考えたら西岩の顧問弁護士になったのもその頃なんです」

　彬さんが妊娠を喜んでくれていたのがうれしい半面、やはり顧問弁護士を引き受けた経緯が気になる。

「なにか裏があるんじゃないかと……」

「裏……。なんでしょう。妻なのになにも知らなくて……」

　情けない。

「そうでしたか。ストレスをかけてはいけないのに、余計なことをすみません。俺たちも八木沢のバックアップをしたいんです。七緒さんなら、なにかご存じじゃないかと思って。申し訳ない」

　九条さんは、本当に彬さんを心配しているんだろうな。優しい人だ。

「アイツはいつもひとりで頑張る癖がついてるんですよね。生い立ちは、聞いてますよね？」

「幼い頃に両親を亡くして、親戚の家で育ったとは聞きました。詳しくはあまり。話したくないのかなと思って」

「照れくさいんでしょうね。実は八木沢、高校を卒業したあとひとり立ちして、大学を奨学金で卒業してるんですよ。成績優秀で特待生というやつです。俺も弁護士になるためにそこそこ勉強はしましたけど、アイツには敵わない」

　そこそこなんて言うけれど、司法試験が狭き門であることは、法学に無縁な私でも知っている。

　それにしても、彬さんがそんなに頑張ったとは。そういう努力をひけらかさないところが彼らしいけれど、私には教えてくれたっていいのに。

「お前はひとりじゃないと、七緒さんからさりげなく伝えてくれませんか？　俺たちが言ってもスルーですから」

「わかりました。ありがとうございます」

　これは心強い。

　マンションが近づいてくると、九条さんが再び口を開く。

「あっ、大切なことを言ってませんでした。今回の件で、おそらく八木沢はゴシップ誌に追いかけられると思います。あきらかに〝悪〟だと思われるほうの弁護をするときは、矢面に立つ弁護士は批判の対象になりやすいんです。それで、七緒さんを守るようにと私に依頼してきました」

「そうでしたか」

　目覚めたら彬さんの姿がなくてがっかりしたが、そういう理由もあったのか。

「妊娠中、しかも切迫早産という事態では、八木沢も心配でたまらないと思います。でも、今日も一緒に帰宅したら、七緒さんまでゴシップ誌の餌食となりかねない。アイツはそれが嫌で、私に七緒さんを送るようにと言ったんです。おそらく、実家にと口にしたのもそのせいかと」

　彬さんは私を最優先に考えてくれていたのに、昨晩は責めるようなことを言ってしまった。

「今はマスコミ対応の打ち合わせに西岩建設に行っていますが、すぐに帰宅するはずです。なにもしゃべるなと指示するだけですし。帰ったら、心配かけるなと怒っていいですから」

「怒るなんて」

「八木沢、いつも偉そうにしてますけど、多分七緒さんには頭が上がらないですよ。アイツが叱られてしょげるところ、覗きたい」

　九条さんはおかしそうに肩を揺らす。

「私、彬さんになにをしてあげられるでしょう」

「元気な赤ちゃんを生むことですよ。八木沢の願いは、七緒さんとお腹の子の幸せなんです。八木沢のことは、俺も全力でサポートします。七緒さんは、アイツを信じるだけでいい」

　信じる……。それならできる。

「はい。私はたとえ最後のひとりになっても、彬さんを信じます」

「最後のひとりにはさせません。俺たち仲間も信じてますから」

「ありがとうございます」

　彬さんはきっと幸せ者だ。こんなに絆の強い仲間がいる。

　マンションの車寄せに入るとき、九条さんが「いるな」とつぶやいたが、おそらくゴシップ誌のカメラマンのことだろう。

　緊張したもののなにもなく、「依頼されているから」と言う九条さんに、部屋まで送り届けてもらった。




　ベッドに入り、おとなしく彬さんを待つことにした。

　あれこれ考えても仕方がない。九条さんと話したように彬さんを信じるだけだと思ったら、不安も軽くなった。

「七緒」

　帰宅してから一時間。玄関から彬さんの声が聞こえてきて、思わず笑顔になる。

　バタバタと足音がしたあとベッドルームのドアが開き、顔を引きつらせた彼が入ってきた。

「大丈夫か？」

「はい。点滴が効いたみたいで、すっかり落ち着いてます」

　お腹の張りはまったく感じられない。

「よかった。……実家は？」

「あれっ、帰ってほしかったですか？」

　いつもイジワルされるので、今日はお返しだ。

「いや。俺……ちゃんと家事するから。元気な子を生んでくれ」

　からかったつもりなのに、妙に深刻な雰囲気で焦る。

「脱いだものはかごの中です」

「はい」

「食器は食洗機に入れてください」

「わかりました」

　彼を元気づけたくて茶化した口調で言うと、真面目な顔で返事をするのがおかしくて噴き出した。すると、彼もようやく笑顔を見せる。

　よかった。笑ってくれた。

　ベッドの端に座って私の顔を覗き込んでくる彬さんは、そっと髪を撫でてくれた。

「彬さん。私……昨日すごく寂しかった」

　もう一度気持ちをぶつける。

「ごめんな」

　言葉では言い表せないくらい寂しかった。このまま戻ってこなかったらどうしようと取り乱して、あなたへの気持ちを再確認したの。

「彬さん、ひとりで頑張るんだもん。私、妻だよ？　彬さんの支えにならせてよ」

　なにができるわけでもないのに大口を叩いていると思う。でも、せめてそばで寄り添いたい。

　思いきって本音を口にすると、彼は目を見開いて私を見つめる。

「……反則だろ」

「えっ？」

「そんなこと言われたら、ますます好きになる」

　彼は私の額に唇を押しつける。

「彬さん……」

「愛してるよ、七緒」

　私に真剣な視線を注ぐ彼は、熱い唇を重ねた。




　その晩。彬さんはベッドに入って私を抱きしめた。

「本当に平気？」

「はい。今日はちょっとびっくりして……。九条さんからいろいろ聞きました。彬さんは大丈夫なんですか？」

「アイツ、余計なこと言ってないだろうな」

　なんて口にしながら、私を託したくらいだから信頼していると思う。

「俺は心配いらない」

「そうやって私を遠ざける。九条さんも言ってましたよ。彬さんはひとりじゃないって」

「そう……。気持ち悪いな」

　彼はクスッと笑ったが、絶対に感謝しているはずだ。

「話せる範囲で、だけど」

「はい」

「俺は今、西岩建設の男性従業員の自殺についての訴訟にかかわっている。会社側の代理人だ。従業員は超過勤務が続き、鬱うつ病を発症。亡くなられてしまった」

　無念そうに語る彬さんは、私のお腹に手をあて「大丈夫か？」と聞いてくる。重い話なのでショックを受けないか心配しているのかもしれない。

「大丈夫です。続けてください」

「うん。同居していた親御さんが残業の多さに気づいていて、息子さんの死後、訴訟に踏み切った。いろいろ調査しているんだが、会社側の落ち度はあきらかだ。企業には、従業員が安全に働ける環境を整える、安全配慮義務というものがある。でも亡くなった方は、発症前の二カ月間ないし六カ月間にわたる時間外労働が、月平均八十時間以上という過労死ラインを軽く超えていた。月に百時間超えていたこともあるんだ。ありえない」

「それはひどい……」

　月に百時間も残業って、かなり劣悪な労働環境だ。

「だから会社に非はないと争うつもりはない。こうした場合は、過失相殺というものについて争う。従業員が鬱になってからきちんと通院していなかったのではないかとか、同居していた親御さんが勤務状況を知っていたのにもかかわらず、それを改善しようと試みなかったと主張して、責任を軽減していく方向に持っていく」

　それを聞き、無意識に眉間にしわが寄ってしまった。

　亡くなった人の責任を追及するなんて。そもそも鬱でつらければ通院がままならなくてもおかしくないし、親御さんが状況を改善しようとしなかったなんて、勝手すぎる言い分だ。

「七緒の反応が正しい。過失相殺を争うが、過労自殺案件ではあまり認められない。実際、家族の過失による過失相殺を認めないという判決を最高裁が下した例もある」

「よかった……」

　そう漏らしたけれど、彬さんは企業側の弁護をしなければならないのだから、よくはないのだろう。

「今までの判例から鑑みて、西岩建設はかなりの損害賠償を背負うことになる。でも、それを一円でも減らせというのが、俺に与えられた仕事だ。今、社内では超過勤務について漏らさないようにとかん口令が敷かれつつある。漏らしたら即クビだと圧力をかけてね」

「パワハラじゃない」

「そう。パワハラだ」

　苦々しい顔をする彼は、小さなため息をつく。

　私をパワハラから助けてくれた彬さんが、今度はパワハラをする側の擁護をするの？

「わかっていても、味方をしなくちゃいけないんですか？」

「俺たち弁護士は、公正な裁判を受けられるようにするのが仕事だ。それがすべて」

　九条さんと同じことを言っている。

　でも……それって、公正な裁判が受けられるようにするけど、西岩建設に肩入れするわけではないってこと？　顧問弁護士なのに、そんなことが許されるの？

「彬さん、それ……」

「ごめん。これ以上は言えない」

　彼は会話を切ったが、おそらく私の予想は間違っていない。西岩建設に雇われている弁護士としては、肩入れしないと表立って言えないのだ。

「私、彬さんを信じて待ってますから。この子と一緒に」

「七緒……」

　彼は複雑な表情をして私を強く抱きしめる。

「だから思う存分闘ってください。あと、洗濯もお願いしますね」

「善処します」

　その言い方がおかしくて笑みがこぼれる。

「西岩の件については、七緒はもうなにも考えなくていい。ゆっくり休んで」

「はい」

　私は彼の腕の中で目を閉じた。




　その後は報道合戦がすさまじくなった。

　西岩建設は謝罪会見を開き、テレビのニュースでもその模様が流された。

　会見には彬さんも同席していて、弁護士も批判の対象となると話していた九条さんの言葉がよくわかった。どう見ても西岩建設の味方だからだ。

　私は切迫早産と診断されたものの、お腹の張りもあまり感じず、診察でも異常はなし。あの日はよほどショックを受けたのだと思い知った。

　軽い家事なら許可されたが基本的には安静のため、通院以外は外にも出ず、ネットスーパーやデリバリー、あとは彬さんに頼る毎日。

　そのおかげか、彬さんはゴシップ誌に追いかけられているようだが、私にまで被害は及んでいない。きっと彼は私が傷つくのを一番嫌がるはずなので、通院時も細心の注意を払っている。

　今日はとても調子がよく、彬さんの苦手な片付けをしていた。洗濯はしてくれるようになったが、まだジャケットを脱ぎ捨ててあったりするのだ。

　あれっ……。

　ソファにあったジャケットをハンガーにかけようとすると、内ポケットになにか入っているのに気がついた。

「写真？」

　色あせたその写真には、幼稚園の制服を着た男の子と両親らしき人が笑顔で写っている。

　これ、彬さんかな。

　男の子の目元が彬さんを彷ほう彿ふつとさせる。まだ顔が丸くてかわいらしさが前面に出ているが、黒目がちな目は彬さんそのものだ。

「かわいいなぁ」

　普段はどちらかというとクールな彼の、愛くるしい表情が新鮮すぎる。胸にはチューリップの形の名札がついていて、あの彬さんがチューリップ！とニマニマしてしまった。

　でも、両親はこのあと亡くなってしまったのね……。

　まだ幼いのに残酷だ。小さな頃から親戚の家に預けられて過ごしたなんて、とんでもない苦労をしてきたんだろうな。

「パパを幸せにしなくちゃね」

　私は大きなお腹に向かって話しかけた。

　幼少期、両親の死というつらい経験をした彼は、その後もきっと順風満帆だったわけではないはず。それなのに特待生として学校に通い、自分の未来を自分で切り開いたすごい人なのだ。

　私は彼の妻であるのが誇りだし、この先を一緒に歩いていけるのがうれしい。彬さんを信じると決めてから、周囲がざわついていても取り乱さなくなった。ただ、批判の的になってしまう彬さんは心配だ。

「パパ、大丈夫だよね。……あっ」

　もう一度話しかけると、赤ちゃんがお腹を蹴ったので笑みがこぼれる。

「大丈夫って言ってる？」

　私はお腹の子を頼もしく感じた。










妻と息子は俺が守る　Ｓｉｄｅ彬




　西岩建設の内情は、調べれば調べるほどひどいものだった。

　まあ、顧問弁護士を引き受ける前から劣悪なのは知っていたのだが。

　亡くなった男性従業員の残業時間は、実は公表されているより多く、徹夜も含めて月百時間というのが過少申告だと知ったときは、さすがに人間扱いされていないと怒りが湧いてきた。

　鬱病との因果関係が証明できない。ほかに理由があるのでは？と上層部がほざいていたが、こんなに働かされたら家と会社の往復しかしていないだろうし、鬱病の引き金が過酷な労働環境なのは疑いようがない。

　労働基準法三十六条に基づく３サブ６ロク協定というものがある。〝一日八時間、一週間で四十時間を超える残業を命じる場合〟に届け出をする必要があるのだが、西岩建設は手続きしているので問題はない。ただしこれには上限があり、残業は〝月四十五時間、年間三百六十時間〟までとなっている。

　しかも、この上限を超えても許されるのは、特別な事情がある一年のうち六カ月までなのだ。

　それを当然会社側は知っているはずなのに、毎月超過しているのを見過ごしていた。いや、むしろ会社がそれを求めていたのだから、労働基準法違反にほかならない。

　本当なら、「あきらかに会社に非があります。賠償金を満額支払ってください」と言いたいところだが、証人尋問までは被告代理人でいなくてはならない。そうでなければ、目的が果たせないのだ。

　切迫早産という診断を受けた七緒だが、その後は調子がいいらしい。もちろん、彼女に多大なるストレスをかけたのは俺だし、これからもやきもきさせるのがわかっているので、申し訳なく思っている。

　だから、西岩建設の訴訟の弁護をすると決まったとき、彼女をしばらく実家に帰そうと考えた。しかし手放せないでいるうちに切迫早産となり、やはりそばに置くべきではないかもしれないと思った。

　ふたりでマンションに帰ると彼女まで写真を撮られかねない。だから九条に七緒を託した。そして実家に帰るという選択肢も示したのだが、マンションにとどまった彼女を見て、どれだけうれしかったか。

　きっと落ち着ける実家のほうがいいだろう。そばにいてほしいのが自分のわがままだともわかっている。でも、彼女のいない生活がもう考えられなくなっているのだ。

『彬さんの支えにならせてよ』と口にする七緒がかわいくてたまらない。

　出会ったばかりの頃は俺が彼女を助けていたが、今は俺が助けられてばかりいる。

　七緒を必ず守る。彼女と子供を幸せにする。

　俺は改めてそう決意した。




　生命力あふれる青葉のみずみずしい香りを含んだ薫くん風ぷうが吹いたその日。予定日より少し早く、七緒が無事に男の子を出産した。

　彼女が大切にお腹の中で育んでくれた命は、産まれた瞬間「ホギャー」と大声で泣いた。

「七緒、よく頑張った。ありがとう」

　出産に立ち会えた俺は、あふれてくる感動の涙を抑えられなかった。

　人前で泣いたのなんていつ以来だろう。

「元気でよかった」

　過酷な陣痛の時間を耐えに耐え、歯を食いしばりながら俺たちの宝物を誕生させてくれた七緒もまた、我が子を腕に抱き、涙で顔をぐちゃぐちゃにしている。

「絶対に幸せにする」

「ありがとう。でも、皆で幸せになるの。彬さんもだよ？」

「そうだな」

　こんなに幸せなのに、これ以上なにを望むというのだろう。

　幼少期、立て続けに両親を亡くして苦しかった俺だけど、幸福が一気に押し寄せてきて怖いくらいだ。けれど、彼女とこの子と一緒なら、もっともっと幸せになれる。そう思わせてくれるのが、七緒という女なのだ。

「彬さんも抱いてください」

「あぁ」

　赤ちゃんは想像していたよりずっと小さく、少し力を入れようものなら折れてしまいそうだ。

　おそるおそる受け取り、初めての温もりを味わった。

「初めまして。パ、パパです」

　俺がそう言った瞬間、七緒が口を押さえてクスクス笑い始める。

「なんだよ」

「かわいいなと思って」

　赤ちゃんが？　いや、俺か？

　たしかにキャラじゃない。

　でも、この上ない幸せに包まれた。




　退院してきた七緒と我が息子、櫂かい。

　新しい生活が始まって一カ月ほど経っても、てんてこ舞いが続いている。

「もー！」

　日曜日の昼下がり。七緒が悲壮な声をあげているのは、抱っこでようやく寝た櫂が、ベッドに下ろした瞬間泣きだしたからだ。

「ママは一瞬で寝られるのに」

　生まれたての頃は一日の大半を眠って過ごすと聞いていたが、櫂はそうでもない。しかも、昼夜関係なく細切れに寝ては起きるを繰り返すため、七緒がふらふらになっている。

「櫂、パパのところに来い。七緒は少し寝て」

「でも……」

　最近はできるだけ早く帰宅するようにしているため仕事が溜まっていて、家でしているので気にしているようだ。

　しかし、櫂の親は七緒だけじゃない。

「任せとけ。俺を誰だと思ってるんだ」

　俺は七緒から櫂を受け取り、寝室を出た。

「ちょっと、おとなしくしてろよ」

　判例を読もうとソファに座ると、たちまち櫂が泣き始める。

「あぁ、わかったよ。仕事するなって言ってるんだろ」

　俺に命令できるのなんて、お前だけだぞ？

　七緒に啖たん呵かを切ったくせして、櫂には敵わない。

　櫂を抱いて窓際に立つ。薄暗い空から今にも雨が落ちてきそうで憂鬱だ。

　こんな日は、どうしても雨の日に逝ってしまった親父を思い出してしまう。まだ四歳だったから記憶がおぼろげなところもあるが、リビングのテーブルで突っ伏したまま冷たくなっていた姿を忘れられない。心筋梗塞で亡くなった親父を最初に見つけたのは俺なのだ。

　ようやく泣き止んだ櫂を見て思う。

　俺を育てるのも、こんなに大変だったのだろうか。

　親父が亡くなったあと、もともと体の弱かったお袋もあっさり天国に旅立っていった。『ごめんね。ひとりにしてごめんね』と涙を流しながら。

「守るからな。お前と七緒は、この命に替えても」

　いや、命と引き替えではいけない。残された者がどれだけ悲しいのか知っている俺は、「三人で幸せになろうな」と言い直した。

　しばらく櫂をあやしていると、ようやく寝てくれた。寝室をそっと覗くと、疲れきった七緒もぐっすり眠っている。

　ベビーベッドに櫂を寝かせて、俺は書斎に向かった。

　櫂が生まれたあとも、俺は精力的に働いている。

　西岩建設の訴訟は世間から注目を浴びており、就業時間の大幅な超過がクローズアップされて、マスコミからも袋叩きだ。

　被告代理人である俺は、第二回の口頭弁論で西岩建設側の主張の証拠を提出した。そしてそれについて口頭で説明をしたのだが、口頭弁論が終わったあと、事務所にすさまじい数の批判の電話が入った。

　西岩建設を弁護する俺に怒りの矛先が向けられるのは想定内だった。とはいえ、電話対応するパラリーガルや事務員には申し訳なく思っている。

　ただ九条が、『弁護士が通る道だ。事務所の皆はわかっている』と言うので少し肩の荷が下りた。

「これからが勝負だな」

　本棚の奥から厚いファイルを取り出してめくり始める。このファイルには、親父が亡くなった当時の新聞記事のコピーや資料が集めてあるのだ。

「親父……。もう少しだ。もう少し待ってくれ。必ず俺が……」

　パタンとファイルを閉じると、スマホが鳴りだした。画面に表示された名前を見てすぐにボタンを押す。

「もしもし、八木沢です」

『西岩建設の馬ば場ばです。資料を見つけました。お渡ししたいのですが、出てこられますか？』

「今すぐ行きます」

　待ち合わせ場所を指定された俺は、七緒と櫂の寝顔を確認してからマンションを飛び出した。










あなたを信じてる




　久しぶりに深く眠れた。目を覚ますと、ベビーベッドに櫂が寝ている。

　彬さん、寝かしつけに成功したんだ。

　あたふたしている様子が目に浮かんで笑みがこぼれる。

　弁護士の仮面を被った彼はクールで隙がないけれど、家ではこんなに小さい櫂に振り回される優しいパパなのだ。

　意外なくらい子煩悩な彼は、率先しておむつ替えをしてくれるし、お風呂は基本彼の仕事だ。

　もちろん、仕事で忙しく走り回っているので毎日というわけにはいかないが、だからこそ家にいる間は櫂をそばに置いてかわいがる。

「ぐっすりね」

　櫂が起きそうにないのを確認して、リビングに向かった。

「彬さん？　……書斎かな？」

　リビングにいると思っていた彬さんの姿が見えないので、書斎に向かう。

　ノックをしたものの返事がなく、ドアを開けたがここにもいない。

「あれっ、どこ行ったの？」

　出かけたのかな？

　もしかしたらスマホにメッセージが入っているかもしれないと思い、リビングに戻ろうとしたとき、窓から風が吹き込んできて、デスクの上のファイルが床に落ちた。

　きっと大切なものだと思った私は、ファイルを手にしてデスクに戻そうとしたけれど、【西岩建設】という文字がちらりと見えて読み始めた。

　これは古い新聞の記事のスクラップだ。

「西岩建設営業部課長、浦うら川かわ昇のぼるさん三十二歳が心筋梗塞にて死亡した。亡くなる前日までの残業が一カ月で百時間を超えており、過労死を疑った遺族が提訴したが、西岩建設側は超過勤務の証拠がないと心筋梗塞との因果関係を否定している。って……」

　今回が初めてじゃないんだ……。

　モデルルームの担当者が、『もともとブラックで問題だらけなんですよ』と話していたけれど、やはり昔からそういう会社だったようだ。

　このときに改善されていれば、今回の犠牲者は出なかったのに。

　やりきれない気持ちでファイルを閉じたが、なにかがピンと来て再び開いた。

　なんだろう、引っかかる。

　もう一度記事に目を通したとき、あることを思い出して息が止まった。

「浦川……。まさか」

　以前見た、園服姿の彬さんの写真に写っていた名札に【うらかわあきら】と書いてあった気がするのだ。

　お父さま……？

　九条さんが、西岩建設の顧問弁護士になるのを止めたのに、彬さんは引き受けてしまったと話していたが、もしかして、お父さまの過労死があったから引き受けたの？

　でも、お父さまが亡くなっているのに、会社側を守るなんておかしい。

　不思議に思った私は、さらにファイルをめくった。

「和解？」

　どうやらこの民事訴訟は、最終的に和解しているようだ。

　就業時間の超過については証人の話だけで証拠の書類等がなく、上司にあたる部長は『休みなさい』と声をかけていたと証言した。そして、浦川さんが健康診断を怠っていたことから、過失相殺を争われていたようだ。

　しかし判決までいかず、会社から浦川さんの遺族に和解金千七百万が支払われて裁判は終了している。

　会社側に完全に非を認めさせられなかったんだ……。

　まさか、復讐？　彬さんは、お父さんの無念を果たしたいと思ってる？

　ううん。会社側の弁護士だということは……。

「あっ」

　パワハラがあるのに会社の味方をするの？と尋ねたとき『俺たち弁護士は、公正な裁判を受けられるようにするのが仕事だ。それがすべて』と彬さんは答えた。

　最初から弁護する気はなく、裁判で西岩建設を追いつめようとしているとか？　会社側の弁護士として雇われているのに、そんなことできるの？

　いや、もしかしたら、してはならなくても彬さんはやるつもりなのかも。お父さまの無念を晴らすために、弁護士の立場も捨てる覚悟だとしたら……。

　そうでなければ、わざわざ恨みがある企業の顧問弁護士なんて引き受けない。

「どうしよう……」

　彬さんに話を聞く？

　でも、素人の私が聞いたところでなにができるというの？

　九条さん……。彼ならなんとかしてくれるかも。

　私は家まで送ってもらったときに渡されていた名刺を取り出して、電話をかけた。

　休日にもかかわらずすぐに出てくれた彼に、彬さんのことで話があると伝えると、近所のカフェまで来てくれることになった。

　ベッドルームに戻ると櫂は目を覚ましていて、自分の指をチュパチュパ舐めている。

「櫂、ちょっとお出かけしようね」

　櫂は先日の一カ月健診で、抱っこひもでのお出かけデビューを果たした。

　しょっちゅう大泣きする彼だけど、抱っこひもで抱いているうちはおとなしくて、驚いたくらいだ。一緒に行った彬さんが『外面がいいな』と笑っていたので、『彬さんに似たんでしょ』と言っておいた。

　今日もおとなしくしてくれているといいのだけれど……。

　少し不安に思いながらも、母乳を与えたあと、マザーズバッグにおむつやおしりふきなどを詰め込んでマンションを出た。

　母になってわかったのだが、子供を抱っこした上、大きな荷物を抱えての移動はかなりの重労働だ。

　マンションの玄関を出たとき、なにかの音がかすかに聞こえたので辺りを見回す。

　気のせい？

　再び足を進めだすと、やはりカシャッという音が耳に届いた。

　写真、撮られてる？

　慌てて櫂の頭を抱えて私の体に密着させ、彼が写真に写らないようにしてもう一度見回した。すると、道路を挟んだ向こう側の垣根の陰に人がいるのを見つけた。

「勝手になにしてるんですか？」

　抗議の声をあげると、立派な一眼レフカメラを持った黒い服の男が近づいてくるので緊張が走る。

　櫂を守らなければ。

「八木沢さんですよね。西岩建設の件、被害者がお亡くなりになっているのに、弁護をする旦那さんをどう思います？」

　記者会見の頃は彬さんのコメントが欲しいマスコミの姿をちらほら見かけたが、最近はなかったのに。

「私は主人を信じています。失礼します」

　それだけ言って走りだした。待ち合わせのカフェに駆け込んで振り返ったが、追いかけてくる気配はない。

「よかった……」

「七緒さん、どうしました？」

　すでに来ていた九条さんが、肩で息をする私を見て近寄ってくる。

「マスコミに写真を撮られました」

　話した瞬間、彼は外に飛び出していった。

　しばらくして戻ってきた彼は「見つかりませんでした、すみません」と頭を下げる。

「いえ。大丈夫です」

　私は自分の気持ちを正直に言っただけ。なにがあろうと、私は彬さんを信じる。

「記事が出るようなことがあれば、法的に対処します」

「ありがとうございます。櫂だけが心配なんですけど……。それより」

　私は持ってきたファイルを九条さんに渡した。

「とりあえず座りましょう」

「そうでしたね、すみません」

　促されて席につき、九条さんが資料に目を通す間、櫂をあやしていた。外が楽しいのか、今日も泣きだす気配はない。

「それで、八木沢の旧姓が浦川で、昇さんがお父さんじゃないかと」

「はい」

「アイツ……」

　九条さんが眉をひそめるので、心臓がドクンと大きな音を立てる。

「なんで言わないんだ」

「えっ？」

「そうとわかったら、私たちも動きます」

　もっと深刻な雰囲気になると思っていた私は拍子抜けした。

「七緒さん、八木沢に全部吐けと言っておいてください。アイツは俺たちに迷惑をかけたくないんでしょうけど、くだらない遠慮をされるほうが腹が立つ。今日は、八木沢は？」

「私が休んでいるうちにいなくなっていて」

「まったく。こんなかわいい子を置いてどこに行ってるんだか。知ってます？　アイツ、七緒さんと櫂くんの写真、手帳に挟んで肌身離さず持ち歩いているんですよ」

　それは知らなかった。

「結婚してから、優しさというものを身につけたようですね。七緒さんの影響でしょうけど」

「私の？」

「はい。七緒さんがパワハラに悩んでいた頃、他人のために自分を犠牲にできる人間がいるんだなとしきりに感心していたんです。ここだけの話、八木沢が報酬なしで動いたのは、七緒さんのときだけなんです」

　九条さんの言葉に驚き、瞬きを繰り返す。

「この件は私たちに任せてください。なにも心配いりません。気になることがあれば、またご連絡ください」

「ありがとうございます」

　迷って九条さんに電話をしてしまったけれど、すごく心が軽くなった。

　その後、櫂が泣きだしたが彼は嫌な顔ひとつせず、マスコミがまだ張っているかもしれないとマンションまで送ってくれた。

　彬さんには素敵な仲間がいる。絶対に大丈夫だと感じた。




　部屋の鍵を開けると、「七緒！」と彬さんが中から飛び出してくる。先に帰っていたようだ。

「あ、ただいま」

「ただいまじゃない。いないから焦った」

「彬さんもいなかったですけどね」

　私が指摘すると「まあ……」とバツの悪い顔をしている。

「散歩？」

「いえ。九条さんに会ってたんです」

「なんで九条？」

　あからさまに顔をしかめる彼は、私からバッグを受け取り、リビングに促した。

「そういえば、玄関で写真を撮られてしまって。ごめんなさい」

　もしかしたら記事になる可能性があると思い正直に告白すると、彼は目を丸くする。

「なにもされなかったか？」

「はい。櫂の顔は隠しましたけど、写ってしまったかも」

「すまない……。クソッ」

　彼は髪に手を入れ、悔しそうにかきむしっている。

「私を誰だと思ってるんですか？」

「ん？」

「弁護士、八木沢彬の妻なんです。そのくらいのことで、へこたれたりしません」

　ちょっと彼の真似をしてみた。

　本当は怖かった。でも、彬さんが立ち向かおうとしているものに比べたらたいしたことではないし、彼の妻になったことを絶対に後悔しない。

「七緒……」

「彬さん。隠していることを全部話してください。彬さんが私や櫂を守ってくれようとしているのなら、私も彬さんを守ります。それが家族でしょう？」

「……そうだな」

　守るなんてたいそうな言い方をしたが、実際なにかできるわけじゃない。でも、彼ひとりに頑張らせたくない。

「とりあえず、櫂のおむつを替えてくれますか？　私、荷物を片づけてきます」

　私はわざと櫂を彬さんに託した。櫂も絶対にパパの味方だ。ひとりじゃないとわかってほしい。

　おむつをきれいにしてもらった櫂をベッドメリーの下に寝かせると、楽しそうに手を伸ばして遊び始めた。

「これ、見てしまいました」

　彬さんは、櫂の様子を眺めながらリビングのソファに座る。私も隣に腰かけてファイルを渡した。

「あ……」

「それと、ジャケットのポケットに入っていた古い写真も。名札に〝うらかわあきら〟とありましたけど、これ、お父さまの記事ですよね」

「それで九条に？」

　いろいろ察したらしい彼は、苦々しい顔をする。

「はい。勝手にごめんなさい。でも九条さんも遠慮してほしくないとおっしゃってました。もちろん私も。彬さん、話してくれませんか？」

　法律のわからない私が相談相手として不足なのはわかっている。けれども、彼の心を軽くすることはできる。この件で九条さんが味方になってくれるとわかって、楽になった私のように。

「心配かけてごめん。記事はたしかに親父のものだ。親父は営業部の残業の多さを問題視して、幹部に労働環境の改善を掛け合っていたんだ。そうしたらにらまれて……。さらに仕事を押しつけられた上、幹部から圧力のかかった同僚には無視されるようになったようだ」

「そんなのひどすぎる」

　私が漏らすと、彼は神妙な面持ちでうなずく。

「俺が弁護士になったのは、親父の死に納得がいかなかったからだ。超過勤務の証拠がないから過労死ではないなんて、とても了承できるものではない。ただ、民事訴訟は原告に立証責任がある。お袋も代理人弁護士も、証拠集めに苦労したようだ」

　被害者のほうが証拠を提示しなければならないのか。お父さまを亡くしたばかりではつらい作業だっただろう。

「それでも判決まで闘えば、結果は違ったかもしれない。でも……」

　彬さんは唇を噛みしめてしばらく黙り込む。

　急かさず待っていると、大きく息を吸った彼は再び話しだした。

「その当時の弁護士に話を聞いたんだが、西岩の弁護士がお袋に、『今、和解するなら千七百万支払う。和解しないのであれば、今後は和解のテーブルにはつかない。それなりの証拠を準備しているので、賠償金なしの判決もあり得る』と吹き込んだようだ」

「脅しじゃない」

　どちらが訴えているのかわからない。

「そうだ。極めつきは、『千七百万あれば、子供を大学まで行かせてやれますよ』と。お袋は腎臓が悪くて透析に通っていて、まともに働けなかった。だから……」

　それで和解に応じたんだ。

　それじゃあ、彬さんの進学費用のためにお父さまの名誉を犠牲にしたようなものだ。だから余計に責任を感じているに違いない。

　でも、大学は特待生で学費はかからなかったと聞いたけど、違ったのかな。

「そのお金で大学まで？」

「いや、そのまま銀行にある。親父の命だと思うと、とても使えなかった」

「彬さん……」

　ひとりで頑張ってきたんだ。だから誰かに頼るのが下手なのかもしれない。

「俺、本当は結婚する気はなかったんだ。西岩建設の闇を暴くことで頭がいっぱいで、こんな俺が結婚したって妻を幸せにしてやれないと思ってた」

　なんて悲しい告白なのだろう。

「そんなことない。私は幸せです。もちろん、櫂だって」

　私は必死に訴える。

「ありがとう。七緒が後輩を守ろうとする姿を見て、親父にもそういう人がいてくれたら結果は違ったのにと感じた。でも同時に、自分が盾になったりしたら、親父みたいに命を落としかねないからやめておけばいいのにとも思った」

「そうだったんですね」

　彬さんはうなずいて続ける。

「だけど、後輩を助けたいという七緒の強い想いに、俺もいつの間にか熱くなった。七緒は俺が守ると決めた」

　彼の言葉に目頭が熱くなる。目を閉じてうつむくと、優しく抱きしめてくれた。

「七緒に出会って、ひとりでは生きていけなくなった。お前が欲しくてたまらなくなったんだ」

「うれしい」

　私は彼のシャツを握り、絶対に離れまいと誓う。

　パワハラを受けて精神的に追い詰められていた私が、こうして穏やかに、そして幸せを感じながら生きていられるのは彬さんのおかげだ。

「七緒を手に入れたら、櫂という宝も得られた。ただ……七緒との子を望んでいたのに、いざ妊娠がわかったら動揺してしまった。これから泥沼につっこんでいくのに、七緒だけでなくお腹の子まで巻き込んでいいのかと」

「彬さん……」

　だから妊娠を告白したとき、反応が薄かったんだ。彼がひとりで苦しんでいたと知り、胸が痛い。

「でも、櫂ができたのは本当にうれしくて、絶対に守らなければと思った。だから、西岩の件が片付くまで七緒から離れるべきじゃないかと考えたんだが、どうしてもできなかった」

　彼とケンカもしたけれど、やっぱり私やお腹にいた櫂を思ってこその行動だったのだ。

「俺……親父の死にずっととらわれた人生だったけど、この件が終わったら七緒と櫂とで前を向いて歩いていきたい」

「はい」

　私は彼の顔を見て、返事をした。

　きっと無念の思いはずっと残るだろう。それでも、この先沈んだ気持ちで過ごす必要はない。

「これからどうするつもりなんですか？」

「西岩の顧問弁護士になったのは、当時の証拠を集めたかったからだ。そうしたら今回の過労自殺があって、もうこんな悲劇を繰り返してはいけないと強く感じた。西岩の膿を出し切りたいと思ってる」

　彬さんの声に張りがある。相当な覚悟で立ち向かっている彼ならやり遂げるだろう。

「親父の同僚だった人に協力してもらう。次の口頭弁論で証人尋問をして、親父の件にも触れるつもりだ」

「彬さんは西岩建設の弁護士でしょ？　そんなことして大丈夫なの？」

　気になっていることを尋ねると、彼は難しい顔をして口を開いた。

「まずいだろうな。でも真実はひとつだけだ。今回は克こく明めいな勤怠状況を記した書類が存在しているから言い逃れはできないが、親父のときはそれがなかった。それをいいことに、西岩の幹部は過去に超過勤務はなかったと俺に話す。そこをつく。それで全部終わらせる。心配いらない」

　彬さんの話は私にはよく理解できない。嘘があるのを指摘するのはわかったが、終わらせるって？　会社が責任を問われるのは確定なのだろうけど、彬さんの立場は？

　それ以上はまだ明かせないのだろうか。

　しかし『心配いらない』と彼がはっきり口にするのだから、私は待つだけでいいのかもしれない。

　だって、『七緒と櫂とで前を向いて歩いていきたい』と言ってくれたのだから。

「彬さん」

「ん？」

「裁判のときは私たちのことは忘れて、思う存分闘ってきてください」

　そう伝えたが、彬さんは首を横に振る。

「そうはいかない。七緒と櫂を忘れる時間なんて一秒もないからな」

　優しく微笑む彼は、私を引き寄せて甘い唇を重ねた。

「ギャー」

　その瞬間、櫂が激しく泣き始めたので、彼と顔を見合わせる。

「七緒を取られて怒ってる？」

　彬さんがつぶやく。櫂が私たちのほうを見ているからだ。

「まだそんなに視力はないと思うけど……。櫂、ひとりにしてごめんね」

　私が櫂のそばに行くと彬さんも歩み寄り、私が抱いた櫂に話しかける。

「櫂、七緒は俺のものだからな」

「ちょっ」

　息子相手に独占欲を発揮しないでよ。

「櫂は俺と七緒のものだ。幸せにする、絶対に」

　改めて強い決意を聞くと、ありがたくて視界がにじんでくる。

「泣くなよ。俺を誰だと思ってるんだ。最高の女、八木沢七緒の夫だぞ？」

「あはっ」

　真似されてしまい、ちょっと恥ずかしい。

「九条に電話してくる。櫂を頼める？」

「もちろん」

　彬さんが九条さんを頼る気になったのがうれしい。きっと彼はこの裁判を乗り越える。




　第三回口頭弁論の少し前。

　写真こそ出なかったが、とある週刊誌の西岩建設を追及する記事の中で、担当弁護士の妻の意見として『私は主人を信じています』という言葉が載ってしまった。もちろん、〝自殺者が出ているのにこの発言〟という悪意のある記事だ。

　彬さんは平謝りで、九条さんに頼んで法的に対処すると言ったが私は断った。

　本当のことだから、問題ない。

　そう伝えると、「七緒はやっぱり最高の女だ」と抱きしめてくれた。










見上げた空には幸福の雨　Ｓｉｄｅ彬




「行ってらっしゃい」

　いよいよ第三回口頭弁論当日。櫂を抱いた七緒は玄関まで見送りに出てくれた。

「緊張してる？」

「してないです」

　あきらかに顔を引きつらせているのに、強がる我が妻は本当にかわいい。

「へぇ、表情筋固まってるけど」

　七緒の頬を軽くつまむ。

「彬さんは、なんで平気なんですか？」

「お前が信じてくれるから」

　そんな質問、即答だ。

「私が？」

「あの発言、嘘なのか？」

「ち、違いますよ！」

「やっぱり違うんだ」

「そっちの違うじゃなくて！」

　ちょっといじめると、慌てふためいている。

　わかってるよ。お前が俺を信頼してくれていることくらい。

「大丈夫だから、どんと構えてろ。櫂を頼むな」

「はい」

　顔をこわばらせながらも口角を上げた七緒と、彼女の腕の中でご機嫌にしている櫂の頬にキスをしてから裁判所に向かった。




「おぉ、悪いな」

　ひと足先に裁判所についていた九条に声をかける。

「八木沢がオロオロするところなんて、見ないと損だろ」

「するか」

　俺を煽る九条も口は悪いが熱い信念の持ち主で、今回の件で協力を仰ぐとふたつ返事で引き受けてくれた。『お前じゃなくて、七緒さんのためにだけどな』と付け足されたのが気に食わないが。

「馬場さんは？」

「今、タクシーで向かってるそうだ。もうすぐ着くはずだから、頼めるか？」

　さっき本人に電話で確認済みだ。

「了解」

　今日、証人に立ってもらう予定の馬場さんは、親父の直属の部下だった人だ。

　西岩建設の資料室で親父が亡くなった頃の業務日誌を見つけたのだが、そこに彼の名前があった。接触してみたら、親父は絶対に過労死だと話してくれた。

　彼は今でも西岩建設に勤めているが、親父の過労死を会社に認めさせられなかったことがずっと心に引っかかっていたのだとか。

　反旗を翻ひるがえして会社のひどい勤怠状況を証言してくれる馬場さんには、頭が上がらない。でも彼は、当時上司から『辞めさせるぞ』と言われて口をつぐんだのが申し訳ないと、何度も謝ってくれた。

　馬場さんを九条に託したあと、準備に入る。

「八木沢先生、今日はよろしくお願いします」

「もちろんです。きっちり真実をあきらかにします」

　出廷予定の五十代後半の営業部部長に笑顔で話しかけられて答える。

　正直、ひとり亡くなっているのに、この笑顔の理由がわからない。そもそも残業の超過は認めているのだし。

　彼は俺が過失相殺を勝ち取って、賠償金を少なくできると踏んでいるのだ。社長からも『いくらで手を打てそうだ？』と、しつこいくらい尋ねられた。

　しかし、賠償金云々の話ではない。これは人の命の問題だ。

　俺がこの裁判を引き受けたのは、顧問弁護士として労働環境の改善を提案したところで、よい方向に向かうとは思えないほど劣悪な状態だったからだ。

　残業するのはもはやあたり前になっているが、それでも仕事が終わらない人たちは家に持ち帰っている。しかも、家での仕事に残業代は出ていない。

　休日は本来、体を休めるためにあるのに、仕事の遅れを取り戻す日になっているようだ。

　俺も残業はするし家にも持ち帰るが、朝日法律事務所は歩合制。最低賃金は保証されていて、あとは働きに見合った金額をしっかりもらっている。もちろん、残業時間も法律の範囲内だ。

　西岩建設には今の労働環境が異常だと認識させて、必ず改善させるつもりだ。

　また親父のような被害者が生まれる。その前になんとかしたい。




　注目されている裁判だけあって、傍聴席は満席だった。この中に七緒にまで付きまとった記者がいるかもしれないと思うと腹が立つが、あの記事を書いたのを後悔させてやる。

　当事者尋問は予定通り進み、原告となっている被害者の妻の涙に、俺の胸も痛んだ。

　俺は親父の裁判を傍聴していないが、おそらくお袋も深い悲しみの中、証言台に立ったのだろうと思うと他人事ではない。

　そしていよいよ馬場さんの登場だ。

　現在、西岩建設で施設管理部の部長をしている彼は、どちらかというと会社寄りの人間だ。だからか、出廷している営業部部長も社長も、余裕の顔をしている。自分たちに不利な証言などしないと、たかをくくっているのだ。

「営業部の残業は馬場さんが所属されていた頃からひどかったようですね。過去に、浦川昇というあなたの上司が長時間労働を強いられて亡くなられているとか」

　俺が親父の名を出すと、社長の顔が青ざめた。

「はい。浦川さんは私の上司で、素晴らしい人でした。私たち部下を守るために残業を減らしてほしいと役員に訴えたら、それならお前が働けと、とんでもない量の仕事を振られたのです」

「な……」

　営業部部長が思わず声を漏らしている。

　普通はこうした尋問は原告側が行い、被告代理人の俺が「異議あり。本件とは関係がない質問です」と止めるところだ。しかしもちろん続ける。

「当時、遺族が民事訴訟を提起しましたが和解が成立しております。原告側が超過勤務を証明できなかったというのがその理由の大半を占めますが、超過勤務の証拠が見つかりました。こちら、追加の証拠として提出します」

「なにを言ってるんだ、君は！」

　俺が馬場さんが所持していた当時の日記帳を裁判長に提出すると、社長が立ち上がって怒りの声をあげる。

　几帳面な彼の日記帳には、始業、そして終業時間が毎日書き込まれていた。証拠になるはずだ。

「静粛に。被告代理人。本件と関係のある証拠ですか？」

　裁判長に問われてうなずいた。

「もちろんです。西岩建設は長きにわたり、特に営業部に過剰な残業を強いてきました。浦川さんの件以降も改善されず、こうして人が亡くなられた。このままでは三人目の犠牲者が出ます」

　俺が言うと、法廷内がざわつく。原告も原告代理人の弁護士も、目を丸くして俺を見ている。

「私たち弁護士は、すべての人が公正な裁判を受けられるようにするのが使命です。真実を隠し、捻ねじ曲げるためにここにいるわけではありません」

　その後、馬場さんの当時の詳しい証言と、今回の過労自殺もその悪しき習慣が続いているせいであり、会社側は改善の努力をしてこなかったと主張して、第三回口頭弁論は終了した。

　馬場さんに丁寧にお礼をしたあと九条に任せ、法廷を出たところで真っ赤な顔をしている西岩建設の社長のところまで行く。

「お前はなにを……。うちに雇われた弁護士だろうが！」

「はい。従業員に不当な就労をさせた結果得た報酬で雇っていただきました」

「なにっ」

　激高する社長に胸ぐらをつかまれたが、抵抗せずに話を進める。

「殴っても構いませんよ。暴行罪になりますが。雇い主にこのような扱いを受けるとは遺憾です。それに、浦川さんの件。過去に超過勤務はなかったですか？と何度もお尋ねしましたが、一貫して〝ない〟との答えでした。雇い主に嘘をつかれては、この先信頼関係が築けませんので、この訴訟の弁護を降りさせていただきます」

　タッグを組んで訴訟を始めても、意見の相違や信頼関係が築けないときなど、依頼者は代理人を解任できるし、代理人が降りることもできる。

「ふざけるな。着手金を返せ！」

「金じゃねぇんだよ。人の命の話をしてんだ！」

　俺がジャケットの内ポケットから着手金の入った封筒を出して押しつけると、社長は顔を引きつらせた。

「あぁ、私としたことが。失礼しました。今後は社会があなた方を監視するでしょう。もちろん私も、なにかあれば動きます。ほかにもお手伝いが必要な従業員がたくさんいそうですね。それでは」

　俺は軽く会釈をしてその場を離れた。

　裁判所の玄関まで行くと、馬場さんの見送りを頼んでおいた九条が壁にもたれかかって俺を待っていた。

「お見事」

「どうも」

「辞任までシナリオ通りだったとはね」

「気づいてたくせして」

　コイツは食えない男だ。相談を持ちかけたときから、おそらく全部わかっていたはずだ。

「親父さん、息子が立派になって喜んでるだろうな」

「俺を立派だと認めたんだな」

「俺は認めてない」

　九条はそう言ってかすかに笑うが、俺はコイツを認めている。もちろん言わないが。

「馬場さん、会社を辞めるそうだ」

「そうか……。悪いことをした」

「いや。お前に感謝してたよ。親父さんをひとりで矢面に立たせたこと、ずっと後悔してたって。こんな会社にしがみついてたなんてバカだったと、しみじみこぼしてた」

　馬場さんも残業の嵐を駆け抜けてきたのだろう。親父だけでなく、誰にでも過労死の危険があったのだ。

「事務所に戻るか？」

「悪いけど、アポイントがあるんだ」

　そう言うと、九条は鼻で笑った。

「なるほど。七緒さんによろしく」

「気安く七緒の名前を呼ぶな」

「嫉妬深い男は嫌われるぞ」

　彼は「それじゃ」と、軽く手を上げて去っていった。

「嫌われねぇよ」

　小声でつぶやく。

　嫌われないように気をつけるからな。

　なんて、七緒に出会うまでは誰かにそんな感情を抱いたことがなかったのに。

　俺を変えたのは、間違いなく七緒だ。

　今日の口頭弁論で、俺を信じると言ったせいで肩身の狭い思いをすることになった七緒の名誉も守れただろうか。

「ケーキでも買って帰るか」

　それだけで心配をかけたお詫びにはならないのはわかっている。彼女には一生かけて感謝を伝えていくつもりだ。

　なんて言ったって、彼女は俺の幸福の女神だからな。

　外に出ると、ぽつぽつと雨が降り始めた。

「親父、お袋。これで許してくれるか？」

　早くに亡くなった親父のことは、残念ながら記憶にあまり残っていない。ただ、亡くなったあの日は雨が降っていて、お袋の泣き声が家中に響いたことは、いつまで経っても忘れられない。

　だから雨は嫌いだった。

「俺、前に進んでもいいか？」

　空に向かって問いかける。

　今まで苦手だった雨が、細い銀糸が天から降りてくるかのように美しく感じるのは、心に余裕ができたからかもしれない。

　これは、俺が新しい一歩を踏み出す記念の雨だ。

　俺は傘をさす気になれなくて、駐車場まで濡れながら進んだ。










エピローグ




　西岩建設の訴訟から完全に手を引いたおかげで、私たちに穏やかな生活が戻ってきた。

　彬さんは毎週末、私と櫂を外に連れ出してくれる。それも、妊娠中は切迫早産で家から出られず、そして出産後はゴシップ誌にまとわりつかれたせいで、罪でも犯したかのように周囲を気にしながらのお出かけしかできなかったからだ。

　まだ歩けない櫂だけど、彬さんに抱かれて外に出るととても楽しそうだ。もう少し大きくなったら、三人で公園デビューすると決めている。

　口頭弁論の日。緊張して送り出したのに、彬さんはケーキを買って帰ってきた。しかも大きなホールケーキだ。

　一瞬、西岩建設が有利になったのかなと思い複雑な気持ちだったが、結果はまるきり逆。

　お父さまも過労死が疑われると印象づけたというから驚きだった。しかも、代理人を即辞任したとも聞き、あんぐりと口を開けるしかなかった。

　訴訟の途中で代理人を辞められるなんて知らなかったし。

　彬さんは最初から辞任すると決めていたんだろうと思ったら、彼があの訴訟を引き受けた理由がようやく納得できた。

　普通はありえない法廷での彬さんの言動には賛否両論あり、彼は別の会社の顧問弁護士を解任されてしまった。

　しかし私に付きまとったゴシップ誌が〝妻が信じる弁護士は弱い労働者の味方だった〟と手のひらを返すような記事を掲載し、彼の行動を絶賛。世論は概おおむね、彬さんに好意的なようだ。

　今日は、櫂を連れて彬さんの両親の墓参りにやってきた。

　櫂の顔を見せに来たのは初めてだ。

「親父、お袋。息子の櫂。すくすく育ってる。天国から見守っていてくれ」

　彬さんは、私が抱く櫂を両親に紹介している。

「俺、七緒と櫂と一緒に、前を向いて歩いていくよ」

　私の肩を引き寄せて宣言する彬さんは、実にすがすがしい顔をしていた。

　ようやく彼が過去から開放されたのだと感じられて、目頭が熱くなる。

　彬さんが辞任したあと別の弁護士が西岩建設についたが、過失相殺は認められず、一億二千万の賠償金支払いを命じられた。

　会社側は判決を不服として控訴したようだが、おそらく結果が大きく覆ることはないだろうと彬さんは話している。

　一方、彬さんのお父さまの件は、すでに和解しているためどうにもならない。

　しかし、今回の裁判をきっかけに鬱うっ憤ぷんのたまっていた従業員からいくつもの労働審判や訴訟を起こされ、収拾がつかなくなり社長は辞任。会社もいくつかの事業から締め出されたようで、社会的な制裁を受けた形になっている。

「櫂です。やんちゃな兆しがあるのですが……これからよろしくお願いします」

　私も墓石に話しかける。

　きっとご両親は、笑顔で私たちを見守ってくれている気がするのだ。

　自分も親になり、お義父さまとお義母さまが彬さんを置いて旅立たなくてはならなかった無念さがよくわかるので、胸が痛い。でも、彬さんの今の姿を見たら、安心してくれるのではないだろうか。

　櫂には、彬さんが経験できなかった家族の温もりをたっぷり味わわせてあげたい。

　健診に行くと泣き声がひときわ大きく、家ではおもちゃをぶんぶん振り回すワイルドな櫂は、もしかしたら彬さんに似たのかもしれないなんて思っている。私はどちらかというと、おとなしかったようだから。

　育児は予想のつかないことだらけで正直言ってへとへとだけど、親子三人で過ごせる幸せは何物にも替えがたい。

「それじゃあ、帰るか。櫂。七緒が疲れるからパパのところに来い」

　彬さんは抱っこを代わってくれた。

　彼は私のことを〝ママ〟とは呼ばない。どうしてなのか尋ねたら『お前は俺の妻であってママじゃないだろ』とわかりやすい答えが返ってきた。

　子供を生むと、どうしても妻よりママという立場を優先しなければならないけれど、彬さんに妻として大切にしてもらえてうれしい。

「お義父さまとお義母さま、孫に会えて喜んでくれたかな」

「喜ぶというか、腰抜かしてるんじゃないか？」

「どうして？」

　彬さんが不思議なことを言いだすので首を傾げる。

「結婚する気がなかったダメ息子が、立派な妻と孫を連れてきたんだから」

「ダメ息子だなんて思ってないくせに」

「七緒。ようやく俺をわかってきたな」

　クスクス笑みを漏らす彬さんは、櫂に視線を移す。すると櫂は「ぶー」とおかしな音を出した。最近、喉の使い方を覚えてきたようで、時々音を出すようになったのだ。

「なんだよ、ダメ出しか？」

　彬さんが眉をひそめながら言うので噴き出す。

「敏腕弁護士も、息子には敵わないみたいですね」

「名誉毀損だ。法廷で闘おう、櫂」

　櫂も、彬さんのように正義感が強い子に育つといいな。

「ぶー」

「お前、おちょくってるのか？　……ちょっ、やめろ。暴行罪も追加するぞ」

　櫂が指しゃぶりをしてよだれで濡れた手で彬さんの顔をペチペチ叩いている。

　ふたりのやり取りが面白すぎて、笑いをこらえきれない。

　彬さんに出会った頃は泣いてばかりだったのに、こんな穏やかな日がやってくるなんて。

　帰りは最近はまっている和菓子屋で、食べるのがもったいないような美しい練りきりやお饅頭を購入してからマンションに向かった。

　マンションに戻ってすぐ櫂に母乳を与えると、疲れたのかコテンと眠ってしまった。

　櫂が生まれてからはなかなか叶わない、貴重な夫婦水入らずの時間が持てそうだ。

「彬さん、ケーキより和菓子派ですよね」

　ソファに座る彼の前にお茶を出しながら言う。

「というわけでもないけど、ここのはうまいな」

　彼がいつも購入するのは、粒つぶ餡あんを求ぎゅう肥ひで包んだシンプルなお饅頭だ。小豆の味が前面に出ていて甘すぎないところを気に入っているらしい。

　この店の和菓子はどれも上品な味なのだ。

　隣に腰かけて、私も練りきりを食べ始める。

「妊娠中は体重に気をつけないといけなかったから、甘いものも食べられなくて……」

「そうだったな」

　つい先日のことなのに、いろいろありすぎてもうずいぶん昔のように感じる。

「で、母乳で育てるとなったら、やっぱり甘いものの食べすぎはダメで……」

　母乳でカロリーを消費するからか、食べてもすぐにお腹が空く。だからといってスナック菓子やケーキ、そして和菓子をパクパク食べるわけにもいかない。食べたものが母乳に影響してしまうからだ。

「子育てって、親の努力の結晶だな。特に母親の」

　彼は、亡くなったお義母さまのことを考えている気がする。

　体が弱かったのに、彬さんを必死に育てていたに違いない。健康な私も、櫂をひとりで育てられる気がしないもの。

「父親もですよ。櫂をお風呂に入れてもらえて、すごく助かってるんです」

　よほど帰宅が遅くならない限り、必ず彬さんが櫂をお風呂に入れてくれる。それはもちろん助かるし、自分がそのあとゆっくり湯船に浸かれるので、本当にありがたい。

「七緒も入れてやろうか？」

「はいっ？」

「最近、七緒不足なんだけど」

　彼は私を引き寄せて、唇を重ねた。ほんのり甘い餡の香りが漂うキスには、たっぷり愛情がこもっていると感じる。

「ん……」

「煽ってる？」

「ち、違います」

　もう何度も体を重ねているのに、今でも恥ずかしい。こういうときの彬さんの顔はとんでもなく艶っぽいからだ。

「あっ……」

　あっという間にソファに押し倒されてしまった。

「嘘つけ。こんな女の顔しておいて、ごまかせるわけないだろ」

　彼は私の唇に指を這わせる。

　どんな顔をしているの？

　でも、ちょっと彼が欲しいなんてはしたないことを考えていなくもない。櫂の世話にかかりっきりなので、彬さんとのスキンシップが少なくなっているからだ。

「疲れてるな。やっぱりやめよう」

「えっ？」

　彼の言葉に反応して、そんな声が出てしまい慌てて口を押さえる。

「なんだ。俺が欲しいならそう言えよ」

　にやりと笑う彼はイジワルだ。

「そんなわけな――」

「強情だな。俺は七緒が欲しいけど？」

　耳元でささやかれ、完落ちだ。

「私も……欲しい、です」

　素直に答えると、なぜか彼のほうが顔を真っ赤にしている。

「お前さ、そういう不意打ちやめろよ。激しくなるぞ」

「えっ……あぁっ」

　すぐに首筋に舌を這わせられて、我慢できずに甘い声が漏れた。




　宣言通り激しめに翻弄されてしまった私は、ソファで放心状態。

「やりすぎた？」

　彬さんは私の胸の谷間につけたキスマークを指でそっとなぞる。

「や……」

「体が敏感になってる。もう一回――」

「ギャー」

　そのとき、火がついたような櫂のけたたましい泣き声が聞こえてきた。

「空気読めよ」

「無理よ」

　さすがに無理だ。それに、息子にこんなときの空気を読まれたらいたたまれないでしょ？

「お預けな。我慢できる？」

「え……」

　なんで私が我慢するほうなの？　どちらかというと足りないのは、彬さんじゃない。

　彼は散らばっていた洋服を私に渡してから、先に櫂が眠るベッドルームに向かった。

　泣き声はすぐに収まったので、起きたら誰もいなくて寂しかったのだと思う。

　遅れて顔を出すと、彬さんが櫂を抱いてあやしていた。その光景が微笑ましくて笑みがこぼれる。

「なぁ、櫂。兄弟欲しくないか？　欲しいなら、邪魔するなよ」

　なんの邪魔かはつっこまないでおこう。

　彬さん、もうひとり欲しいと思ってるんだ。私もそうなのでうれしい。

　私が近づいていくと、彬さんは優しい笑みを見せる。

「子供部屋、ふたり用になってもいい？」

　そしてローボードに飾ってある、私が描いた子供部屋のパースに視線を移した。

「もちろん。描き直さなくちゃ」

　今はまだ育児にてんてこ舞いだが、少しずつ仕事も入れていく予定だ。

「どんどん幸せが増えていくな」

「そうですね」

　櫂を片手で抱き、私の腰を引き寄せた彬さんは、大きな窓から晴れ渡る空を見上げて微笑んだ。

　私たちの幸せな未来は、きっとこの空のように、どこまでも続いている――。
















番外編










穏やかな毎日は家族と




「判決を言い渡しましゅ」

　二歳七カ月になった櫂が、刑事もののテレビドラマを見たあと裁判官の真似をしている。意味を理解しているわけではないようだけど、裁判官をかっこいいと思っているようだ。

　裁判ごっこに夢中になっている櫂を見て、彬さんは「かわいい裁判官だな。言い渡しちゃって」とクスクス笑っている。けれど、櫂が言えるのはその部分だけだ。

「櫂は裁判官になりたいのか？」

「今のところはそうかもしれないですね。でも、すぐに変わりますよ」

　ソファに座る彬さんの隣でコーヒーを飲む私は答えた。

「このくらいの歳だと戦隊ものとかライダーとかに夢中になるんじゃないの？」

「ですよね。でも、そっちより裁判シーンが好きみたい。血は争えませんね」

　いつだったか、パパはこういうお仕事をしているのよとドラマを見ながら説明した覚えがある。櫂はそれを覚えていて、パパみたいになりたいと思っているのかもしれない。ただ、弁護士ではなく裁判官だと勘違いしているのがおかしい。

「現実はこんなにうまくいかないんだぞ」

「ちょっと、彬さん。まだ夢見させてあげてくださいよ」

「あははは」

「ママ」

　裁判ごっこに飽きたのか、櫂は私に駆け寄ってきて手を伸ばす。

「抱っこ？」

　そろそろ眠いのかもしれない。彬さんも寝かしつけをしてくれるが、私と一緒の時間が長いからか眠る前は私に抱っこをせがんでくる。

「櫂、パパと寝るか？」

「ママぁ」

　彬さんの提案が聞こえなかったかのように盛んに私を求める櫂を見て、「却下された」と彬さんが苦笑している。

「七緒には敵わないな。でも櫂。裁判ごっこはパパがうまいぞ」

　彬さんが、私が抱き上げた櫂の頭を撫でながら言うので噴き出した。

「リアルすぎて怖いかも」

「櫂、悪いが勝たせてもらう。……あれっ、泣き声がする」

「励れいが起きちゃったかな」

　実は八カ月ほど前、ふたり目の男の子を出産したのだ。励は櫂とは違いおとなしくてよく眠る子で、あまり手がかからないので助かっている。

〝櫂〟は船を漕ぐ道具のことだが、みずからの力で水を切り裂き進んでいく力強さを持った子に育ちますようにと願いを込めて名付けた。〝励〟はこつこつと努力を積み重ねる強さを持ち、なおかつ周囲の人たちを元気づけるような存在になりますようにという願いがこもっている。

　どちらも、彬さんの人生そのものだ。

「七緒、櫂を頼める？」

「はい」

　彬さんは目がトロンとしてきた櫂の顔を見てから、励がいる寝室に向かった。

　櫂はギリギリまで我慢していたのか珍しくコテンと眠り、バトンタッチで励が起きてきた。

　私が櫂をベッドに寝かせてリビングに戻ると、床にあぐらをかいてその上に励を座らせた彬さんが、おきあがりこぼしをゆらゆらさせている。

　それを見て「キャッキャッ」と楽しそうな声をあげる励は、よく眠れたのかご機嫌だ。

　一旦預かり母乳を飲ませると、励はおきあがりこぼしを手で突っついて遊び始めた。

「兄弟で全然違うな。櫂はぶん投げてたような」

「そうでしたね」

　ほんの少し前のことなのに、もう懐かしい。あの頃は慣れない育児に疲れきっていたが、彬さんが一緒に奔走してくれたので随分助かった。

　励はふたり目だからかおとなしいからか、少し余裕がある。ただ、櫂の赤ちゃん返りに手を焼いていて、最近は櫂とスキンシップを取るように気をつけている。

「櫂が裁判官で、励が検察。それで俺が弁護士の裁判ごっこ、いつかやらされそう」

「敗訴決定じゃないですか」

「まずいな。もっと勉強しないと」

　彬さんはにこやかに笑う。

　彼はふたりの子を授かってから、ますます表情が柔らかくなった。九条さんにもつっこまれるらしく、うっとうしいといつも愚痴をこぼしている。

　その九条さんは五十嵐さんとゴールインし、近々ふたりにも赤ちゃんが生まれる予定だ。

「そういえば、サンタさんのプレゼントどうしましょう」

　もうすぐクリスマスがやってくる。励はまだしも櫂にはプレゼントが必要だ。

「うーん、裁判官セットとか？」

「なんですか、それ」

「黒い法服と六法全書。あと、ガベルでもつけておけば完璧」

「ガベルって？」

　聞きなれない言葉が出てきたので尋ねる。

「静粛に！とか言いながら叩く木のハンマーがあるだろ。あれ。日本の裁判では使われないんだけどね」

「あぁ、あれ！　裁判ってそういうイメージかも。でも使ってないんだ……」

「そう。うるさければ退廷を命じられるだろうな」

「そっか」

　まだまだ知らないことがたくさんある。

「でも、六法全書って……。破って終わりね」

「間違いない。ガベルを持たせたら壁に穴が開く」

「それは困ります！」

　その光景が目に浮かび、ふたりで笑い合った。

「法服は喜びそうだけど、そんなの売ってるかな？」

「さすがにないだろうな。黒ければなんでもいいんじゃない？　ドラキュラのマントみたいなやつならあるだろ。あれで十分」

「ドラキュラ？」

　おかしくて笑いがこみあげてくる。育児は大変なことだらけで体力的にもしんどいが、櫂や励のことを考えている時間はとても幸せだ。

　ふたりで話していると、励がじっと私たちを観察しているのに気づいた。

「あなたは本当におとなしいのね。櫂だったら、俺をのけものにするな！って泣き叫んでるわ、きっと」

　励のそばに行って抱き上げながら言うと、彬さんも大きくうなずいている。

「個性があって面白い。でも、どっちもかわいい俺たちの息子だ。励、積み木おいしいか？」

　木製の積み木の感触を確かめているのか、私の膝の上の励はしきりにそれを舐めている。そんな励を見つめる彬さんの目がとても優しくて、ほっこりした。

　幼い頃に両親を亡くした彬さんだが、家族の温もりを感じてくれているとしたらとてもうれしい。

「いつか本当に三人で法廷に立つ日が来たりして」

「それはごめんだ。手を抜かざるを得ないだろ」

　敏腕弁護士も息子のかわいさには敵わないのかな。

「でも、櫂が裁判に興味を持ったのはうれしい。俺は親父のことがあって弁護士の道を選んだけど、櫂が俺の仕事にあこがれてくれているとしたら、弁護士冥利に尽きる」

「かっこいいパパでいるために、勝訴を重ねるしかないですね」

「すごいプレッシャーだな。事務所のお偉い先生ににらまれるより怖い」

　彼は頬を緩ませる。

「なあ、七緒」

「なんですか？」

「こんな穏やかな日々を過ごせるのは、七緒のおかげだ」

　彬さんは励を抱く私の肩を引き寄せる。

「そんな……」

　とても光栄な言葉だけれど、そっくりそのまま彬さんに返そう。

「彬さんのおかげですよ。なにがあっても彬さんが私たち親子を守ってくれると思えるから、なにも心配せずに前に進めるんです」

　まだ幼い子供たちはふたりとも、しばらくは母親を欲するだろうが、私たちを丸ごと包み込み、どんなときでも盾になってくれる彬さんの偉大さに気づくときが来るはずだ。

「まあ、それは当然だろ」

　彬さんはしたり顔で言う。自信満々な姿がおかしくて笑みをこぼすと、彼はふと真顔になった。

「七緒と夫婦になると決めた日、なにがあってもお前を守るという誓いを立てた。それは生涯有効だし、俺たちの宝にも同じように誓っている」

「彬さん……」

「弁護士より、夫や親としての責任のほうがもっと重いと知った。でも、この重みは嫌じゃないし、むしろ背負いたい」

　ダメだ。ふたりを出産してから涙腺が緩くなっている。目頭が熱くなり、うつむいた。

「七緒。いつもありがとう。ふたりのクリスマスプレゼントもだけど、七緒にも必要だな。なにがいい？」

　プレゼントか……。私はしばらく考えてから口を開いた。

「もういっぱいもらったから、なにもいりません」

　櫂と励という宝物も、四人で楽しく暮らせる幸せも。

「欲がないな。それじゃあクリスマスは家族で過ごすとして、その前後でお義母さんにふたりを預かってもらえるようにお願いしていい？」

「どうして？」

　父も母も孫にはデレデレで、むしろ預かりたいと言いそうだけど。

「たまにはふたりきりで食事に行こう。俺も七緒を独占したい」

　そんなふうに言うけれど、私に息抜きの時間をくれようとしているに違いない。

「ありがとうございます。そうしましょう」

「うん。だけど、食事だけで済むと思うな」

「え？」

　耳元でささやかれ、ドクンと心臓が跳ねる。

「当然だろ。むしろそっちがメイン」

「ちょっ……励が聞いてる」

　慌てふためくと、彼はニヤッと笑う。

「なに焦ってるんだ？　夜景でも見に行くかと言ってるんだけど。励が聞いてるとまずいこと、想像してた？」

　え！

「してませんよ、そんな……」

　私が否定すると、彼が耳朶を甘噛みしてくるので体がビクッと震える。

「耳まで真っ赤。気をつけないと励にバレるぞ。……早く食いたい、お前を」

　やっぱりそっちじゃない！

　抗議の眼差しを向けたものの、なんだかおかしくなってふたりで笑い合った。

　こんな幸せな毎日が、ずっと続きますように。




ＥＮＤ










あとがき




　弁護士とインテリアコーディネーターという異色の組み合わせはいかがでしたでしょうか？　『エリート弁護士は独占欲を隠さない』の九条と五十嵐がくっつく少し前のお話でした。




　実は私、インテリアコーディネーターの勉強を少しだけしたことがありまして、その頃は手描きでパースを描いていました。（今は聞かないで）かといって、自分の家がおしゃれに整っているわけではなく、思いきり散らかっているし、家具も安いものだし……。素敵な部屋を実現するのにはお金もかかるという厳しい現実が。私は趣味でかじっただけなのですが、資格取得のためには建築の構造等も勉強もしなければならず、試験は超難関だそうです。七緒は相当頑張りました。

　彼女のように自分の理想の未来に向かって努力できる人生はとても魅力的ですね。年齢を重ねるに従い、もう無理とあきらめることばかりが増えていきますが、チャレンジしてみないとなにも始まりません。おすすめはハードルを低めに設定すること。まずは低いハードルを跳び〝私もなかなかやるじゃない〟とほくそ笑む。（これ大事）そして、次の目標をそれより少しだけ高めに設定するということを繰り返して跳んでいくと、いつか大きなハードルを越えられるかもしれませんよ。私も最近、執筆以外では挑戦をしていないので、なにか始めたいな……。




　このお話ではパワハラやセクハラを取り上げましたが、園田部長のように古めかしい価値観を持っていたり威圧的な態度をとったりする人がいるのも現実です。七緒みたいに立ち向かえれば素晴らしいですが、彬が言うように逃げるが勝ちになることもあります。心に棘が刺さるのは一瞬です。でも、その棘は簡単には抜けません。是非とも正義は勝ってほしいのですが、自己防衛するのは恥ずかしいことではありません。なにを選んでなにを捨てるか決めるのはとても難しいですが、悩んだ先の皆さまの人生が輝くものでありますように。
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